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〇
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〇
〇
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第
五
款　

二
〇
〇
二
年
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
改
正

　

第
三
節　

不
実
開
示
に
対
す
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
上
の
民
事
責
任
制
度

　
　

第
一
款　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
上
の
開
示
制
度
の
概
要

　
　

第
二
款　

発
行
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

　
　

第
三
款　

流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

　
　

第
四
款　

コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
責
任
と
の
関
係

第
三
章　

結
び
に
代
え
て

第
一
章　

緒
論

　

１　

序

　

上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
の
存
在
は
、
証
券
市
場
の
機
能
の
向
上
に
資
し
て
い
る
と
さ
れ
る）

（
（

。
我
が
国
に
お
い
て

も
、
平
成
十
六
年
の
証
券
取
引
法
の
改
正
に
よ
っ
て
民
事
責
任
の
追
及
が
容
易
化
さ
れ
、
訴
訟
事
件
が
一
定
程
度
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
金
融
商
品
取
引
法
の
民
事
責
任
規
定
の
解
釈
も
徐
々
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
平
成
二
十
四
年
三
月
の
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
最
高
裁
判
決）

2
（

は
、
同
法
二
一
条
の
二
第
五
項
に
お
け
る
﹁
虚
偽
記
載
等
に
よ
っ
て
生
ず

べ
き
当
該
有
価
証
券
の
値
下
り
﹂
に
つ
い
て
、
取
得
時
差
額
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
有
価
証
券
報
告
書
等
の
虚
偽
記
載
等
と
相
当
因

果
関
係
の
あ
る
値
下
が
り
の
全
て
を
言
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

発
行
会
社
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
、
そ
の
負
担
は
、
株
主
、
さ
ら
に
は
債
権
者
に
間
接
的
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

流
通
市
場
で
は
多
数
の
取
引
が
行
わ
れ
る
た
め
、
不
実
開
示
が
継
続
し
て
い
る
間
に
取
引
を
行
う
投
資
者
も
多
数
に
上
る
こ
と
に
な
り
、
潜

一
七
三
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在
的
な
損
害
賠
償
額
は
巨
額
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
右
最
高
裁
判
決
は
、
解
釈
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
額
を
限
定
す
る
可
能
性
を
排
除

し
た
も
の
で
あ
り
、
法
改
正
に
よ
っ
て
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る）

3
（

。

　

２　

本
稿
の
内
容

　

筆
者
も
、
発
行
会
社
を
巡
る
利
害
関
係
者
の
利
益
調
整
の
あ
り
方
と
し
て
、
損
害
賠
償
額
を
限
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お

り
）
4
（

、
立
法
に
よ
る
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
具
体
的
な
立
法
提
案
を
行
う
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、

カ
ナ
ダ
連
邦
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
に
お
け
る
民
事
責
任
制
度
の
紹
介
を
行
う
こ
と
と
し
た
い）

（
（

。

　

す
な
わ
ち
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
は
、
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
の
主
た
る
目
的
を
不
実
開
示
の
抑
止

と
把
握
す
る
と
と
も
に
、
発
行
会
社
を
巡
る
利
害
関
係
者
の
利
益
調
整
と
し
て
損
害
賠
償
額
の
上
限
を
定
め
る
と
い
っ
た
興
味
深
い
ア
プ
ロ

ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
我
が
国
に
お
い
て
法
改
正
を
検
討
す
る
際
に
参
考
に
な
り
得
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
が
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
背
景
に
は
、
公
正
な
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
へ
の
希
求
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
法
改
正
の
基
礎
と
な
っ
た
報
告
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
謳
わ
れ
て
お
り）

6
（

、
民
事
責
任
制
度
が
内
在
す
る
理
論
的
問
題
、
お
よ
び
、
隣
国
た

る
米
国
の
法
状
況
に
関
す
る
懸
念
か
ら
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る）

7
（

。
そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
同
州
証
券
法
は
種
々
の
事
項
に
関

し
て
恐
ら
く
世
界
で
最
も
詳
細
な
規
定
を
置
い
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
損
害
賠
償
額
の
上
限
の
ほ
か
に
も
特
徴
的
か
つ
興
味
深
い
も
の
が
存

在
す
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
の
民
事
責
任
規
定
に
つ
い
て
、
や
や
詳
細
に
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る）

8
（

。

　

本
稿
の
叙
述
の
順
序
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
焦
点
を
当
て
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た

同
州
の
民
事
訴
訟
制
度
を
概
観
す
る
。
次
に
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
の
民
事
責
任
制
度
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
沿
革
の

一
七
三
七
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調
査
を
行
う
。
そ
し
て
、現
行
の
民
事
責
任
制
度
の
具
体
的
内
容
お
よ
び
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
責
任
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
最
後
に
、

証
券
集
団
訴
訟
の
現
状
に
つ
い
て
纏
め
を
行
う
。
我
が
国
の
法
制
度
へ
の
示
唆
を
導
く
作
業
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
行
う
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

（
（
）　R

afael L
a P

orta et al., W
hat W

orks in Securities L
aw

s ?, 6（ J. F
in. （, （ （2006

）.

（
2
）　

最
判
平
成
二
四
年
三
月
一
三
日
判
例
時
報
二
一
四
六
号
三
三
頁
。

（
3
）　

田
中
亘
﹁
流
通
市
場
に
お
け
る
株
式
取
得
者
に
対
す
る
発
行
会
社
の
損
害
賠
償
責
任―

―

ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
最
高
裁
判
決
の
問
題
点
﹂
金
融
・
商
事
判
例
一
三
九
二
号
一
頁
、

一
頁
（
二
〇
一
二
年
）、
白
井
正
和
﹁
ラ
イ
ド
ア
事
件
最
高
裁
判
決
の
検
討
︹
下
︺﹂
商
事
法
務
一
九
七
二
号
一
五
頁
、
二
一

－

二
二
頁
（
二
〇
一
二
年
）。

（
4
）　

拙
稿
﹁
不
実
開
示
に
対
す
る
発
行
会
社
等
の
民
事
責
任
の
構
造
に
関
す
る
一
考
察
﹂
同
志
社
法
学
六
三
巻
四
号
一
三
九
頁
、一
八
二

－

一
八
九
頁
、二
一
五

－

二
一
九
頁
（
二

〇
一
一
年
）
参
照
。

（
（
）　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
の
民
事
責
任
規
定
お
よ
び
関
連
規
定
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
よ
る
試
訳
と
し
て
、﹁︹
試
訳
︺
カ
ナ
ダ
連
邦
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
の
不
実
開
示
に
関

す
る
民
事
責
任
規
定
﹂
同
志
社
法
学
六
四
巻
五
号
一
一
五
頁
（
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。

（
6
）　C

om
m

ittee on
 C

orp
orate D

isclosu
re, F

in
al R

ep
ort, R

esp
on

sible C
orp

orate D
isclosu

re: A
 S

earch
 for B

alan
ce 

（T
oron

to S
tock E

xch
an

ge, M
ar. 

（（（7

）. See also C
SA

, N
otice （3-302, R

eport of the C
anadian Securities A

dm
inistrators: P

roposal for a Statutory C
ivil R

em
edy for Investors in the 

S
econ

d
ary M

arket an
d

 R
esp

on
se to th

e P
rop

osed
 C

h
an

ge to th
e D

efin
ition

s of “M
aterial F

act” an
d

 “M
aterial C

h
an

ge”, 23 O
.S

.C
.B

. 7383, 73（3 

（2000

）.

（
7
）　

な
お
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
は
、
集
団
訴
訟
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
特
に
米
国
連
邦
最
高
裁
のM

orrison

判
決
後
に
お
い
て
国
際
証
券
集
団
訴
訟
の
根
拠
地
と
な
り
得
る

か
と
い
っ
た
点
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。See e.g., D

avid H
. K

istenbroker et al., R
ecent D

evelopm
ents in G

lobal Securities L
itigation, （（04 P

L
I/C

orp 607, 

632-3（ （20（（

）; R
obert F. C

arangelo et al., D
esigning a N

ew
 P

laybook for the N
ew

 P
aradigm

: G
lobal Securities L

itigation and R
egulation, 43 Sec. 

R
eg. &

 L
. R

ep. （B
N

A

） 24（8, 24（（ （20（（

）.

（
8
）　

諸
外
国
の
民
事
責
任
制
度
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
我
が
国
の
金
融
商
品
取
引
法
の
民
事
責
任
規
定
の
国
際
的
適
用
範
囲
の
問
題
を
検
討
す
る
場
合
に
も
意
義
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
我
の
法
制
度
の
相
違
が
同
問
題
に
お
け
る
考
慮
要
素
の
一
つ
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
米
国
連
邦
証
券
取
引
所
法

一
七
三
八
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一

一
〇
条
ｂ
項
の
国
際
的
適
用
範
囲
に
つ
い
て
判
断
し
た
連
邦
最
高
裁
のM

orrison

判
決
で
は
、
諸
外
国
の
法
制
度
と
の
衝
突
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。M

orrison v. N
ational 

A
ustralia B

ank, （30 S. C
t. 286（, 288（-86 （20（0

）. See also In re Toyota M
otor C

orp. Sec. L
itig., 20（（ W

L
 267（3（（ at*6-7 （C

.D
. C

al. 20（（

）.
　
　
　

な
お
、
民
事
責
任
規
定
の
国
際
的
適
用
範
囲
の
観
点
か
ら
諸
外
国
の
法
制
度
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
論
稿
が
あ
る
。G

rant Sw
anson, N

ote, A
 C

om
parative 

L
aw

 A
nalysis of P

rivate Securities L
itigation in the W

ake of M
orrison v. N

ational A
ustralia B

ank, 87 C
hi.-K

ent L
. R

ev. （6（ （20（2

）.
第
二
章　

カ
ナ
ダ
連
邦
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法

　

第
一
節　

序
論

第
一
款　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
証
券
規
制
の
体
系（

（
（

　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
証
券
規
制
は
、
同
国
を
構
成
す
る
一
三
の
州
お
よ
び
準
州
に
よ
っ
て
各
個
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
証
券
法
と

証
券
委
員
会
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
の
よ
う
な
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
証
券
規
制
は
実
現
さ
れ
て
い
な
い
が
、
カ
ナ
ダ
証
券
管
理

局
（C

anadian Securities A
dm

inistrators; C
SA

）
を
通
し
て
、
規
制
の
共
通
化
や
連
携
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
規
制
の

統
一
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
近
時
も
、
従
来
の
仕
組
み
で
は
証
券
市
場
の
問
題
に
対
す
る
迅
速
な
あ
る
い
は

国
家
的
・
国
際
的
な
対
応
が
困
難
で
あ
り
、
規
制
資
源
の
分
配
も
非
効
率
と
な
っ
て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い
た）

2
（

。

　

そ
こ
で
、
カ
ナ
ダ
政
府
は
、
多
く
の
州
・
準
州
の
協
力
を
得
て
、
二
〇
一
〇
年
に
証
券
規
制
の
統
一
の
た
め
の
カ
ナ
ダ
証
券
法
案
を
取
り

纏
め
た）

3
（

。
そ
し
て
、
連
邦
最
高
裁
に
対
し
て
、
カ
ナ
ダ
証
券
法
案
の
内
容
が
連
邦
議
会
の
立
法
権
限
の
範
囲
内
で
あ
る
か
、
意
見
照
会
を
行

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
同
法
案
は
そ
の
範
囲
外
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
下
し
た）

4
（

。

　

そ
の
た
め
、
カ
ナ
ダ
証
券
法
案
は
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
ず
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
証
券
規
制
は
引
き
続
き
州
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。

一
七
三
九
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第
二
款　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法（

（
（

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
は
、
カ
ナ
ダ
の
政
治
・
経
済
の
中
心
で
あ
り
、
北
米
で
三
番
目
の
規
模
を
誇
る
ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所）

6
（

が
所
在
し
て
い

る
）
7
（

。

　

そ
し
て
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
は
、
例
え
ば
、
ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
に
上
場
し
て
い
る
会
社
な
ど
に
対
し
て
、
流
通
市
場
に
お
け
る

不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
よ
う
に）

8
（

、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
最
も
重
要
な
証
券
法
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
の
民
事
責
任
規
定
は
、
他
の
州
の
規
定
や
カ
ナ
ダ
証
券
法
案
と
類
似
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
と
し
て
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
上
の
制
度
を
紹
介
す
る
。

第
三
款　

オ
ン
タ
リ
オ
州
の
民
事
訴
訟
制
度（

（
（

　

１　

集
団
訴
訟
制
度

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
一
九
九
二
年
に
制
定
さ
れ
た
集
団
訴
訟
法）
₁₀
（

に
よ
っ
て
、
米
国
の
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
三
条
を
モ
デ
ル
と
し
た
集

団
訴
訟
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る）
₁₁
（

。
す
な
わ
ち
、
ク
ラ
ス
の
構
成
員
に
関
し
て
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
の
仕
組
み
が
採
用
さ
れ
て
お
り）
₁₂
（

、
ま
た
、

集
団
訴
訟
と
し
て
訴
訟
を
追
行
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
共
通
の
争
点
の
存
在
や
、
集
団
訴
訟
が
共
通
の
争
点
の
解
決
の
た
め
に
望
ま
し
い
手

続
き
で
あ
る
こ
と
と
い
っ
た
要
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る）
₁₃
（

。
そ
し
て
、
集
団
訴
訟
の
認
可
の
要
件
に
関
す
る
解
釈
は
発
展
途
上
に
あ
る
が
、
近

時
は
リ
ベ
ラ
ル
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る）
₁₄
（

。

　

集
団
訴
訟
に
お
い
て
は
、
弁
護
士
の
報
酬
に
つ
い
て
、
成
功
報
酬
制
お
よ
び
訴
訟
の
追
行
に
お
い
て
報
酬
額
を
乗
数
に
よ
っ
て
引
き
上
げ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る）
₁₅
（

。
し
た
が
っ
て
、
弁
護
士
に
は
、
証
券
集
団
訴
訟
の
原
告
側
代
理
人
と
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
存
在
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

一
七
四
〇



（　
　
　
　

）

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

同
志
社
法
学　

六
四
巻
六
号�

九
三

　

な
お
、
一
九
九
七
年
以
降
に
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
証
券
集
団
訴
訟）
₁₆
（

八
九
件
の
う
ち
、
六
八
件
が
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
提
起
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
二
〇
一
一
年
に
提
起
さ
れ
た
同
訴
訟
一
五
件
の
う
ち
、
一
二
件
が
同
州
で
提
起
さ
れ
て
い
る）
₁₇
（

。

　

２　

訴
訟
費
用
の
負
担

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
裁
判
所
法
に
お
い
て
、
訴
訟
費
用
の
負
担
に
関
し
て
は
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
定
め
ら
れ

て
い
る）
₁₈
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
敗
訴
者
は
自
ら
の
訴
訟
費
用
と
相
手
方
の
訴
訟
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
と
い
う
敗
訴
者
負
担
的

な
運
用
が
な
さ
れ
て
お
り
、
相
手
方
の
訴
訟
費
用
の
全
て
を
負
担
す
る
こ
と
は
稀
な
こ
と
と
な
っ
て
い
る）
₁₉
（

。
な
お
、
集
団
訴
訟
に
関
し
て
は
、

裁
量
権
の
行
使
に
当
た
っ
て
、
当
該
集
団
訴
訟
が
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
、
新
規
の
法
律
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
た
り
、
公
益
に
関
係

す
る
事
項
が
含
ま
れ
て
い
た
り
し
た
か
を
考
慮
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る）
₂₀
（

。
も
っ
と
も
、当
該
規
定
に
関
す
る
判
断
は
蓄
積
さ
れ
て
お
ら
ず
、

相
手
方
の
訴
訟
費
用
の
負
担
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
あ
る
い
は
少
額
の
負
担
で
済
む
）
の
が
い
か
な
る
場
合
か
は
明
ら
か
と
は
な
っ
て

い
な
い）
₂₁
（

。

　

な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
一
律
的
な
敗
訴
者
負
担
制
度
が
採
用
さ
れ
て

い
る）
₂₂
（

。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
集
団
訴
訟
に
お
い
て
は
、
代
表
原
告
と
原
告
代
理
人
と
の
間
で
、
敗
訴
し
た
場
合
の
訴
訟
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
補

償
契
約
が
結
ば
れ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
と
さ
れ
る）
₂₃
（

。
さ
ら
に
、D

ugal v. M
anulife F

inancial C
orp.

事
件
で
は
、
証
券
集
団
訴
訟
の

代
表
原
告
と
第
三
者（L

itigation F
ounder

）と
の
間
に
お
け
る
訴
訟
費
用
の
補
償
契
約
が
条
件
付
き
で
認
め
ら
れ
て
い
る）
₂₄
（

。
し
た
が
っ
て
、

原
告
に
と
っ
て
は
訴
訟
費
用
の
負
担
の
問
題
は
一
定
程
度
解
決
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
弁
護
士
やL

itigation F
ounder

に
よ
っ
て
提
起
さ
れ

る
事
件
が
選
別
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

一
七
四
一



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
六
号�

九
四

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

　

第
二
節　

不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
の
沿
革

　

序

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
の
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
は
、
二
〇
〇
二
年
改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
。
同

改
正
に
至
る
ま
で
に
は
、
複
数
の
改
正
提
案
や
報
告
書
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
現
行
制
度
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

A
llen

委
員
会
の
報
告
書
や
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
の
報
告
書
は
、
二
〇
〇
二
年
改
正
の
直
接
的
な
基
礎
と
な
っ
て
い
る）
₂₅
（

。

　

そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
民
事
責
任
規
定
の
沿
革
を
辿
り
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
の
関
心

と
の
関
係
上
、
発
行
会
社
を
巡
る
利
害
関
係
者
の
利
益
調
整
に
関
わ
る
部
分
に
特
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
す
る
。
損
害
賠
償
額
の
一
律
的

な
算
定
基
準
な
ど
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
上
の
そ
の
他
の
特
徴
的
な
制
度
の
趣
旨
に
関
し
て
は
、
現
行
制
度
に
つ
い
て
紹
介
す
る
際
に
言

及
す
る）
₂₆
（

。
ま
た
、A

llen

委
員
会
と
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
の
立
法
提
案
（
一
九
九
八
年
・
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
現
行
制
度
と
概
ね
同
じ
内
容

で
あ
る
た
め
、
特
に
紹
介
は
し
な
い
。

第
一
款　

発
行
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
の
導
入

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
目
論
見
書
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
し
て
、
一
八
九
一
年
取
締
役
責
任
法
に
よ
っ
て
初
め
て
制
定
法
上
の
責
任
が
規

定
さ
れ
た）
₂₇
（

。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
八
九
〇
年
取
締
役
責
任
法
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
取
締
役
や
発
起
人
、
そ
の
他
目
論
見
書
の
発

行
を
認
証
し
た
者
に
つ
い
て
責
任
を
定
め
て
い
た）
₂₈
（

。

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
同
法
が
定
め
ら
れ
た
背
景
に
は
、
一
八
八
九
年
のD

erry v. P
eek

事
件
判
決
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
貴
族
院
は
、

目
論
見
書
に
お
け
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
取
締
役
の
責
任
を
追
及
す
る
た
め
に
は
、
①
取
締
役
が
不
実
表
示
を
行
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、

②
原
告
を
詐
欺
す
る
意
図
を
有
し
て
お
り
、
③
原
告
は
不
実
表
示
を
信
頼
し
た
た
め
損
害
を
被
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
④
不
実
表
示
が
意
図

一
七
四
二



（　
　
　
　

）

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

同
志
社
法
学　

六
四
巻
六
号�

九
五

的
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
真
実
で
あ
る
と
い
う
信
念
な
く
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
は
、
無
思
慮
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
判
断
し
、
責
任
追
及
を
制
限
し
た
の
で
あ
っ
た）
₂₉
（

。
そ
こ
で
、
取
締
役
責
任
法
は
、
取
締
役
や
発
起
人
、
そ
の
他
目
論
見
書
の
発
行
を
認

証
し
た
者
を
責
任
主
体
と
し
た
上
で
、
目
論
見
書
の
記
載
が
真
実
で
あ
る
と
の
合
理
的
な
確
信
を
有
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
抗
弁
と
し
て
規

定
し
、
原
告
を
詐
欺
の
立
証
責
任
の
負
担
か
ら
解
放
し
た
の
で
あ
っ
た）
₃₀
（

。

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
目
論
見
書
に
よ
る
開
示
は
会
社
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
に
、
証
券
法
に
お
い
て
目
論
見

書
に
よ
る
開
示
と
民
事
責
任
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
₃₁
（

。
す
な
わ
ち
、
同
法
は
、
目
論
見
書
に
お
け
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
、
取
締
役

や
発
起
人
、
そ
の
他
目
論
見
書
の
発
行
を
認
証
し
た
者
を
責
任
主
体
と
し
、
記
載
が
真
実
で
あ
る
と
の
合
理
的
な
確
信
を
有
し
て
い
た
こ
と

な
ど
を
抗
弁
と
す
る
と
い
う
取
締
役
責
任
法
の
内
容
を
超
え
て
、
取
得
者
は
目
論
見
書
を
信
頼
し
て
い
た
と
見
做
さ
れ
る
も
の
と
し
た）
₃₂
（

。

　

こ
の
よ
う
に
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
イ
ギ
リ
ス
法
を
母
法
と
し
て
目
論
見
書
に
関
す
る
責
任
が
導
入
さ
れ
た
が
、
同
規
定
は
長
い
間
殆
ど
変

更
を
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
一
九
七
八
年
に
は
、
発
行
者
や
売
出
人
を
責
任
主
体
と
し
て
追
加
す
る
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
た）
₃₃
（

。
そ
し
て
、

こ
の
一
九
七
八
年
改
正
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
は
米
国
法
の
影
響
を
強
く
受
け
る
よ
う
に
な
り）
₃₄
（

、
現
在
で
は
一
九

三
三
年
証
券
法
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
発
行
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
を
有
す
る
に
至
っ
て
い
る）
₃₅
（

。

第
二
款　

一
九
七
〇
・
八
〇
年
代
の
立
法
提
案

　

目
論
見
書
に
お
け
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
早
く
か
ら
制
定
法
上
の
責
任
が
規
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
流
通
市
場
に
つ
い
て
は
規
定

が
存
在
せ
ず
、
こ
の
こ
と
は
古
く
か
ら
疑
問
視
さ
れ
て
き
た）
₃₆
（

。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
一
九
七
九
年
と
一
九
八
四
年
に
次
の
よ

う
な
立
法
提
案
が
な
さ
れ
て
い
た
。

一
七
四
三



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
六
号�

九
六

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

　

１　

カ
ナ
ダ
連
邦
証
券
市
場
法
案
（
一
九
七
九
年
）

　

連
邦
レ
ベ
ル
の
証
券
規
制
の
実
現
を
企
図
し
て
起
草
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
連
邦
証
券
市
場
法
案
に
お
い
て
は
、
不
実
の
継
続
開
示
に
関
す
る
民

事
責
任
制
度
の
導
入
も
提
案
さ
れ
た）
₃₇
（

。

　

同
法
案
は
、
主
と
し
て
カ
ナ
ダ
事
業
会
社
法
や
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
を
基
に
立
案
さ
れ
た
が
、
不
実
の
継
続
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任

に
つ
い
て
は
、
一
九
七
八
年
に
公
表
さ
れ
た
米
国
法
律
協
会
（A
m

erican L
aw

 Institute; A
L

I

）
の
連
邦
証
券
法
典
の
公
式
草
案）
₃₈
（

を
そ
の

ま
ま
採
用
し
て
い
る）
₃₉
（

。

　

す
な
わ
ち
、
法
案
一
三
・
〇
九
条
⑴
項
は
、
発
行
会
社
が
継
続
開
示
書
類
に
つ
い
て
故
意
ま
た
は
無
思
慮
に
不
実
開
示
を
行
っ
た
場
合
、

発
行
会
社）
₄₀
（

は
投
資
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
も
の
と
定
め
て
い
た）
₄₁
（

。
ま
た
、
不
実
開
示
が
意
図
的
に
実
行
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
損
害
賠
償

額
の
上
限
が
、
①
一
〇
万
ド
ル
、
②
発
行
者
の
過
去
一
年
の
収
益
の
一
％
（
上
限
と
し
て
一
〇
〇
万
ド
ル
）、
③
当
該
期
間
に
発
行
者
が
自

ら
の
証
券
の
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
は
そ
れ
に
よ
る
利
益
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
大
き
い
額
と
し
て
設
定
さ
れ
た（
法
案
一
三
・
〇
九
条
⑻
項
）。

そ
し
て
、
抗
弁
と
し
て
は
、
投
資
者
の
不
実
開
示
の
認
識
お
よ
び
損
害
因
果
関
係
の
不
存
在
が
規
定
さ
れ
た
（
法
案
一
三
・
〇
九
条
⑸
項
、

⑺
項
）。

　

な
お
、
カ
ナ
ダ
連
邦
証
券
市
場
法
案
と
同
時
に
公
表
さ
れ
た
報
告
書
は
、
巨
額
の
賠
償
と
い
う
流
通
市
場
に
お
け
る
問
題
に
対
処
す
る
た

め
に
、
損
害
賠
償
額
の
上
限
の
設
定
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
連
邦
証
券
法
典
を
高
く
評
価
し
て

い
る）
₄₂
（

。

　

２　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
委
員
会
の
立
法
提
案
（
一
九
八
四
年
）

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
委
員
会
（O

ntario Securities C
om

m
ission; O

SC

）
は
、
一
九
八
四
年
に
、
継
続
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制

一
七
四
四
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度
の
導
入
に
つ
い
て
、
立
法
提
案
お
よ
び
意
見
募
集
を
行
っ
た）
₄₃
（

。
こ
の
立
法
提
案
は
、
流
通
市
場
に
お
け
る
開
示
は
目
論
見
書
に
よ
る
開
示

と
同
様
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
発
行
市
場
と
流
通
市
場
の
統
合
の
促
進
、
流
通
市
場
に

お
け
る
開
示
に
対
す
る
信
頼
性
の
確
保
、
発
行
市
場
と
の
注
意
義
務
お
よ
び
救
済
に
関
す
る
差
異
の
解
消
、
投
資
者
の
信
頼
の
確
保
と
い
う

観
点
か
ら
民
事
責
任
制
度
の
導
入
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
っ
た）
₄₄
（

。

　

具
体
的
な
立
法
提
案
と
し
て
は
、
法
案
一
二
七
ａ
条
が
提
示
さ
れ
た）
₄₅
（

。
す
な
わ
ち
、
法
定
の
継
続
開
示
書
類
に
お
け
る
不
実
開
示
に
つ
い

て
、
発
行
会
社
を
責
任
主
体
と
し
、
抗
弁
と
し
て
は
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
や
投
資
者
の
不
実
開
示
の
認
識
、
損
害
因
果
関
係
の
不
存

在
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
投
資
者
は
、
不
実
開
示
を
信
頼
し
て
い
た
も
の
と
看
做
さ
れ
、
不
実
開
示
の
存
在
、
お
よ
び
、
不
実
開
示

継
続
期
間
中
に
取
引
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
立
証
責
任
を
負
う
も
の
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
は
、
一
律
的
に
、
取
得
価
格
と
訂
正
開
示
後
二
〇
日
間
の
平
均
価
格
の
差
額
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
発
行

会
社
が
深
刻
な
財
務
状
況
に
陥
ら
な
い
よ
う
に）
₄₆
（

、
損
害
賠
償
額
の
上
限
と
し
て
、
連
邦
証
券
法
典
に
お
け
る
責
任
上
限
額
が
そ
の
ま
ま
導
入

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
不
実
開
示
が
意
図
的
に
実
行
さ
れ
た
場
合
に
は
上
限
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
い
た
連
邦
証
券
法

典
の
規
定
は
受
け
継
が
れ
ず
、
常
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
う
ち
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
目

論
見
書
の
責
任
に
関
し
て
は
、
不
実
開
示
に
よ
っ
て
得
た
利
益
の
返
還
と
い
う
観
点
か
ら
厳
格
責
任
を
課
す
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
が
、
流

通
市
場
で
は
発
行
会
社
は
通
常
は
利
益
を
得
て
お
ら
ず
、
同
責
任
基
準
の
適
用
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
同
時
に
、
善
意
の
投
資
者
と
十
分
に
注
意
を
払
っ
た
発
行
会
社
の
間
に
お
い
て
は
、
不
実
開
示
の
リ
ス
ク
は
発
行
会
社
が
負
担

す
る
べ
き
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
た）
₄₇
（

。

　

そ
し
て
、
①
取
締
役
等
も
責
任
主
体
と
す
べ
き
か
、
②
あ
ら
ゆ
る
開
示
文
書
に
つ
い
て
責
任
を
定
め
る
べ
き
か
、
②
責
任
の
対
象
行
為
は

一
七
四
五
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関
す
る
民
事
責
任
制
度

詐
欺
に
限
定
す
べ
き
か
あ
る
い
は
過
失
を
含
む
べ
き
か
、
③
発
行
会
社
は
厳
格
責
任
を
負
う
べ
き
か
あ
る
い
は
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス

の
抗
弁
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
、
④
財
務
的
に
苦
境
に
あ
る
会
社
に
つ
い
て
責
任
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
事
項
に
関
し
て
、
意
見

募
集
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
法
案
一
二
七
ａ
条
は
、
具
体
的
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
右
に
掲
げ
た
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
回
答
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る）
₄₈
（

。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
意
見
募
集
に
対
し
て
は
、
民
事
責
任
追
及
の
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
開
示
の
質
が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
批
判

が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
立
法
提
案
は
放
棄
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
₄₉
（

。

第
三
款　

一
九
九
七
年A

llen

委
員
会
最
終
報
告
書

　

１　

背
景

　

ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
は
、
一
九
九
四
年
に
企
業
開
示
委
員
会
（A

llen

委
員
会
）
を
設
置
し
、
開
示
制
度
と
そ
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
に
関

す
る
検
討
を
求
め
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
、
証
券
市
場
取
引
の
九
四
％
を
流
通
市
場
取
引
が
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
不

実
開
示
や
疑
わ
し
い
開
示
が
続
発
し
、
継
続
開
示
制
度
お
よ
び
民
事
責
任
制
度
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
っ
て
い
た
な
ど
の
事
情
が

あ
っ
た）
₅₀
（

。

　

A
llen

委
員
会
は
、
一
九
九
五
年
に
立
法
提
案
を
含
む
中
間
報
告
書）
₅₁
（

、
そ
し
て
、
一
九
九
七
年
に
同
様
の
最
終
報
告
書）
₅₂
（

を
公
表
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
両
報
告
書
に
つ
い
て
、
発
行
会
社
を
巡
る
利
害
関
係
者
の
利
益
調
整
に
関
わ
る
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
、
併
せ
て
紹

介
す
る
。

一
七
四
六
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２　
A

llen

委
員
会
報
告
書
の
内
容

　
　

⑴　

基
本
的
認
識

　

A
llen

委
員
会
は
、
始
め
に
、
次
の
基
本
的
な
認
識
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
継
続
開
示
義
務
違
反
が
相
当
程
度
発
生
し
て
お
り
、

規
制
機
関
に
よ
る
監
視
・
制
裁
は
手
段
お
よ
び
資
源
と
も
に
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
、
投
資
者
に
よ
る
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
責
任
追
及
も
実
際

上
困
難
で
あ
る
た
め
、
合
理
的
な
制
限
を
加
え
た
上
で
制
定
法
上
の
責
任
を
規
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
民
事
責

任
制
度
の
導
入
に
伴
う
社
会
的
費
用
は
定
量
化
で
き
な
い
が
、
継
続
開
示
に
対
す
る
信
頼
性
の
向
上
ひ
い
て
は
資
本
コ
ス
ト
の
減
少
と
い
う

便
益
が
そ
れ
を
上
回
る
と
し
て
い
る）
₅₃
（

。

　
　

⑵　

不
実
開
示
の
抑
止
を
主
た
る
目
的
と
し
た
制
度
導
入
の
根
拠
と
基
本
的
制
度
設
計

　

A
llen

委
員
会
は
、
民
事
責
任
制
度
を
設
計
す
る
に
あ
た
っ
て
、
不
実
開
示
の
抑
止
と
投
資
者
の
損
害
填
補
と
い
う
目
的
の
う
ち
、
不
実

開
示
の
抑
止
を
主
た
る
目
的
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
理
論
上
、
不
実
開
示
の
効
果
的
な
抑
止
は
投
資
者
の
損
害
填
補
の
必
要

性
を
減
少
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る）
₅₄
（

。

　

そ
し
て
、
不
実
開
示
の
抑
止
を
主
た
る
目
的
と
し
た
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
不
実
開
示
の
重
大
性
ゆ
え
に
効
果
的
な
抑
止
が
必
要
と
な
る

範
囲
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
発
行
会
社
に
深
刻
な
損
失
を
与
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
責
任
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
、
責
任
が
当
該
範
囲

か
ら
ど
こ
ま
で
拡
張
さ
れ
る
べ
き
か
は
、
投
資
者
の
損
害
填
補
を
他
の
調
整
要
素
の
犠
牲
に
お
い
て
ど
の
範
囲
ま
で
認
め
る
べ
き
と
考
え
る

か
に
依
存
す
る
と
し
て
い
る）
₅₅
（

。
こ
れ
に
関
連
し
て
、A

llen

委
員
会
は
、
対
立
す
る
利
益
の
合
理
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
が
必
要
と
な
る
局

面
と
し
て
、
①
抑
止
と
損
害
填
補
、
②
抑
止
と
発
行
会
社
や
資
本
市
場
に
対
す
る
追
加
的
費
用
の
発
生
、
③
取
締
役
等
に
対
す
る
責
任
の
賦

課
と
有
能
な
人
材
の
登
用
の
阻
害
を
挙
げ
て
い
る）
₅₆
（

。

一
七
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そ
の
う
え
で
、A

llen

委
員
会
は
、
発
行
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
責
任
は
原
状
回
復
と
い
う
経
済
的
実
質
を
有
す
る
の
に
対

し
て
、
流
通
市
場
に
お
け
る
そ
れ
は
株
主
の
間
接
的
な
負
担
に
よ
っ
て
投
資
者
の
損
害
填
補
を
図
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
不
実
開
示
を
抑
止
す
る
た
め
に
は
発
行
会
社
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
の
導
入
が
有
意
義
で
あ
る
と
し
、
合
理
的
な
制
限
を
課
し
た
う

え
で
同
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
時
に
、
不
実
開
示
に
つ
い
て
有
責
性
の
あ
る
個
人
に
民
事
責
任
が
割
り
当
て
ら
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
や
は
り
合
理
的
な
制
限
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
指
摘
し
て
い
る）
₅₇
（

。

　

な
お
、
米
国
の
証
券
取
引
所
法
規
則（0b-（

に
関
し
て
は
、
投
資
者
の
損
害
填
補
を
主
た
る
目
的
と
し
た
モ
デ
ル
に
近
い
制
度
と
な
っ
て

お
り
、
巨
額
の
損
害
賠
償
は
極
め
て
高
い
抑
止
効
果
を
伴
う
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
カ
ナ
ダ
の
資
本
市
場
に
相
当
程

度
の
悪
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
評
価
し
て
い
る）
₅₈
（

。

　
　

⑶　

具
体
的
な
制
度
設
計

　
　
　

①　

デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
の
導
入

　

A
llen

委
員
会
の
立
法
提
案
に
お
い
て
は
、
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
責
任
基
準
と
し
て
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス

の
基
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
目
論
見
書
に
お
け
る
実
効
的
な
規
律
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
米
国
の
証
券
取
引
所
法
規
則（0-（

に
お
け
るScienter

の
基
準
よ
り
も
厳
格
な
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
抗
弁
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
抑
止
を
実
効
的
に
実
現
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る）
₅₉
（

。
ま

た
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
基
準
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
行
会
社
等
に
不
合
理
な
責
任
リ
ス
ク
が
課
さ
れ
る
こ
と
な
く
完

全
な
開
示
が
行
わ
れ
る
と
い
う
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
が
実
現
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
述
の
通
り
、A

llen

委
員
会
の
立
法
提
案
に
お
い
て
は
、
発
行
会
社
に
つ
い
て
も
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
が
認
め
ら

一
七
四
八



（　
　
　
　

）

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

同
志
社
法
学　

六
四
巻
六
号�

一
〇
一

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
例
を
挙
げ）
₆₀
（

、
取
締
役
の
開
示
義
務
違
反
に
つ
い
て
会
社
が
取
締
役
と
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
よ

う
に
、
取
締
役
の
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
履
行
に
つ
い
て
会
社
も
利
益
を
得
る
べ
き
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る）
₆₁
（

。
ま
た
、
発
行
市

場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
し
て
は
厳
格
責
任
が
課
さ
れ
て
い
る
が
、
投
資
者
か
ら
直
接
的
に
利
益
を
得
る
場
合
と
投
資
者
と
の
直
接
の
関

係
が
存
在
し
な
い
場
合
は
区
別
可
能
で
あ
り
、
ま
た
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₆₂
（

。

　

な
お
、
発
行
会
社
が
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
を
提
出
す
る
た
め
に
は
、
前
述
の
根
拠
の
反
射
と
し
て
、
全
て
の
個
人
被
告
が

同
基
準
を
充
足
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
あ
る
取
締
役
ま
た
は
役
員
に
つ
い
て
充
足
が
否
定
さ
れ
た
場
合
、
発
行
会
社
も
充
足
が
否
定
さ
れ

る
と
説
明
さ
れ
て
い
る）
₆₃
（

。

　
　
　

②　

損
害
賠
償
額
の
上
限
の
設
定

　

発
行
会
社
に
関
す
る
民
事
責
任
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
合
理
的
な
制
限
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
利

益
調
整
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
損
害
の
回
復
を
求
め
る
投
資
者
、
自
ら
の
違
法
行
為
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
間
接
的
に
賠
償
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
既
存
株
主
、
さ
ら
に
会
社
が
深
刻
な
損
失
を
被
る
リ
ス
ク
を
厭
う
債
権
者
、
取
引
業
者
、
従
業
員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
っ
た
利
害
関
係

者
の
利
益
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る）
₆₄
（

。
特
に
、
既
存
株
主
に
つ
い
て
は
、
会
社
に
よ
る
責
任
の
負
担
は
、
ミ
ュ
ー
チ
ュ

ア
ル
・
フ
ァ
ン
ド
や
年
金
基
金
と
い
っ
た
長
期
的
投
資
者
か
ら
短
期
的
な
取
引
者
へ
の
利
益
移
転
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
ど
の
時

点
で
証
券
を
取
得
し
た
か
と
い
う
偶
然
の
事
情
に
よ
っ
て
同
様
に
善
意
の
株
主
間
で
経
済
的
に
異
な
る
取
り
扱
い
が
生
じ
る
こ
と）
₆₅
（

が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
後
者
に
関
し
て
は
、
端
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お
よ
び
カ
ナ
ダ
の
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
会
社
が
事
業
を
継
続
で

き
る
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
が
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₆₆
（

。

一
七
四
九
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カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

　

そ
こ
で
、
損
害
賠
償
額
の
上
限
が
、
抑
止
効
果
が
損
な
わ
れ
ず
、
原
告
に
訴
訟
提
起
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
よ
う
な
価
値
を
有
す

る
額
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、
既
存
株
主
に
と
っ
て
公
正
な
額
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る）
₆₇
（

。

　

な
お
、
取
締
役
や
役
員
等
に
つ
い
て
も
損
害
賠
償
額
の
上
限
が
別
途
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
意
図
的
な
不
実
開
示
に
つ
い
て
は
上
限
が
排

除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
発
行
会
社
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
や
役
員
に
よ
っ
て
意
図
的
に
不
実
開
示
が
な
さ
れ
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
上
限
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
上
限
を
排
除
す
る
こ
と
は
、
発
行
会
社
ひ
い
て
は
長
期
的
株
主

に
と
っ
て
不
公
正
な
負
担
と
な
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る）
₆₈
（

。

第
四
款　

二
〇
〇
〇
年
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
報
告
書
・
民
事
責
任
草
案

　

１　

カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
の
民
事
責
任
草
案
（
一
九
九
八
年
）

　

カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
は
、A

llen

委
員
会
最
終
報
告
書
の
公
表
を
受
け
て
、
各
州
の
証
券
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
し
、
同
委
員
会
の
勧
告
に
つ
い
て
の
検
討
お
よ
び
立
案
化
を
求
め
た）
₆₉
（

。
そ
し
て
、
一
九
九
八
年
に
草
案
が
公
表
さ
れ

た
）
₇₀
（

。

　

一
九
九
八
年
草
案
は
、
投
資
者
に
対
す
る
完
全
な
救
済
の
提
供
で
は
な
く
、
不
実
開
示
の
抑
止
お
よ
び
望
ま
し
い
開
示
実
務
の
促
進
に
焦

点
を
当
て
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、A

llen

委
員
会
が
採
用
し
た
モ
デ
ル
を
踏
襲
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る）
₇₁
（

。
そ
し
て
、
投
資
者
の
救
済
よ

り
も
不
実
開
示
の
抑
止
に
焦
点
を
当
て
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
発
行
会
社
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
負
担
が
株
主
（
特
に
長
期
的
投
資

者
）
に
最
終
的
に
帰
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₇₂
（

。

一
七
五
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２　

カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
報
告
書
（
二
〇
〇
〇
年
）

　

カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
は
、
一
九
九
八
年
草
案
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
民
事
責
任
草
案
を
含
む
報
告
書

を
公
表
し
た）
₇₃
（

。
こ
の
二
〇
〇
〇
年
草
案
で
の
主
た
る
変
更
点
は
、
訴
訟
の
開
始
に
対
す
る
裁
判
所
の
許
可
制
度
や
、
和
解
等
に
対
す
る
裁
判

所
の
承
認
制
度
の
導
入
で
あ
る
。
本
報
告
書
は
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
そ
れ
へ
の
応
答
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
以
下
で
は
そ
れ

ら
を
概
観
す
る
。

　
　

⑴　

流
通
市
場
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
の
導
入
の
必
要
性
に
対
す
る
懐
疑）
₇₄
（

　

こ
の
批
判
は
、
制
度
の
導
入
が
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
正
当
化
さ
れ
る
ほ
ど
現
実
に
不
実
開
示
が
生
じ
て
い
る
か
と
い
う
事
実
問
題
を
提
起
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
は
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
継
続
開
示
の
質
は
低
く
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

A
llen

委
員
会
と
同
様
の
認
識
を
そ
の
経
験
を
根
拠
と
し
て
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
二
〇
〇
〇
年
草
案
が
政
策
的
な
観
点
か
ら
根
拠
づ
け
ら
れ
る
か
を
検
討
し
、
発
行
市
場
で
は
、
目
論
見
書
に
対
す
る
証
券
委

員
会
の
審
査
や
制
定
法
上
の
民
事
責
任
制
度
な
ど
に
よ
っ
て
適
切
な
開
示
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
関
係
者
に
付
与
さ
れ
て
お
り
、
質
の

高
い
開
示
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
流
通
市
場
に
関
し
て
は
、
証
券
委
員
会
の
規
制
資
源
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
多
数
の
開
示
に
つ
い
て

審
査
を
行
う
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
有
効
な
民
事
責
任
制
度
が
存
在
せ
ず
、
こ
の
よ
う
な
規
制
の
非
対
称
性
は
不
当
で
あ
り
、
民

事
責
任
制
度
が
拡
張
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　　
　

⑵　

脅
迫
的
訴
訟
（Strike Suit

）
の
懸
念）
₇₅
（

　

こ
の
批
判
は
、
民
事
責
任
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
根
拠
を
欠
く
強
圧
的
な
訴
訟
に
発
行
会
社
や
長
期
的
株
主
が
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

一
七
五
一
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カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
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不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

得
る
と
こ
ろ
、
一
九
九
八
年
草
案
に
お
け
る
訴
訟
費
用
の
敗
訴
者
負
担
ル
ー
ル
や
そ
の
他
の
手
続
的
保
護
で
は
、
早
期
の
和
解
を
目
論
ん
で

提
起
さ
れ
る
そ
の
よ
う
な
訴
訟
を
抑
止
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
批
判
は
、
一
九
九
八
年
草
案
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
最
も
多
い

批
判
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、A

llen

委
員
会
は
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
、
根
拠
を
有
す
る
訴
訟
で
あ
っ
て
も
提
訴
が
躊
躇
わ
れ
て
し
ま
う
訴
訟

費
用
の
敗
訴
者
負
担
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
な
ど
、
米
国
と
は
訴
訟
環
境
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
同
国
の
よ
う
な
脅
迫
的
訴
訟
の
危
険
性

は
乏
し
い
と
し
て
い
た）
₇₆
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
は
、
脅
迫
的
訴
訟
は
長
期
的
投
資
者
に
現
実
の
損
害
を
与
え
、
結
果
と
し
て
カ
ナ
ダ
の
資
本
市
場

を
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
一
九
九
八
年
草
案
に
対
す
る
批
判
お
よ
び
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
近
時
の
集
団
訴
訟
提
起
の
活
発
化
の
兆
し
を
踏

ま
え
て
、
二
〇
〇
〇
年
草
案
に
お
い
て
次
の
仕
組
み
を
新
た
に
導
入
す
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
和
解
等
に
つ
い
て
、
裁
判
所

に
よ
る
審
査
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
、
そ
の
承
認
を
要
件
と
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
根
拠
を
欠
く
訴
訟
が
訴
訟
手
続
き
の
初

期
に
終
結
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
被
告
に
和
解
圧
力
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
訴
訟
の
開
始
に
関

す
る
裁
判
所
の
許
可
制
度
）
の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
は
、
一
九
九
八
年
草
案
か
ら
引
き
継
が
れ
た
訴
訟
費
用
の
敗
訴
者

負
担
ル
ー
ル
と
分
割
責
任
制
度
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
米
国
と
は
異
な
る
訴
訟
環
境
を
生
み
出
し
、
脅
迫
的
訴
訟
を
減
少
さ
せ
る
と
し

て
い
る
。

　
　

⑶　

大
規
模
な
発
行
会
社
に
対
す
る
不
均
衡
な
訴
訟
提
起
の
懸
念）
₇₇
（

　

一
九
九
八
年
草
案
に
対
し
て
は
、
発
行
会
社
の
損
害
賠
償
額
の
上
限
が
時
価
総
額
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
大
規
模
な
発
行
会
社

一
七
五
二
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を
被
告
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
偏
っ
て
生
じ
、
そ
の
よ
う
な
会
社
に
つ
い
て
抑
止
以
上
の
効
果
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
は
、
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
は
、
原
告
に
と
っ
て
訴
訟
を
提
起
す
る
価
値
の
あ
る
額
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
一
方
で
、
発
行
会
社
の
支
払
能
力
お
よ
び
損
害
賠
償
費
用
が
最
終
的
に
非
原
告
株
主
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
こ
と
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
、
手
続
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
に
よ
っ
て
民
事
責
任
規
定
の
強
圧
的
な
利
用
の
リ
ス
ク
は
減
少
し
て
い
る
と
し
て
、
一
九

九
八
年
草
案
の
規
定
を
維
持
す
る
も
の
と
し
た
。

　
　

⑷　

米
国
証
券
取
引
所
法
規
則（0b-（

と
の
対
比）
₇₈
（

　

一
九
九
八
年
草
案
に
対
し
て
は
、
完
全
賠
償
モ
デ
ル
に
近
い
米
国
証
券
取
引
所
法
規
則（0b-（

の
実
質
的
な
導
入
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
は
、
両
者
の
要
件
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
一
九
九
八
年
のC

arom
 v. B

re-X
 M

inerals L
td.

事
件
判
決）
₇₉
（

に
お
い
て
、
市
場
に

お
け
る
詐
欺
理
論
が
否
認
さ
れ
て
お
り
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
基
づ
く
証
券
集
団
訴
訟
の
提
起
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
同
判

決
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
草
案
と
の
対
比
と
し
て
は
、
情
報
の
内
容
や
開
示
方
法
等
に
応
じ
て
、
責
任
の
基
準
と
し
て
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ

ェ
ン
ス
や
重
大
な
義
務
違
反
行
為
（gross m

isconduct

）
等
の
基
準
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ュ
ー
・
デ

ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
基
準
は
、
規
則（0b-（

に
お
け
るScienter

（
故
意
あ
る
い
は
認
識
あ
る
過
失
に
よ
る
無
視
（reckless

））
の
基
準
よ
り

も
被
告
に
と
っ
て
厳
格
で
あ
り
、
さ
ら
に
抗
弁
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
開
示
に
関
し
て
合
理
的
な
注
意
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
お
よ
び
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
の
偏
在
の
問
題
の
解
消
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
同
草
案
は
規
則（0b-（

と
異

一
七
五
三
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な
り
抑
止
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

第
五
款　

二
〇
〇
二
年
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
改
正

　

二
〇
〇
〇
年
の
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
の
報
告
書
の
公
表
後
も
、
民
事
責
任
制
度
の
導
入
に
対
す
る
政
治
的
関
心
は
乏
し
い
状
況
が
続
い

た
）
₈₀
（

。
し
か
し
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
三
〇
日
に
、
流
通
市
場
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
の
導
入
な
ど
の
証
券
法
改
正

を
含
む
包
括
的
な
法
案
（B

ill （（8

）
₈₁
（

）
が
財
務
大
臣
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
契
機
は
、E

nron
事
件
やW

orldC
om

事
件
に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
な
会
計
不
祥
事
の
発
生
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
も
証
券

市
場
に
対
す
る
投
資
者
の
信
頼
の
確
保
が
重
要
な
政
治
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
の
民
事
責
任
草
案
は
、

ま
さ
に
時
宜
に
適
っ
た
立
法
提
案
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た）
₈₂
（

。

　

も
っ
と
も
、B

ill （（8

は
同
年
一
二
月
九
日
に
可
決
さ
れ
た
も
の
の）
₈₃
（

、
民
事
責
任
制
度
の
導
入
に
関
す
る
部
分
は
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
技
術
的
な
問
題
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が）
₈₄
（

、
実
際
に
は
、
大
規
模
上
場
会
社
に
よ
る
ロ
ビ
ー
活
動
の
成
果

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₈₅
（

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
州
政
府
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
検
討
委
員
会
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に
公
表
し
た

報
告
書
に
お
い
て
、
そ
の
施
行
を
勧
告
し
た）
₈₆
（

。
ま
た
、
同
州
政
府
の
金
融
・
経
済
問
題
常
任
委
員
会
の
二
〇
〇
四
年
の
報
告
書
も
、
民
事
責

任
制
度
は
投
資
者
保
護
と
不
実
開
示
の
抑
止
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
寄
せ
ら
れ
た
批
判
に
も
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
そ

の
施
行
を
求
め
た）
₈₇
（

。

　

そ
し
て
、
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
は
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
三
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
カ

ナ
ダ
の
ほ
ぼ
全
て
の
州
・
準
州
に
お
い
て
、
同
様
の
民
事
責
任
規
定
が
導
入
さ
れ
て
い
る）
₈₈
（

。

一
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第
三
節　

不
実
開
示
に
対
す
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
上
の
民
事
責
任
制
度

　

序

　

本
節
で
は
、
民
事
責
任
の
前
提
と
な
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
上
の
情
報
開
示
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
た
う
え
で
、
発
行
市
場
お
よ
び
流

通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
の
紹
介
を
行
う
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
制
定
法
上
の
責
任
と
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
責
任

の
関
係
を
確
認
す
る
。

第
一
款　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
上
の
開
示
制
度
の
概
要

　

１　

発
行
市
場
に
お
け
る
開
示
（
目
論
見
書
）

　

公
衆
に
対
す
る
証
券
の
分
売
と
な
る
取
引
を
行
う
場
合
、
発
行
者
は
、
委
員
会
に
対
し
て
目
論
見
書
の
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）
₈₉
（

。
ま
た
、
目
論
見
書
は
、
投
資
者
に
対
し
て
交
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₉₀
（

。
そ
し
て
、
目
論
見
書
に
お
い
て
は
、
証
券
に
関
係
す
る
あ

ら
ゆ
る
﹁
重
要
な
事
実
﹂（m

aterial fact

）
を
開
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る）
₉₁
（

。

　

こ
の
重
要
な
事
実
と
は
、﹁
証
券
の
市
場
価
格
ま
た
は
価
額
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
合
理
的
に
予
想
さ
れ
る
事
実
﹂
と
定
義
さ

れ
て
い
る）
₉₂
（

。

　

２　

流
通
市
場
に
お
け
る
開
示
（
定
期
的
開
示
・
適
時
開
示
・
公
開
買
付
け
に
関
す
る
開
示
）

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
は
、
ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
や
Ｔ
Ｓ
Ｘ
ベ
ン
チ
ャ
ー
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
基
準
に
、
投
資
者

に
対
し
て
継
続
開
示
を
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
者
と
し
て
、﹁
報
告
発
行
者
﹂（reporting issuer

）
と
い
う
概
念
を
設
け
て
い
る）
₉₃
（

。

　

そ
し
て
、こ
の
報
告
発
行
者
は
、年
次
財
務
諸
表（annual financial statem

ents
）な
ら
び
に
四
半
期
ご
と
の
中
間
財
務
報
告
書（interim
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financial reports

）
）
₉₄
（

お
よ
び
年
次
情
報
報
告
書
（annual inform

ation form

）
の
委
員
会
へ
の
届
出
お
よ
び
証
券
保
有
者
へ
の
送
付
が

求
め
ら
れ
る）
₉₅
（

。
な
お
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
は
、
経
営
者
に
よ
る
討
議
と
分
析
（
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
）
が
添
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₉₆
（

。
そ
し
て
、

経
営
者
は
、
株
主
総
会
に
係
る
委
任
状
勧
誘
に
際
し
て
情
報
説
明
書
（inform

ation circular

）
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₉₇
（

。

　

こ
れ
ら
の
定
期
的
な
開
示
に
加
え
て
、
適
時
開
示
が
証
券
法
上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
報
告
発
行
者
に
つ
い
て
﹁
重
要
な

変
更
﹂（m

aterial change

）
が
生
じ
た
場
合
、
当
該
重
要
な
変
更
を
開
示
す
る
と
と
も
に
重
要
変
更
報
告
書
を
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₉₈
（

。

　

こ
の
重
要
な
変
更
と
は
、﹁
発
行
者
の
証
券
の
市
場
価
格
ま
た
は
価
額
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
合
理
的
に
予
想
さ
れ
る
発
行
者

の
事
業
、
業
務
ま
た
は
資
本
の
変
更
﹂
お
よ
び
﹁
取
締
役
会
に
よ
る
当
該
変
更
を
実
行
す
る
と
い
う
決
定
な
ら
び
に
上
級
経
営
者
が
当
該
決

定
に
対
す
る
取
締
役
会
の
承
認
は
蓋
然
的
で
あ
る
と
考
え
て
行
っ
た
当
該
変
更
を
実
行
す
る
決
定
﹂
を
指
す
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る）
₉₉
（

。

　

な
お
、
あ
る
者
が
報
告
発
行
者
に
対
し
て
公
開
買
付
け
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
者
は
公
開
買
付
説
明
書
（take-over bid circular

）
の

届
出
お
よ
び
送
付
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
自
社
株
買
付
け
に
関
し
て
は
、
発
行
者
買
付
説
明
書
（issuer bid circular

）
を

届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
１００
（

。
そ
し
て
、
報
告
発
行
者
が
公
開
買
付
け
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
当
該
発
行
者
の
取
締
役
会
は
、
取
締
役
会
説

明
書
（directors’ circular

）
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
１０１
（

。

　
３　

不
実
開
示

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
に
お
い
て
民
事
責
任
が
問
題
と
な
る
不
実
開
示
は
、
第
一
に
、﹁
不
実
表
示
﹂
と
し
て
、﹁
重
要
な
事
実
に
つ
い
て

の
虚
偽
の
陳
述
﹂
お
よ
び
﹁
陳
述
が
要
求
さ
れ
る
重
要
な
事
実
の
陳
述
の
省
略
﹂
な
ら
び
に
﹁
当
該
状
況
に
照
ら
し
て
誤
導
的
な
陳
述
と
な

ら
な
い
た
め
に
必
要
と
な
る
重
要
な
事
実
の
陳
述
の
省
略
﹂
が
規
定
さ
れ
て
い）
１０２
（

る
）
１０３
（

。
ま
た
、第
二
に
、﹁
適
時
開
示
の
不
履
行
﹂
と
し
て
、﹁
本

法
ま
た
は
規
則
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
方
法
お
よ
び
時
期
に
お
け
る
重
要
な
変
更
に
つ
い
て
の
開
示
の
懈
怠
﹂
が
規
定
さ
れ
て
い
る）
１０４
（

。

一
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開
示
義
務
を
規
律
す
る
﹁
重
要
な
事
実
﹂
と
﹁
重
要
な
変
更
﹂
と
い
う
概
念
は
、
共
に
﹁
重
要
性
﹂
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ
の
重
要
性

は
、
定
義
自
体
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
市
場
へ
の
影
響
（m

arket im
pact

）
が
合
理
的
に
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
基
準
と
し

て
判
断
さ
れ
る）
１０５
（

。

第
二
款　

発
行
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

　

１　

原
告
適
格
お
よ
び
立
証
事
項

　

目
論
見
書）
１０６
（

に
お
け
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
、
証
券
法
上
の
責
任
を
追
及
す
る
場
合
、
原
告
は
、
①
当
該
目
論
見
書
に
よ
っ
て
募
集
さ
れ
た

証
券
を
取
得
し
た
こ
と）
１０７
（

、
②
当
該
取
得
が
分
売
期
間
に
な
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
③
目
論
見
書
に
不
実
表
示
が
存
在
す
る
こ
と
を
立
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
１０８
（

。

　

不
実
表
示
に
対
す
る
信
頼
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
否
に
関
わ
ら
ず
損
害
賠
償
請
求
権
お
よ
び
取
消
権
が
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

２　

責
任
主
体

　

目
論
見
書
に
お
け
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
の
は
、
発
行
者
ま
た
は
売
出
証
券
保
有
者）
１０９
（

、
目
論
見
書
届
出
時
の
取
締

役
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
Ｃ
Ｆ
Ｏ
そ
の
他
目
論
見
書
に
署
名
を
行
っ
た
者）
１１０
（

、
認
証
の
署
名）
１１１
（

が
求
め
ら
れ
る
引
受
人
、
目
論
見
書
に
そ
の
意
見
等
を
記
載

す
る
こ
と
に
同
意
し
た
者
で
あ
る）
１１２
（

。

　

な
お
、
投
資
者
は
、
発
行
者
や
売
出
証
券
保
有
者
、
引
受
人
か
ら
証
券
を
取
得
し
て
い
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
取
消
権
の
行
使

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
取
消
権
を
行
使
し
た
場
合
、
行
使
対
象
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
失
わ
れ
る）
１１３
（

。
一
七
五
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
六
号�

一
一
〇

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

　
３　

抗
弁

　

被
告
が
提
出
で
き
る
抗
弁
は
、
投
資
者
が
不
実
表
示
を
認
識
し
て
証
券
を
取
得
し
た
こ
と）
１１４
（

、
お
よ
び
、
後
述
す
る
損
害
因
果
関
係
の
不
存

在
に
加
え
て
、
被
告
の
属
性
ご
と
に
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

⑴　

発
行
者
・
売
出
証
券
保
有
者

　

発
行
者
お
よ
び
売
出
証
券
保
有
者
が
提
出
で
き
る
抗
弁
は
、
投
資
者
の
不
実
表
示
の
認
識
、
お
よ
び
、
損
害
因
果
関
係
の
不
存
在
に
限
ら

れ
て
い
る）
１１５
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
厳
格
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

　
　

⑵　

取
締
役
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
Ｃ
Ｆ
Ｏ
そ
の
他
目
論
見
書
に
署
名
を
行
っ
た
者
、
引
受
人
（
非
専
門
家
）

　

こ
れ
ら
の
者
が
提
出
で
き
る
抗
弁
は）
１１６
（

、
第
一
に
、
専
門
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
専
門
家
の
意
見
等
の
転
載

ま
た
は
引
用
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
不
実
表
示
が
存
在
す
る
と
考
え
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
合
理

的
な
根
拠
を
得
る
た
め
の
合
理
的
な
調
査
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
））
１１７
（

。

　

第
二
に
、
専
門
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
部
分
ま
た
は
専
門
家
の
意
見
等
の
転
載
も
し
く
は
引
用
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
不
実
表
示
が
存
在
す
る
、
ま
た
は
転
載
も
し
く
は
引
用
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
合
理
的
な
根
拠
を
そ
の

者
が
有
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
抗
弁
と
な
る）
１１８
（

。

　

第
三
に
、
公
務
員
に
よ
る
陳
述
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
部
分
ま
た
は
公
文
書
の
転
載
も
し
く
は
引
用
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
部
分
に
含
ま

れ
る
虚
偽
の
陳
述
に
つ
い
て
は
、
陳
述
の
表
示
ま
た
は
公
文
書
の
転
載
も
し
く
は
引
用
が
正
確
か
つ
適
切
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
当
該
陳

述
が
真
実
で
あ
る
と
考
え
る
合
理
的
な
根
拠
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
こ
と
が
抗
弁
と
な
る）
１１９
（

。
一
七
五
八
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以
上
の
よ
う
に
、
非
専
門
家
・
非
公
務
員
作
成
部
分
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
Ｃ
Ｆ
Ｏ
そ
の
他
目
論
見
書
に
署
名
を
行
っ
た
者
、

引
受
人
は
、
合
理
的
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
専
門
家
・
公
務
員
作
成
部
分
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

調
査
を
行
う
こ
と
ま
で
は
要
求
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
ら
の
認
識
に
つ
い
て
の
合
理
的
な
根
拠
の
存
否
が
問
題
と
な
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
抗
弁
は
合
理
性
の
基
準
を
採
用
し
て
い
る
が
、
当
該
基
準
は
、﹁
特
定
の
事
件
の
事
情
の
下
で
慎
重
な
者
に
要
求
さ
れ

る
程
度
の
も
の
﹂
と
定
義
さ
れ
て
い
る）
１２０
（

。

　
　

⑶　

専
門
家）
１２１
（

　

専
門
家
が
提
出
で
き
る
抗
弁
は
、
第
一
に
、
当
該
専
門
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
部
分
ま
た
は
当
該
専
門
家
の
意
見
等
の

転
載
も
し
く
は
引
用
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
不
実
表
示
が
存
在
す
る
と
考
え
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る

合
理
的
な
根
拠
を
得
る
た
め
の
合
理
的
な
調
査
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
））
１２２
（

。

　

第
二
に
、
当
該
専
門
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
部
分
ま
た
は
当
該
専
門
家
の
意
見
等
の
転
載
も
し
く
は
引
用
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
部
分
で
あ
っ
て
、
専
門
家
と
し
て
の
意
見
等
が
不
適
切
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
不
実
表
示
を
含
む
も
の
に
つ
い
て
は
、

⒜
記
載
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
合
理
的
な
調
査
を
行
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
合
理
的
な
根
拠
を
有
し
て
い
た
こ
と

（
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
）、
ま
た
は
、
⒝
記
載
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
時
に
、
委
員
会
へ
の
報
告
お
よ
び
公
示
を

行
っ
た
こ
と
が
抗
弁
と
な
る）
１２３
（

。

　
　

⑷　

将
来
指
向
情
報）
１２４
（

に
関
す
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
抗
弁

　

将
来
指
向
情
報
に
関
し
て
は
、
当
該
情
報
を
含
む
文
書
が
、
合
理
的
な
注
意
文
言
お
よ
び
当
該
情
報
の
導
出
に
用
い
ら
れ
た
重
要
な
要
素

一
七
五
九
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カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

の
陳
述
を
含
ん
で
お
り
、
か
つ
、
当
該
情
報
の
導
出
に
つ
い
て
合
理
的
な
根
拠
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
抗
弁
と
な
る）
１２５
（

。
た
だ
し
、
財
務
諸
表

ま
た
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
関
連
し
て
公
表
さ
れ
た
文
書
に
お
け
る
将
来
指
向
情
報
に
つ
い
て
は
、
当
該
抗
弁
を
提
出
で
き
な
い）
１２６
（

。

　

４　

損
害
賠
償
額

　

損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
は
、
証
券
が
募
集
さ
れ
た
価
格
（price

）
を
超
え
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る）
１２７
（

。

　

ま
た
、
被
告
は
、
不
実
表
示
の
結
果
と
し
て
の
証
券
の
価
額
（value

）
の
下
落）
１２８
（

に
相
当
し
な
い
損
害
賠
償
額
が
存
在
す
る
こ
と
を
立
証

す
る
こ
と
で
、
そ
の
額
に
つ
い
て
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る）
１２９
（

。
こ
の
規
定
は
、
被
告
が
、
①
価
格
の
下
落
（
取
得

価
格
か
ら
不
実
表
示
発
覚
後
の
価
格
を
控
除
し
た
も
の
）
が
、
不
実
表
示
以
外
の
要
因
に
よ
っ
て
全
部
ま
た
は
一
部
生
じ
た
こ
と
、
ま
た
は
、

②
価
格
の
下
落
が
、
原
告
が
被
っ
た
価
額
の
下
落
の
反
射
で
は
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
で
、
損
害
賠
償
額
を
減
額
で
き
る
趣
旨
の
も
の

と
解
さ
れ
て
い
る）
１３０
（

。

　

損
害
賠
償
額
自
体
に
つ
い
て
は
、
証
券
法
に
は
具
体
的
な
算
出
方
法
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
証
券
の
取
得
価
格
と
取
得
時
に
お
け
る

価
額
の
差
額
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
応
の
評
価
方
法
は
、
取
得
価
格
か
ら
不
実
表
示
発
覚
後
の
価
格
を
控
除
す
る
こ

と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）
１３１
（

。

　
５　

責
任
の
負
担

　

発
行
者
ま
た
は
売
出
証
券
保
有
者
、
取
締
役
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
Ｃ
Ｆ
Ｏ
そ
の
他
目
論
見
書
に
署
名
を
行
っ
た
者
、
目
論
見
書
に
そ
の
意
見
等
を

記
載
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
者
、
そ
し
て
引
受
人
は
、
連
帯
し
て
責
任
を
負
う）
１３２
（

。
こ
れ
ら
の
者
は
、
個
別
に
提
訴
さ
れ
た
場
合
に
は
同
じ
支

払
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
っ
た
者
に
対
し
て
、
負
担
部
分
に
つ
い
て
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
裁
判
所
は
、
求
償
が
衡
平
で
な

一
七
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い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
れ
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
款　

流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

　

１　

流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
の
適
用
対
象
・
範
囲

　
　

⑴　

文
書
お
よ
び
公
の
口
頭
の
陳
述
の
意
義

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
は
流
通
市
場
に
関
し
て
、﹁
文
書
﹂
や
﹁
公
の
口
頭
の
陳
述
﹂
に
お
け
る
不
実
表
示
、
お
よ
び
、
適
時
開
示
の
不

履
行
に
つ
い
て
責
任
を
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
の
﹁
文
書
﹂
に
つ
い
て
は
、﹁
書
面
化
さ
れ
た
、
ま
た
は
電
磁
的
に
作
成
さ
れ
た
重
要
な
情
報
﹂
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、

広
範
な
定
義
が
設
け
ら
れ
て
い
る）
１３３
（

。
そ
し
て
、
文
書
は
、﹁
中
核
的
文
書
﹂
と
そ
れ
以
外
の
文
書
（
非
中
核
的
文
書）
１３４
（

）
に
分
類
さ
れ
る
。

　

中
核
的
文
書
と
は
、
①
目
論
見
書
、
ラ
イ
ツ
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
説
明
書
、
②
公
開
買
付
説
明
書
、
発
行
者
買
付
説
明
書
、
取
締
役
会
説
明

書
、
③
年
次
財
務
諸
表
、
中
間
財
務
報
告
書
、
年
次
情
報
報
告
書
、
経
営
者
に
よ
る
討
議
と
分
析
、
情
報
説
明
書
、
重
要
変
更
報
告
書
を
指

す
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る）
１３５
（

。
た
だ
し
、
責
任
あ
る
発
行
者
の
取
締
役
、
影
響
力
を
有
す
る
者
、
そ
の
取
締
役
・
役
員
に
関
し
て
は
、
重
要

変
更
報
告
書
は
非
中
核
的
文
書
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て
は
、
重
要
変
更
報
告
書
に
対
す
る
認
証
が
要
求
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る）
１３６
（

。
な
お
、
非
中
核
的
文
書
の
典
型
例
は
、
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス
で
あ
る）
１３７
（

。

　
﹁
公
の
口
頭
の
陳
述
﹂
に
つ
い
て
は
、﹁
陳
述
に
含
ま
れ
る
情
報
が
広
く
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
合
理
的
な
者
が
考
え
る
状
況
に
お
い

て
な
さ
れ
た
口
頭
の
陳
述
﹂
と
定
義
さ
れ
て
い
る）
１３８
（

。
し
た
が
っ
て
、
ア
ナ
リ
ス
ト
・
コ
ー
ル
や
テ
レ
ビ
番
組
、
株
主
総
会
で
の
発
言
が
こ
れ

に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る）
１３９
（

。

　

な
お
、
裁
判
所
は
そ
の
裁
量
に
お
い
て
、
対
象
事
項
ま
た
は
内
容
の
共
通
す
る
複
数
の
不
実
表
示
を
、
単
一
の
不
実
表
示
と
し
て
扱
う
こ

一
七
六
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カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
共
通
の
対
象
事
項
に
関
す
る
あ
る
重
要
な
変
更
ま
た
は
複
数
の
重
要
な
変
更
の
適
時
開
示
の
不
履
行
の
複
数
の
段
階

に
つ
い
て
も
、
裁
判
所
は
そ
の
裁
量
に
お
い
て
、
単
一
の
適
時
開
示
の
不
履
行
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る）
１４０
（

。

　
　

⑵　

責
任
あ
る
発
行
者
の
意
義

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
上
の
民
事
責
任
が
問
題
と
な
る
の
は
、﹁
責
任
あ
る
発
行
者
﹂（responsible issuer

）
ま
た
は
責
任
あ
る
発
行

者
に
対
し
て
影
響
力
を
有
す
る
者
に
よ
る
、
文
書
の
公
表
な
ら
び
に
公
の
口
頭
の
陳
述
の
実
行
お
よ
び
適
時
開
示
の
不
履
行
で
あ
り）
１４１
（

、
し
た

が
っ
て
、
民
事
責
任
規
定
の
適
用
対
象
・
範
囲
は
、
責
任
あ
る
発
行
者
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
主
と
し
て
画
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
責
任
あ
る
発
行
者
と
い
う
概
念
は
、﹁
報
告
発
行
者
﹂
お
よ
び
﹁
オ
ン
タ
リ
オ
州
と
現
実
的
か
つ
実
質
的
な
関
係
を
有
す
る
そ
の
他

の
発
行
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
証
券
が
公
に
取
引
さ
れ
て
い
る
発
行
者
﹂
を
意
味
す
る
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る）
１４２
（

。

　

そ
し
て
、
後
者
の
定
義
の
﹁
そ
の
証
券
が
＂
公
に
取
引
さ
れ
て
い
る
＂
発
行
者
﹂
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
は
、A

bdula v. C
anadian 

Solar Inc.

事
件
判
決
に
お
い
て
、＂
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
取
引
さ
れ
て
い
る
＂と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
示
さ
れ
て
い
る）
１４３
（

。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
後
者
の
定
義
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
の
証
券
市
場
に
自
発
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
な
い
外
国
の
発
行
者
も
民
事
責
任
の
追
及
の
対
象
と
な

り
得
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
域
外
適
用
の
承
認
））
１４４
（

。

　
　

⑶　

人
的
適
用
範
囲

　

民
事
責
任
規
定
の
適
用
範
囲
に
関
し
て
は
、
非
カ
ナ
ダ
居
住
者
や
国
外
取
引
者）
１４５
（

の
処
遇
と
い
う
人
的
適
用
範
囲
の
問
題
が
存
在
す
る
。
具

体
的
に
は
、
集
団
訴
訟
を
認
可
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ら
の
者
を
ク
ラ
ス
か
ら
除
外
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
す
る
重
要
な
先
例
は
、Silver v. IM

A
X

 C
orp.

事
件
判
決
で
あ
り
、
非
居
住
者
に
係
る
請
求
が
オ
ン
タ
リ
オ
州
と
現
実
的
か

一
七
六
二
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つ
実
質
的
な
関
係
性
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
管
轄
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
具
体
的
判
断
と
し
て
は
、
か
か
る
関

係
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
取
引
地
（
ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
か
ナ
ス
ダ
ッ
ク
か
）
に
関
わ
ら
ず
、
カ
ナ
ダ
居
住
者
お
よ
び
非
居
住
者
の

双
方
を
含
め
た
ク
ラ
ス
が
認
定
さ
れ
た）
１４６
（

。

　

こ
の
判
断
は
、
国
際
証
券
集
団
訴
訟
（G

lobal C
lass A

ction

）
を
認
め
た
も
の
と
し
て
注
目
を
集
め
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
が
証
券
集
団
訴

訟
の
楽
園
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
示
さ
れ
て
い
る）
１４７
（

。

　

一
方
で
、
非
居
住
者
を
ク
ラ
ス
か
ら
除
外
し
た
判
例）
１４８
（

や
、
ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
で
証
券
を
取
得
し
た
非
居
住
者
に
限
定
し
て
ク
ラ
ス
へ

の
参
加
を
認
め
た
判
例）
１４９
（

も
存
在
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
結
論
の
相
違
は
、
事
案
の
相
違
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
は
一
貫
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）
１５０
（

。

　
　

⑷　

適
用
対
象
証
券

　

民
事
責
任
規
定
の
適
用
対
象
と
な
る
取
引
は
、﹁﹁
発
行
者
の
証
券
﹂
の
取
引
﹂
で
あ
る）
１５１
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
、﹁
発
行
者
の
証
券
﹂
と
は
、

①
責
任
あ
る
発
行
者
の
証
券
、
お
よ
び
、
②
⒜
証
券
の
市
場
価
格
も
し
く
は
価
額
ま
た
は
証
券
に
基
づ
く
支
払
債
務
が
、
責
任
あ
る
発
行
者

の
証
券
か
ら
算
出
さ
れ
る
も
の
、
ま
た
は
、
そ
れ
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
⒝
責
任
あ
る
発
行
者
の
た
め
に
個
人
も
し
く
は
法
人
に

よ
っ
て
作
出
さ
れ
た
証
券
、
ま
た
は
、
責
任
あ
る
発
行
者
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
証
券
と
定
義
さ
れ
て
い
る）
１５２
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
⒝
の
要
件
に
よ
っ
て
、
発
行
者
の
授
権
な
く
第
三
者
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
た
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
証
券
は
、
民
事
責
任
規

定
の
適
用
を
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る）
１５３
（

。
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カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

　
　

⑸　

適
用
除
外
取
引

　

流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
は
、
①
分
売
期
間
に
目
論
見
書
に
よ
っ
て
募
集
さ
れ
た
証
券
の
取
得
、
②
目
論

見
書
の
届
出
・
交
付
義
務
か
ら
除
外
さ
れ
る
分
売
（
私
募
）
に
よ
る
発
行
者
の
証
券
の
取
得
、
③
公
開
買
付
け
ま
た
は
発
行
者
に
よ
る
公
開

買
付
け
に
関
連
し
た
、
ま
た
は
そ
れ
に
基
づ
く
発
行
者
の
証
券
の
取
得
ま
た
は
処
分
、
④
そ
の
他
規
則
で
定
め
ら
れ
る
取
引
に
つ
い
て
は
適

用
さ
れ
な
い）
１５４
（

。

　

な
お
、
②
お
よ
び
③
の
取
引
に
関
し
て
は
、
規
則
に
よ
っ
て
例
外
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
通
則）
１５５
（

の
二
〇
一
条
に
よ
っ

て
、
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
が
適
用
さ
れ
る
取
引
が
定
め
ら
れ
て
い
る）
１５６
（

。

　

２　

原
告
適
格
お
よ
び
立
証
事
項

　
　

⑴　

原
告
適
格

　

不
実
開
示
に
つ
い
て
民
事
責
任
が
問
題
と
な
る
の
は
、
⒜
責
任
あ
る
発
行
者
ま
た
は
そ
れ
を
代
表
す
る
現
実
、
黙
示
も
し
く
は
表
見
上
の

権
限
を
有
す
る
者
が
、
不
実
表
示
を
含
む
文
書
を
公
表
し
た
場
合）
１５７
（

、
⒝
責
任
あ
る
発
行
者
を
代
表
し
て
発
言
を
行
う
現
実
、
黙
示
ま
た
は
表

見
上
の
権
限
を
有
す
る
個
人
が
、
責
任
あ
る
発
行
者
の
業
務
に
関
連
す
る
、
不
実
表
示
を
含
む
口
頭
の
陳
述
を
行
っ
た
場
合）
１５８
（

、
⒞
影
響
力
を

有
す
る
者
（influential person

）
）
１５９
（

ま
た
は
そ
れ
を
代
表
す
る
現
実
、
黙
示
も
し
く
は
表
見
上
の
権
限
を
有
す
る
者
が
、
責
任
あ
る
発
行
者

に
関
連
す
る
、
不
実
表
示
を
含
む
文
書
の
公
表
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
を
行
っ
た
場
合）
１６０
（

、
お
よ
び
、
⒟
責
任
あ
る
発
行
者
に
つ
い
て
適
時

開
示
の
不
履
行
（
重
要
な
変
更
の
開
示
の
懈
怠
）
が
生
じ
た
場
合）
１６１
（

で
あ
る
。
証
券
の
市
場
価
格
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
合
理
的
に
予
測
さ

れ
る
開
示
に
つ
い
て
は
責
任
（responsibility

）
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
幅
広
く
民
事
責
任
の
対
象
が
規
定

さ
れ
て
い
る）
１６２
（

。
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そ
し
て
、
右
の
場
合
に
お
い
て
、
不
実
表
示
ま
た
は
適
時
開
示
の
不
履
行
の
始
期
か
ら
そ
の
訂
正
ま
た
は
是
正
ま
で
の
間
に
、
発
行
者
の

証
券
を
取
得
ま
た
は
処
分
し
た
者
は
、
不
実
表
示
に
対
す
る
信
頼
ま
た
は
適
時
開
示
の
適
切
な
履
行
に
対
す
る
信
頼
の
存
否
に
関
わ
ら
ず
、

損
害
賠
償
請
求
権
を
有
す
る）
１６３
（

。

　

な
お
、
右
に
お
け
る
原
告
適
格
に
は
、
不
実
開
示
に
よ
っ
て
損
失
を
被
っ
た
全
て
の
投
資
者
が
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
民
事

責
任
制
度
の
主
た
る
目
的
は
抑
止
で
あ
り
、
救
済
を
過
度
に
広
範
あ
る
い
は
複
雑
な
も
の
と
し
な
い
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）
１６４
（

。

　　
　

⑵　

追
加
的
立
証
事
項

　

非
中
核
的
文
書
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
に
お
け
る
不
実
表
示
に
関
し
て
は
、
専
門
家
以
外
の
被
告
に
対
す
る
責
任
追
及
に
お
い
て
は
、

当
該
被
告
の
不
実
表
示
の
認
識
、
意
図
的
な
認
識
の
回
避
、
ま
た
は
、
文
書
の
公
表
も
し
く
は
公
の
口
頭
の
陳
述
に
関
す
る
重
大
な
義
務
違

反
行
為
の
存
在
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
１６５
（

。
ま
た
、
適
時
開
示
の
不
履
行
に
関
し
て
も
、
責
任
あ
る
発
行
者
お
よ
び
そ
の
役
員
以
外
の

被
告
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
、
当
該
被
告
の
適
時
開
示
の
不
履
行
の
認
識
な
ど
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
１６６
（

。

　
３　

責
任
主
体

　

流
通
市
場
に
お
け
る
開
示
に
つ
い
て
は
、
各
関
係
者
の
関
与
は
一
定
で
は
な
い
た
め
、
種
々
の
開
示
ご
と
に
責
任
主
体
が
定
め
ら
れ
て
い

る
）
１６７
（

。

　

前
述
の
⒜
の
文
書
に
お
け
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
責
任
主
体
と
な
る
の
は
、
①
責
任
あ
る
発
行
者
、
②
文
書
公
表
時
点
の
取
締
役
、
③
文

書
の
公
表
に
つ
い
て
授
権
、
許
可
ま
た
は
黙
諾
し
た
役
員
、
④
文
書
の
公
表
に
つ
い
て
責
任
あ
る
発
行
者
側
に
意
図
的
に
影
響
力
を
行
使
し

た
影
響
力
を
有
す
る
者
お
よ
び
そ
の
取
締
役
・
役
員）
１６８
（

、
⑤
文
書
に
お
い
て
引
用
等
が
な
さ
れ
た
不
実
表
示
を
含
む
報
告
書
等
を
作
成
し
た
専

一
七
六
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門
家
で
あ
っ
て
、
報
告
書
等
の
利
用
に
書
面
を
も
っ
て
同
意
し
て
い
た
者
で
あ
る）
１６９
（

。

　

⒝
の
公
の
口
頭
の
陳
述
に
お
け
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
は
、
①
責
任
あ
る
発
行
者
、
②
公
の
口
頭
の
陳
述
を
行
っ
た
個
人
、
③
公
の
口
頭

の
陳
述
に
つ
い
て
授
権
、
許
可
ま
た
は
黙
諾
し
た
取
締
役
・
役
員
、
③
公
の
口
頭
の
陳
述
に
つ
い
て
責
任
あ
る
発
行
者
側
に
意
図
的
に
影
響

力
を
行
使
し
た
影
響
力
を
有
す
る
者
お
よ
び
そ
の
取
締
役
・
役
員
、
⑤
公
の
口
頭
の
陳
述
に
お
い
て
引
用
等
が
な
さ
れ
た
不
実
表
示
を
含
む

報
告
書
等
を
作
成
し
た
専
門
家
で
あ
っ
て
、
報
告
書
等
の
利
用
に
書
面
を
も
っ
て
同
意
し
て
い
た
者
が
責
任
主
体
と
な
る）
１７０
（

。

　

⒞
の
影
響
力
を
有
す
る
者
に
よ
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
は
、
①
責
任
あ
る
発
行
者
（
責
任
あ
る
発
行
者
の
取
締
役
・
役
員
が
、
文
書
の
公

表
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
に
つ
い
て
授
権
、
許
可
ま
た
は
黙
諾
し
て
い
た
場
合
）、
②
公
の
口
頭
の
陳
述
を
行
っ
た
個
人
、
③
文
書
の
公

表
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
に
つ
い
て
授
権
、
許
可
ま
た
は
黙
諾
し
た
責
任
あ
る
発
行
者
の
取
締
役
・
役
員
、
④
影
響
力
を
有
す
る
者
、
⑤

文
書
の
公
表
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
に
つ
い
て
授
権
、
許
可
ま
た
は
黙
諾
し
た
影
響
力
を
有
す
る
者
の
取
締
役
・
役
員
、
⑥
文
書
ま
た
は

公
の
口
頭
の
陳
述
に
お
い
て
引
用
等
が
な
さ
れ
た
不
実
表
示
を
含
む
報
告
書
等
を
作
成
し
た
専
門
家
で
あ
っ
て
、
報
告
書
等
の
利
用
に
書
面

を
も
っ
て
同
意
し
て
い
た
者
が
責
任
主
体
と
な
る）
１７１
（

。

　

⒟
の
適
時
開
示
の
不
履
行
に
つ
い
て
は
、
①
責
任
あ
る
発
行
者
、
②
適
時
開
示
の
不
履
行
に
つ
い
て
授
権
、
許
可
ま
た
は
黙
諾
し
た
責
任

あ
る
発
行
者
の
取
締
役
・
役
員
、
③
適
時
開
示
の
不
履
行
に
つ
い
て
責
任
あ
る
発
行
者
側
に
意
図
的
に
影
響
力
を
行
使
し
た
影
響
力
を
有
す

る
者
お
よ
び
そ
の
取
締
役
・
役
員
が
責
任
主
体
と
な
る）
１７２
（

。

　

な
お
、
⒝
お
よ
び
⒞
の
場
合
に
お
い
て
、
公
の
口
頭
の
陳
述
を
行
っ
た
個
人
が
、
責
任
あ
る
発
行
者
を
代
表
し
て
発
言
す
る
表
見
上
の
権

限
し
か
有
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
他
の
個
人
は
、
不
実
表
示
を
認
識
し
た
時
ま
た
は
合
理
的
に
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
時
よ
り
前

に
取
得
ま
た
は
処
分
さ
れ
た
責
任
あ
る
発
行
者
の
証
券
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
わ
な
い）
１７３
（

。

一
七
六
六



（　
　
　
　

）

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

同
志
社
法
学　

六
四
巻
六
号�

一
一
九

　

４　

抗
弁

　

被
告
が
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
抗
弁
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
損
害
因
果
関
係
の
不
存
在
の
抗
弁
に
加
え
て）
１７４
（

、
次
の
も
の
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

　
　

⑴　

不
実
表
示
ま
た
は
重
要
な
変
更
の
認
識
の
抗
弁）
１７５
（

　

全
て
の
被
告
は
、
投
資
者
が
不
実
表
示
ま
た
は
重
要
な
変
更
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
で
、
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　

⑵　

デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁）
１７６
（

　

全
て
の
被
告）
１７７
（

は
、
①
不
実
表
示
を
含
む
文
書
の
公
表
も
し
く
は
公
の
口
頭
の
陳
述
が
行
わ
れ
る
前
、
ま
た
は
、
適
時
開
示
の
不
履
行
が
生

じ
る
前
に
、
合
理
的
な
調
査
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
、
合
理
的
な
調
査
を
行
わ
せ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
②
文
書
の
公
表
も
し
く
は
公
の
口

頭
の
陳
述
が
行
わ
れ
た
時
、
ま
た
は
、
適
時
開
示
の
不
履
行
が
生
じ
た
時
に
、
文
書
も
し
く
は
公
の
口
頭
の
陳
述
に
不
実
表
示
が
含
ま
れ
て

い
る
、
ま
た
は
、
適
時
開
示
の
不
履
行
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
合
理
的
な
根
拠
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
は
、
責
任

を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
調
査
の
合
理
性
の
判
断
等
に
つ
い
て
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
整
備
状
況
な
ど
、
裁
判
所
が
考
慮
す
べ
き
事
項
が
例
示
列
挙
さ
れ

て
い
る）
１７８
（

。

　
　

⑶　

適
時
開
示
の
不
履
行
に
対
す
る
秘
匿
的
開
示
の
抗
弁）
１７９
（

　

適
時
開
示
の
不
履
行
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
被
告
は
、
重
要
な
変
更
を
委
員
会
に
対
し
て
秘
匿
的
に
開
示
し
て
い
た
こ
と
、
秘
匿
的
な
開

一
七
六
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示
を
行
う
合
理
的
な
根
拠
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
当
該
根
拠
が
消
滅
し
た
場
合
に
は
速
や
か
に
公
衆
へ
の
開
示
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
重
要

な
変
更
に
起
因
し
て
不
実
表
示
を
含
む
文
書
の
公
表
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
法
定
の
方
法
以
外
の

方
法
で
重
要
な
変
更
が
一
般
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
速
や
か
に
法
定
の
方
法
で
重
要
な
変
更
の
開
示
を
行
っ
た
こ
と
が
抗

弁
と
な
る
。

　
　

⑷　

将
来
指
向
情
報
に
関
す
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
抗
弁）
１８０
（

　

将
来
指
向
情
報
に
関
す
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
被
告
は
、
当
該
情
報
を
含
む
文
書
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
が
、
合
理
的
な

注
意
文
言）
１８１
（

、
お
よ
び
、
当
該
情
報
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
結
果
の
導
出
ま
た
は
予
測
・
計
画
の
形
成
に
用
い
ら
れ
た
重
要
な
要
素
ま
た
は
仮

定
の
陳
述
を
含
ん
で
お
り）
１８２
（

、
か
つ
、
当
該
情
報
の
導
出
ま
た
は
予
測
・
計
画
の
形
成
に
つ
い
て
合
理
的
な
根
拠
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
抗
弁

と
な
る
。
た
だ
し
、
財
務
諸
表
ま
た
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
関
連
し
て
公
表
さ
れ
た
文
書
に
お
け
る
将
来
指
向
情
報
に
つ
い
て
は
、
当
該
抗
弁
は
提
出

で
き
な
い）
１８３
（

。

　
　

⑸　

専
門
家
作
成
部
分
に
係
る
不
実
表
示
に
対
す
る
抗
弁）
１８４
（

　

当
該
専
門
家
を
除
く
被
告
は
、
文
書
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
の
う
ち
、
当
該
専
門
家
作
成
の
報
告
書
等
の
引
用
等
が
な
さ
れ
た
部
分
で

あ
っ
て
、
当
該
報
告
書
等
の
利
用
に
つ
い
て
当
該
専
門
家
の
同
意
を
得
て
い
た
部
分
に
お
け
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
公
表
ま
た

は
公
の
口
頭
の
陳
述
が
行
わ
れ
る
前
に
当
該
同
意
が
撤
回
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
不
実
表
示
が
存
在
す
る
と
考
え
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
そ

の
よ
う
に
考
え
る
合
理
的
な
根
拠
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
文
書
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
が
当
該
報
告
書
等
を
適
正
に
表

示
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
で
、
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
七
六
八
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こ
れ
に
対
し
て
当
該
専
門
家
は
、
文
書
の
公
表
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
が
行
わ
れ
る
前
に
書
面
を
も
っ
て
同
意
を
撤
回
し
て
い
た
こ
と

を
立
証
し
た
場
合
に
、
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る）
１８５
（

。

　
　

⑹　

非
法
定
文
書
に
お
け
る
不
実
表
示
に
対
す
る
抗
弁）
１８６
（

　

委
員
会
へ
の
届
出
が
法
定
さ
れ
て
い
な
い
文
書
に
お
け
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
被
告
は
、
文
書
公
表
時
に
、
文
書
が
公
表
さ

れ
る
と
認
識
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
合
理
的
な
根
拠
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
で
、
責
任
を
免
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

⑺　

派
生
的
情
報
に
関
す
る
抗
弁）
１８７
（

　

全
て
の
被
告
は
、
当
該
不
実
表
示
が
、
責
任
あ
る
発
行
者
以
外
の
者
に
よ
っ
て
委
員
会
等
へ
届
出
が
な
さ
れ
た
文
書
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、

責
任
あ
る
発
行
者
ま
た
は
そ
れ
を
代
表
す
る
者
に
よ
っ
て
文
書
の
公
表
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
が
行
わ
れ
る
前
に
責
任
あ
る
発
行
者
以
外

の
者
ま
た
は
そ
れ
を
代
表
す
る
者
に
よ
っ
て
委
員
会
等
へ
届
出
が
な
さ
れ
た
別
の
文
書
で
訂
正
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
書
ま
た
は
公
の
口

頭
の
陳
述
に
お
い
て
当
該
不
実
表
示
の
出
展
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
文
書
の
公
表
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
が
な
さ
れ
た
時
に
当
該
不
実
表

示
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
合
理
的
な
根
拠
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
で
、

責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

⑻　

訂
正
・
是
正
措
置
の
抗
弁）
１８８
（

　

責
任
あ
る
発
行
者
を
除
く
被
告
は
、
不
実
表
示
ま
た
は
適
時
開
示
の
不
履
行
が
当
該
被
告
の
認
識
ま
た
は
同
意
な
く
な
さ
れ
た
場
合
は
、

一
七
六
九
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カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

訂
正
ま
た
は
是
正
が
な
さ
れ
る
前
に
そ
れ
を
認
識
し
、
取
締
役
会
に
対
し
て
速
や
か
に
通
知
を
行
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
当
該
通
知
の
二
営

業
日
後
以
内
に
訂
正
ま
た
は
是
正
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
委
員
会
に
対
し
て
通
知
を
行
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
で
、
責
任
を
免
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
５　

責
任
あ
る
発
行
者
が
提
出
で
き
る
抗
弁

　

G
reen v. C

anadian Im
perial B

ank of C
om

m
erce

事
件
で
は
、
責
任
あ
る
発
行
者
も
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
を
提
出

で
き
る
か
が
争
わ
れ
た
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
同
抗
弁
に
つ
い
て
定
め
る
一
三
八
・
四
条
（
６
）
項
は
、
抗
弁
を
提
出
で
き

る
者
を
﹁person or com

pany
﹂
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
訂
正
・
是
正
措
置
の
抗
弁
の
関
す
る
一
三
八
・
四
条
（
（（
）
項
は
﹁person 

or com
pany, other than the responsible issuer

﹂
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
規
定
ぶ
り
は
、

責
任
あ
る
発
行
者
も
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
を
提
出
で
き
る
と
い
う
立
法
者
の
意
図
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
示
し
た）
１８９
（

。

　

し
た
が
っ
て
、A

llen

委
員
会
報
告
書
が
提
案
し
て
い
た
よ
う
に
、
発
行
会
社
に
つ
い
て
も
同
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
発
行
会
社
は
、
同
抗
弁
だ
け
で
な
く
、
訂
正
・
是
正
措
置
の
抗
弁
以
外
の
全
て
の
抗
弁
を
提
出
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

　

発
行
会
社
の
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
の
成
否
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
は
、Silver v. IM

A
X

 C
orp.

事
件
に
お
い
て
、Ｃ
Ｅ
Ｏ
・

Ｃ
Ｆ
Ｏ
・
副
社
長
は
会
社
の
管
理
的
意
思
を
構
成
す
る
と
い
う
根
拠
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ら
の
者
に
関
す
る
同
抗
弁
に
つ
い
て
の
判
断
を
会

社
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
ら
れ
て
い
る）
１９０
（

。
ま
た
、
前
述
のG

reen v. C
anadian Im

perial B
ank of C

om
m

erce

事
件

で
は
、
責
任
あ
る
発
行
者
で
あ
る
被
告
銀
行
に
つ
い
て
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
が
一
応
整
備
さ
れ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
た
が
、
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
・
ロ
ー
ン
投
資
等
に
つ
い
て
リ
ス
ク
を
検
証
・
管
理
し
て
財
務
状
態
の
適
切
な
開
示
を
行
う
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

一
七
七
〇
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認
定
さ
れ）
１９１
（

、
被
告
銀
行
と
個
人
被
告
に
つ
い
て
特
に
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
合
理
的
な
調
査
を
行
っ
た
と
は
立
証
で
き
な
い
合
理
的
な
可
能

性
が
存
在
す
る
と
判
示
さ
れ
て
い
る）
１９２
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
発
行
会
社
に
係
る
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
も
、A

llen

委
員
会
報
告
書
の
見
解
と
同

方
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
６　

損
害
賠
償
額
の
算
定
方
法

　

不
実
表
示
ま
た
は
適
時
開
示
の
不
履
行
の
始
期
か
ら
そ
の
訂
正
も
し
く
は
是
正
ま
で
の
間
に
証
券
を
取
得
し
た）
１９３
（

投
資
者
に
つ
い
て
、
当
該

証
券
に
関
す
る
投
資
行
動
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う
に
損
害
賠
償
額
が
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る）
１９４
（

。

　

⒜　

不
実
表
示
の
訂
正
ま
た
は
重
要
な
変
更
の
開
示
が
な
さ
れ
た
日
の
一
〇
取
引
日
後
以
前
に
処
分
さ
れ
た
証
券

　
　

当
該
証
券
の
平
均
取
得
価
格
と
処
分
価
格
の
差
額
に
つ
い
て
、
ヘ
ッ
ジ
ン
グ
な
ど
の
リ
ス
ク
限
定
取
引
の
結
果
を
考
慮
し
た
額

　

⒝　

不
実
表
示
の
訂
正
ま
た
は
重
要
な
変
更
の
開
示
が
な
さ
れ
た
日
の
一
一
取
引
日
後
以
後
に
処
分
さ
れ
た
証
券

　
　

 

①
当
該
証
券
の
平
均
取
得
価
格
と
処
分
価
格
の
差
額
に
つ
い
て
、
ヘ
ッ
ジ
ン
グ
な
ど
の
リ
ス
ク
限
定
取
引
の
結
果
を
考
慮
し
た
額
と
、

②
処
分
さ
れ
た）
１９５
（

証
券
の
数
に
、
当
該
証
券
一
つ
ご
と
の
平
均
取
得
価
格
と
公
表
市
場）
１９６
（

で
あ
る
主
た
る
市
場）
１９７
（

に
お
け
る
一
〇
取
引
日
間
の

取
引
価
格）
１９８
（

の
差
額
を
乗
じ
た
額
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
低
い
額

　

⒞　

不
実
表
示
の
訂
正
ま
た
は
重
要
な
変
更
の
開
示
の
後
も
継
続
保
有
さ
れ
て
い
る
証
券

　
　

 

取
得
さ
れ
た
証
券
の
数
に
、
当
該
証
券
一
つ
ご
と
の
平
均
取
得
価
格
と
公
表
市
場
で
あ
る
主
た
る
市
場
に
お
け
る
一
〇
取
引
日
間
の
取

引
価
格
の
差
額
を
乗
じ
た
額

一
七
七
一
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カ
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け
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社
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示
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す
る
民
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責
任
制
度

　

こ
の
損
害
賠
償
額
の
算
定
方
法
は
、
現
実
損
害
賠
償
（out-of-pocket

）
を
単
純
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
取
得
価
格
と

訂
正
・
是
正
開
示
後
の
基
準
価
格
の
差
額
ま
た
は
現
実
の
損
失
（actual loss

）
の
う
ち
の
額
の
低
い
方
を
損
害
賠
償
額
と
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る）
１９９
（

。
基
準
価
格
が
設
定
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
基
準
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
売
却
が
早
す
ぎ
た
り
遅
す
ぎ
た
り
す
る
こ
と
で
損

害
賠
償
額
が
巨
額
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
場
合
、
証
券
を
売
却
す
る
か
否
か
の
判
断
の
た
め
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
訴
訟
を

用
い
る
こ
と
が
出
来
て
し
ま
う
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
算
定
方
法
は
、
集
団
訴
訟
に
お
い
て
損
害
賠
償
金
を
分
配
す
る
際
に
、
実
際
の
損
害
に
対
応
し
た
分
配
を
可
能
に
す

る
と
さ
れ
て
い
る）
２００
（

。
さ
ら
に
、
投
資
者
に
損
害
回
復
の
た
め
に
証
券
の
売
却
を
強
制
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
実
開
示
発
覚
後
に
売
却
圧

力
が
生
じ
て
市
場
価
格
が
さ
ら
に
下
落
す
る
こ
と
が
防
止
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

基
準
価
格
を
一
〇
取
引
日
の
加
重
平
均
価
格
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
〇
取
引
日
は
、
市
場
が
訂
正
・
是
正
開
示
を
完
全
に
織
り
込

む
の
に
十
分
な
期
間
で
あ
り
、
よ
り
長
い
期
間
を
設
定
し
た
場
合
は
不
実
開
示
以
外
の
要
因
が
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る）
２０１
（

。

　

な
お
、
算
定
さ
れ
た
損
害
賠
償
額
の
う
ち
、
不
実
表
示
ま
た
は
適
時
開
示
の
不
履
行
と
は
無
関
係
の
証
券
の
市
場
価
格
の
変
動
に
起
因
す

る
額
で
あ
る
と
立
証
し
た
額
に
つ
い
て
、
被
告
は
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る）
２０２
（

。

　
７　

損
害
賠
償
額
の
上
限

　

損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
は
、
被
告
の
属
性
に
応
じ
て
、
上
限
と
し
て
次
に
掲
げ
る
額
の
い
ず
れ
か
大
き
い
額
が
設
定
さ
れ
て
い
る）
２０３
（

。

　

①　

責
任
あ
る
発
行
者
⋮
⋮
責
任
あ
る
発
行
者
の
時
価
総
額）
２０４
（

の
五
％
、
ま
た
は
、
一
〇
〇
万
ド
ル

　

② 　

責
任
あ
る
発
行
者
の
取
締
役
・
役
員
⋮
⋮
二
万
五
千
ド
ル
、
ま
た
は
、
責
任
あ
る
発
行
者
お
よ
び
そ
の
関
係
者
か
ら
受
領
し
た
報
酬

一
七
七
二
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の
総
額
の
五
〇
％

　

③　

影
響
力
を
有
す
る
者
（
非
自
然
人
）
⋮
⋮
責
任
あ
る
発
行
者
の
時
価
総
額
の
五
％
、
ま
た
は
、
一
〇
〇
万
ド
ル

　

④ 　

影
響
力
を
有
す
る
者
（
自
然
人
）
⋮
⋮
二
万
五
千
ド
ル
、
ま
た
は
、
責
任
あ
る
発
行
者
お
よ
び
そ
の
関
係
者
か
ら
受
領
し
た
報
酬
の

総
額
の
五
〇
％

　

⑤ 　

影
響
力
を
有
す
る
者
の
取
締
役
・
役
員
⋮
⋮
二
万
五
千
ド
ル
、
ま
た
は
、
影
響
力
を
有
す
る
者
お
よ
び
そ
の
関
係
者
か
ら
受
領
し
た

報
酬
の
総
額
の
五
〇
％

　

⑥ 　

専
門
家
⋮
⋮
一
〇
〇
万
ド
ル
、
ま
た
は
、
不
実
表
示
の
前
一
二
个
月
間
に
責
任
あ
る
発
行
者
お
よ
び
そ
の
関
係
者
か
ら
当
該
専
門
家

お
よ
び
そ
の
関
係
者
が
得
た
収
入
の
額

　

⑦ 　

④
～
⑥
に
該
当
す
る
自
然
人
を
除
く
、
公
の
口
頭
の
陳
述
を
行
っ
た
個
人
⋮
⋮
二
万
五
千
ド
ル
、
ま
た
は
、
責
任
あ
る
発
行
者
お
よ

び
そ
の
関
係
者
か
ら
受
領
し
た
報
酬
の
総
額
の
五
〇
％

　

責
任
あ
る
発
行
者
以
外
の
被
告
に
対
す
る
責
任
の
上
限
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
責
任
リ
ス
ク
の
限
定
に
よ
っ
て
、
有
能
な
人
材
の
登
用
可

能
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る）
２０５
（

。

　

な
お
、
責
任
あ
る
発
行
者
を
除
き
、
被
告
が
、
不
実
表
示
ま
た
は
適
時
開
示
の
不
履
行
と
な
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
そ
の
実
行
に
つ

い
て
授
権
、
許
可
も
し
く
は
黙
諾
し
た
こ
と
、
ま
た
は
、
そ
の
実
行
に
つ
い
て
影
響
力
を
行
使
し
た
こ
と
を
原
告
が
立
証
し
た
場
合
、
当
該

被
告
に
つ
い
て
損
害
賠
償
額
の
上
限
は
適
用
さ
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
責
任
あ
る
発
行
者
に
つ
い
て
は
、
常
に
損
害
賠
償
額
の
上
限
が
適

用
さ
れ
る）
２０６
（

。

一
七
七
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に
関
す
る
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事
責
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８　

責
任
の
負
担

　

裁
判
所
は
、
有
責
性
を
認
定
し
た
各
被
告
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
額
の
負
担
の
割
当
を
行
う）
２０７
（

。
し
た
が
っ
て
、
当
該
各
被
告
は
、
損
害
賠

償
額
の
上
限
に
し
た
が
っ
て
、
当
該
割
当
部
分
に
つ
い
て
の
み
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
（
分
割
責
任
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、D

eep 

P
ocket

に
対
す
る
狙
い
撃
ち
が
防
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る）
２０８
（

。

　

た
だ
し
、
裁
判
所
が
、
責
任
あ
る
発
行
者
を
除
く
特
定
の
被
告
に
つ
い
て
、
不
実
表
示
ま
た
は
適
時
開
示
の
不
履
行
と
な
る
こ
と
を
認
識

し
な
が
ら
、
そ
の
実
行
に
つ
い
て
授
権
、
許
可
ま
た
は
黙
諾
し
た
と
判
断
し
た
場
合
、
原
告
は
、
当
該
被
告
か
ら
損
害
賠
償
額
の
全
額
を
得

る
こ
と
が
で
き
る）
２０９
（

。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
当
該
判
断
が
な
さ
れ
た
各
被
告
は
連
帯
し
て
責
任
を
負
う）
２１０
（

。
な
お
、
当
該
被
告

は
、
有
責
性
を
認
定
さ
れ
た
そ
の
他
の
被
告
に
対
し
て
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
る）
２１１
（

。

　
９　

訴
訟
の
開
始
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
許
可
制
度

　

流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
対
す
る
訴
訟
は
、
申
立
て
に
対
す
る
裁
判
所
の
許
可
が
な
け
れ
ば
開
始
さ
れ
な
い
。
裁
判
所
が
訴
訟
の

開
始
を
許
可
す
べ
き
要
件
と
し
て
は
、
⑴
訴
訟
が
誠
実
に
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
⑵
ト
ラ
イ
ア
ル
に
お
い
て
原
告
が
勝
訴
す
る

合
理
的
な
可
能
性
が
存
在
す
る
こ
と
と
い
う
二
点
が
規
定
さ
れ
て
い
る）
２１２
（

。
な
お
、
こ
の
訴
訟
開
始
の
許
可
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
原
告
お
よ

び
各
被
告
は
、
依
拠
す
る
予
定
で
あ
る
重
要
な
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
供
述
書
の
提
出
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る）
２１３
（

。
ま
た
、
供
述
書
の
作

成
者
は
、
供
述
書
に
つ
い
て
裁
判
所
の
規
則
に
則
っ
て
尋
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る）
２１４
（

。

　

訴
訟
開
始
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
許
可
制
度
は
、A

llen

委
員
会
報
告
書
で
は
提
案
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
集
団
訴
訟
制
度
の
濫
用
の

懸
念）
２１５
（

な
ど
を
反
映
し
、
裁
判
所
に
予
備
的
審
理
を
通
じ
て
門
番
的
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る）
２１６
（

。

　

こ
の
訴
訟
開
始
の
許
可
の
要
件
の
解
釈
・
適
用
は
、Silver v. IM

A
X

 C
orp.

事
件）
２１７
（

に
お
い
て
初
め
て
行
わ
れ
た）
２１８
（

。
そ
し
て
、
同
事
件
で

一
七
七
四
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示
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
判
断
は
、
後
の
事
件
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る）
２１９
（

。

　
　

⑴　

訴
訟
提
起
の
誠
実
性

　

Silver v. IM
A

X
 C

orp. 

事
件
判
決
は
、
ま
ず
、
誠
実
性
は
、
推
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
原
告
は
、
証
拠
の
優
越
の
基
準
（balance 

of probabilities
）
の
も
と
で
、
そ
れ
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た）
２２０
（

。
そ
し
て
、
誠
実
性
要
件
の
具
体
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
証

券
法
上
の
責
任
は
、
会
社
の
利
益
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
投
資
者
自
身
の
利
益
の
た
め
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
株
主
代
表

訴
訟
に
お
け
る
よ
う
な
高
度
な
基
準
が
設
定
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
し
た）
２２１
（

。
そ
の
上
で
、
同
要
件
は
、
請
求
が
制
定
法

の
目
的
と
合
致
し
て
お
り
、
不
正
な
目
的
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
請
求
に
は
論
拠
が
あ
る
と
い
う
信
念
の
も
と
に
訴
訟
を

提
起
し
て
い
る
こ
と
の
立
証
を
要
求
す
る
も
の
と
し
た）
２２２
（

。

　

そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
原
告
は
、
主
張
す
る
不
実
表
示
が
継
続
し
て
い
た
期
間
に
証
券

を
取
得
し
て
お
り
、
訴
訟
に
お
い
て
個
人
的
な
経
済
的
利
益
を
有
す
る
こ
と
、
②
被
告
の
責
任
を
追
及
し
、
他
の
会
社
に
対
し
て
も
適
正
な

開
示
を
行
う
よ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
を
意
図
し
て
提
訴
し
た
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
不
実
開
示
の
抑
止
と
い
う
立
法
目
的
に
も

適
う
こ
と
、
③
会
社
の
収
益
の
訂
正
と
い
う
証
拠
に
よ
っ
て
、
不
実
表
示
の
存
在
を
訴
答
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
④
隠
さ
れ
た
動
機
や

利
益
相
反
に
つ
い
て
の
証
拠
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
誠
実
性
の
要
件
は
充
足
さ
れ
る
と
し
た）
２２３
（

。

　
　

⑵　

ト
ラ
イ
ア
ル
に
お
い
て
原
告
が
勝
訴
す
る
合
理
的
な
可
能
性
の
存
在

　

同
要
件
に
関
し
て
は
、
相
対
的
に
低
い
基
準
で
あ
る
と
判
示
さ
れ
た）
２２４
（

。
す
な
わ
ち
、
文
言
の
慣
用
的
・
文
法
的
意
味
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、

申
立
て
に
お
い
て
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
、
お
よ
び
、
当
該
証
拠
か
ら
導
か
れ
る
合
理
的
推
論
に
基
づ
き
、
訴
権
の
要
件
と
抗
弁
の
立

一
七
七
五
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証
責
任
、
お
よ
び
、
当
該
申
立
て
手
続
き
に
お
け
る
正
確
な
評
価
の
限
界
（
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
や
参
考
人
尋
問
の
不
存
在
な
ど）
２２５
（

）
を
考
慮
し
、

原
告
が
立
証
事
項
に
つ
い
て
ト
ラ
イ
ア
ル
に
お
い
て
立
証
に
成
功
す
る
合
理
的
な
可
能
性
（som

ething m
ore than a d

e m
in

im
is 

possibility
）
２２６
（

）、
お
よ
び
、
各
被
告
が
提
出
し
た
抗
弁
に
つ
い
て
被
告
が
そ
の
要
件
を
ト
ラ
イ
ア
ル
に
お
い
て
充
足
で
き
な
い
合
理
的
な
可
能

性
を
判
断
す
る
も
の
と
さ
れ
た）
２２７
（

。

　

な
お
、
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
は
不
実
開
示
の
抑
止
を
重
視
し
て
い
る
た
め
厳
格
な
基
準
が
採
用
さ
れ

る
べ
き
と
い
う
被
告
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
合
、
訴
訟
費
用
が
高
額
と
な
り
そ
の
結
果
と
し
て
抑
止
が
実
現
さ
れ
ず
、
ま
た
完
全
賠

償
モ
デ
ル
と
の
対
比
お
け
る
抑
止
の
強
調
は
責
任
制
限
で
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
証
券
集
団
訴
訟
は
あ
く
ま
で
損
害
填
補
と
抑
止

の
双
方
を
目
的
と
し
て
い
る
と
判
示
さ
れ
て
い
る）
２２８
（

。

　

そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
さ
れ
た）
２２９
（

。
ま
ず
、
不
実
表
示
の
存
在
お
よ
び
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
社
が
収

益
を
訂
正
し
会
計
基
準
違
反
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
根
拠
に
、
ト
ラ
イ
ア
ル
に
お
け
る
そ
の
立
証
の
合
理
的
な
可
能
性
が
認
め
ら
れ
た）
２３０
（

。
そ

し
て
、
被
告
の
う
ち
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
Ｃ
Ｆ
Ｏ
・
副
社
長
の
地
位
に
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
会
計
に
直
接
関
与
し
て
い
た
こ
と
、
内
部
統
制
の

欠
陥
を
認
め
て
い
た
こ
と
、
不
当
に
収
益
が
計
上
さ
れ
た
映
画
シ
ス
テ
ム
の
実
情
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
デ
ュ
ー
・

デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
の
提
出
が
成
功
し
な
い
合
理
的
な
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
た）
２３１
（

。
ま
た
、
被
告
の
う
ち
、
監
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
取
締
役
に
つ
い
て
は
、
財
務
報
告
を
承
認
し
た
時
点
で
収
益
の
計
上
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
指
摘
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を

理
由
と
し
て
、
同
様
に
判
断
さ
れ
た）
２３２
（

。
一
方
で
、
監
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
取
締
役
に
つ
い
て
は
、
財
務
報
告
に
関
し
て
限

定
的
な
役
割
し
か
負
っ
て
い
な
い
こ
と
、
監
査
委
員
会
に
お
け
る
議
論
に
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
経
営
者
お
よ
び
監
査
法
人
か
ら
同
委
員

会
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
を
閲
覧
し
て
お
ら
ず
、
外
部
の
指
摘
に
関
し
て
問
題
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
報
告
書
を
受
け
取
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
原
告
勝
訴
の
合
理
的
な
可
能
性
が
否
認
さ
れ
た）
２３３
（

。

一
七
七
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（0　

和
解
等
に
対
す
る
裁
判
所
の
承
認
、
訴
訟
費
用
の
敗
訴
者
負
担

　

訴
訟
が
開
始
さ
れ
た
場
合
、
当
事
者
は
、
裁
判
所
の
承
認
が
な
い
限
り
和
解
や
取
下
げ
、
放
棄
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い）
２３４
（

。
ま
た
、
勝
訴

当
事
者
は
、
民
事
訴
訟
規
則
に
則
っ
て
裁
判
所
が
決
定
す
る
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
、
敗
訴
者
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る）
２３５
（

。

第
四
款　

コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
責
任
と
の
関
係

　

１　

コ
モ
ン
ロ
ー
に
基
づ
く
責
任
と
そ
の
意
義

　

不
実
開
示
に
つ
い
て
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
詐
欺）
２３６
（

や
過
失
不
実
表
示
を
根
拠
と
し
て
民
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
そ
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
カ
ナ
ダ
連
邦
最
高
裁
は
、
一
九
九
三
年
のQ

ueen v. C
ognos Inc.

事

件
判
決
に
お
い
て
、
過
失
不
実
表
示
に
対
す
る
責
任
追
及
に
関
し
て
、
次
の
要
件
を
定
立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
①
表
示
者
と

被
表
示
者
の
間
に
特
別
の
関
係
に
基
づ
く
注
意
義
務
が
存
在
す
る
こ
と）
２３７
（

、
②
表
示
が
、
不
実
、
不
正
確
ま
た
は
誤
導
的
で
あ
る
こ
と
、
③
表

示
者
が
過
失
に
よ
っ
て
表
示
を
行
っ
た
こ
と
、
④
被
表
示
者
が
、
表
示
を
合
理
的
に
信
頼
し
た
こ
と
、
⑤
損
害
の
発
生
と
い
う
観
点
か
ら
信

頼
が
有
害
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
２３８
（

。

　

も
っ
と
も
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
責
任
は
、
証
券
法
上
の
責
任
が
規
定
さ
れ
た
現
在
で
も
重
要
性
を
有
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
コ
モ
ン
ロ

ー
上
の
責
任
と
証
券
法
上
の
責
任
は
相
互
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め）
２３９
（

、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
損

害
賠
償
額
の
上
限
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
訴
訟
の
開
始
に
裁
判
所
の
許
可
が
要
求
さ
れ
な
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す
る）
２４０
（

。

　

２　

コ
モ
ン
ロ
ー
に
基
づ
く
責
任
追
及
の
現
状

　

コ
モ
ン
ロ
ー
に
基
づ
い
て
責
任
を
追
及
す
る
場
合
、
通
常
問
題
と
な
る
の
は
、
不
実
開
示
へ
の
信
頼
で
あ
る
。

一
七
七
七
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六
四
巻
六
号�

一
三
〇

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
米
国
で
承
認
さ
れ
て
い
る
市
場
に
お
け
る
詐
欺
理
論
の
導
入
の
可
否
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

同
理
論
が
承
認
さ
れ
た
場
合
、
信
頼
の
立
証
の
負
担
が
緩
和
さ
れ
、
訴
訟
ひ
い
て
は
集
団
訴
訟
の
提
起
が
容
易
と
な
る
。

　

こ
の
問
題
に
関
す
る
主
導
的
な
先
例
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
一
九
九
八
年
のC

arom
 v. B

re-X
 M

inerals L
td.

事
件
判
決）
２４１
（

で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
同
判
決
で
は
、
市
場
に
お
け
る
詐
欺
理
論
が
否
認
さ
れ）
２４２
（

、
不
実
開
示
に
対
す
る
現
実
の
信
頼
の
立
証
が
求
め
ら
れ
る
と
判
示
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
同
判
決
は
、
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
の
報
告
書
に
お
い
て
証
券
法
上
の
民
事
責
任
の
導
入
の
根
拠
と
し
て
言
及
さ
れ
た
よ
う

に
）
２４３
（

、
大
き
な
影
響
を
与
え
、
同
理
論
は
カ
ナ
ダ
で
は
否
認
さ
れ
て
い
る
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る）
２４４
（

。

　

も
っ
と
も
、
証
券
法
上
の
責
任
が
導
入
さ
れ
た
現
在
で
も
、
不
実
開
示
に
つ
い
て
、
前
述
の
メ
リ
ッ
ト
か
ら
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
責
任
を
根

拠
と
し
た）
２４５
（

証
券
集
団
訴
訟
の
提
起
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
請
求
に
つ
い
て
、
集
団
訴
訟
を
認
可
し
た
判
断
が
複
数
出

現
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る）
２４６
（

。

　

こ
れ
ら
の
事
件
に
お
い
て
、
原
告
は
、
証
券
市
場
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
は
、
不
実
開
示
へ
の
信
頼
は
証
券
取
引
を
行
っ
た
投
資
者
の
ク

ラ
ス
全
体
に
つ
い
て
推
測
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
、
信
頼
は
要
件
で
は
な
い
、
と
い
っ
た
市
場
の
効
率
性
に
依
拠
し
た
主
張
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
複
数
の
判
事
は
、
判
例
法
は
発
展
途
上
で
あ
り
、
集
団
訴
訟
の
認
可
と
い
う
段
階
で
原
告
の
主
張
の
検
討
を
行
う
こ
と
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
し
て
、
認
可
を
行
っ
て
い
る）
２４７
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
コ
モ
ン
ロ
ー
を
克
服
す
る
も
の
と
し
て
証
券
法
上
の
責
任
が
導
入
さ
れ
た）
２４８
（

に
も
関
わ
ら
ず
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
請
求
が
認

め
ら
れ
る
兆
し
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
奇
妙
な
状
態
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、M

cK
enna v. G

am
m

on G
old Inc.

事
件
判
決
に
お
い
て
、Strathy

判
事
は
、
前
述
の
よ
う
な
原
告
の
主
張
に
つ
い
て
、

ト
ラ
イ
ア
ル
ま
で
判
断
を
保
留
す
る
こ
と
な
く
、
大
要
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

一
七
七
八
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六
四
巻
六
号�

一
三
一

　

一
般
論
と
し
て
、
信
頼
の
存
在
は
、
周
辺
事
情
か
ら
推
測
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ク
ラ
ス
全
体
に
つ
い
て
信
頼
が
推
測

さ
れ
得
る
こ
と
を
意
味
し
な
い）
２４９
（

。
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
請
求
に
お
い
て
、
不
実
表
示
へ
の
信
頼
が
必
須
の
要
件
で
あ
る
こ
と
は
確
立
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
が
、
制
定
法
上
の
民
事
責
任
の
導
入
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る）
２５０
（

。

　

本
件
に
お
い
て
、
原
告
は
、
十
か
月
間
に
複
数
の
不
実
表
示
が
な
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
投
資
者
に
つ
い
て

の
審
理
と
し
て
、
主
張
さ
れ
て
い
る
不
実
表
示
の
ど
れ
が
ク
ラ
ス
に
属
す
る
当
該
投
資
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
者
は

当
該
不
実
表
示
を
信
頼
し
た
の
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
２５１
（

。

　

信
頼
の
問
題
は
個
別
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
特
定
の
投
資
者
に
対
し
て
伝
達
さ
れ
た
表
示
の
存
在
、
当
該
投
資
者
の
経
験
お

よ
び
洗
練
度
、
当
該
投
資
者
に
対
し
て
伝
達
さ
れ
た
そ
の
他
の
情
報
の
存
否
な
ど
、
不
実
表
示
と
証
券
の
取
得
の
因
果
関
係
に
関
す
る
多
数

の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
信
頼
に
関
す
る
個
々
の
審
理
を
経
る
こ
と
な
し
に
は
被
告
の
責
任
を
判
断
で
き
な
い
た
め
、
過
失
不
実
表

示
に
関
し
て
集
団
訴
訟
の
認
可
は
適
合
し
な
い）
２５２
（

。

　

こ
の
判
示
に
対
し
て
は
、
複
数
の
事
項
に
関
す
る
複
数
の
不
実
表
示
が
問
題
と
な
っ
た
と
い
う
事
案
の
特
徴
に
基
づ
い
て
ク
ラ
ス
に
つ
い

て
信
頼
は
推
測
さ
れ
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
集
団
訴
訟
を
認
可
し
た
判
断
と
は
事
案
の
相
違
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
と
い
う
見
解
が

複
数
の
判
事
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る）
２５３
（

。

　

も
っ
と
も
、
二
〇
一
二
年
七
月
のG

reen v. C
anadian Im

perial B
ank of C

om
m

erce

事
件
判
決
に
お
い
て
、Strathy

判
事
は
前
述

の
判
示
を
引
用
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
、
大
要
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

　

流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
は
、
信
頼
の
立
証
の
困
難
性
、
お
よ
び
、
市
場
に
お
け
る
詐
欺
理
論
の
否
認
を

一
七
七
九
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）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
六
号�

一
三
二

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

根
拠
の
一
部
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
民
事
救
済
が
濫
用
さ
れ
な
い
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
（
訴
訟
開
始
許
可
手
続
き
）
と
、
会
社
と

長
期
的
株
主
を
巨
額
の
責
任
か
ら
保
護
す
る
バ
ラ
ン
ス
（
損
害
賠
償
額
の
上
限
）
を
備
え
て
い
る）
２５４
（

。
民
事
責
任
規
定
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の

請
求
を
留
保
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
行
使
さ
れ
た
場
合
、
公
益
の
た
め
の
手
続
き
や
責
任
の
仕
組
み
が
無
意
味
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う）
２５５
（

。

市
場
に
お
け
る
詐
欺
理
論
や
効
率
的
市
場
仮
説
が
個
々
の
投
資
者
の
信
頼
の
立
証
を
補
助
す
る
と
い
う
立
場
を
支
持
す
る
先
例
は
存
在
し
な

い
の
で
あ
る）
２５６
（

。

　

前
者
の
事
件
でStrathy
判
事
が
真
に
問
題
と
し
た
の
は
、
不
実
表
示
に
対
す
る
現
実
の
信
頼
の
存
否
は
個
々
の
投
資
者
の
事
情
に
基
づ

い
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
他
の
判
事
が
指
摘
す
る
よ
う
な
事
案
の
相
違
は
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
。
ま

た
、
ま
さ
に
後
者
の
事
件
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
基
づ
く
請
求
を
現
実
の
信
頼
の
立
証
を
求
め
る
こ
と
な
く
認
め
た
場
合
、

立
法
府
の
判
断
を
司
法
府
が
無
視
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

も
っ
と
も
、
後
者
の
事
件
以
降
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
請
求
に
関
す
る
集
団
訴
訟
の
認
可
の
当
否
に
つ
い
て
の
判
断
は
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、

オ
ン
タ
リ
オ
州
に
お
い
て
民
事
責
任
追
及
が
証
券
法
に
基
づ
く
も
の
に
一
本
化
さ
れ
る
の
か
は
未
だ
不
透
明
で
あ
る
。

（
（
）　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
会
社
法
制
に
つ
い
て
は
、
酒
巻
俊
雄
﹁
カ
ナ
ダ
会
社
法
の
基
本
的
構
造
と
特
色
﹂
早
稲
田
法
学
五
四
巻
一
・
二
号
一
八
七
頁
（
一
九
七
九
年
）
参
照
。

（
2
）　E

xp
ert P

an
el on

 S
ecu

rities R
egu

lation
, F

in
al R

ep
ort an

d
 R

ecom
m

en
d

ation
s 40 

（Jan
. （2, 200（

）, available at h
ttp

://w
w

w
.exp

ertp
an

el.ca/en
g/

reports/index.htm
l

（
3
）　M
inister of F

inance, P
roposed C

anadian Securities A
ct （M

ay （, 20（0

）, available at http://w
w

w
.fin.gc.ca/drleg-apl/csa-lvm

-eng.asp.

　
　
　

カ
ナ
ダ
証
券
法
案
は
、
証
券
規
制
専
門
家
パ
ネ
ル
の
提
案
（D

raft Securities A
ct （Jan. （2, 200（

）; D
raft Securities A

ct: C
om

m
entary （Jan. （2, 200（

））
な
ど

の
改
革
提
案
や
州
証
券
法
な
ど
を
基
に
起
草
さ
れ
た
。

一
七
八
〇
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法
学　

六
四
巻
六
号�

一
三
三

（
4
）　R

eference re Securities A
ct （C

anada

）（20（（

）, 33（ D
.L

.R
. （4th

） （77 （Sup. C
t. C

a.

）. 
（
（
）　Securities A

ct （R
.S.O

. （（（0, c. S.（

） （L
ast am

endm
ent: 20（2, c. 8, Sched. （（

）［hereinafter O
SA

］.
（
6
）　

ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
お
よ
び
Ｔ
Ｓ
Ｘ
ベ
ン
チ
ャ
ー
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
会
社
の
九
一
％
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
州
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
り
、
時
価
総
額
に
お
い
て
は
両
取
引
所
の
時
価
総
額
の
合
計
の
八
八
％
を
占
め
て
い
る
。
特
に
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
お

い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
は
、
両
取
引
所
の
時
価
総
額
の
合
計
の
四
〇
％
を
占
め
て
い
る
。A

lberta Securities C
om

m
ission, T

he A
lberta C

apital M
arket: A

 

C
om

parative O
verview

 （-6 （M
ay, 20（2

）, available at http://w
w

w
.albertasecurities.com

/new
s/P

ages/P
ublications.aspx

（
7
）　

や
や
古
い
統
計
で
は
あ
る
が
、
二
〇
〇
四
年
時
点
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
証
券
市
場
の
時
価
総
額
は
、
世
界
の
時
価
総
額
の
三
・
二
％
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
カ
ナ
ダ
に
は

四
〇
〇
〇
社
ほ
ど
の
上
場
会
社
が
存
在
し
、
ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
の
時
価
総
額
の
七
〇
％
を
一
〇
〇
社
が
占
め
て
い
る
の
対
し
て
、
下
位
一
〇
〇
〇
社
を
合
計
し
て
も
そ
の

時
価
総
額
の
五
％
に
満
た
な
い
な
ど
、
小
規
模
な
上
場
会
社
が
多
い
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。C

hristopher C
. N

icholls, T
he C

haracteristics of C
anada’s 

C
apital M

arkets and the Illustrative C
ase of C

anada’s L
egislative R

egulatory R
esponse to Sarbanes-O

xley, in
 4 C

anada Steps U
p （2（, （4（, （（3-（4 

（T
ask F

orce to M
odernize Securities L

egislation in C
anada, 2006

）, available at http://w
w

w
.tfm

sl.ca/docs/V4%
283A

%
2（%
20N

icholls.pdf.

（
8
）　

本
章
・
第
三
節
・
第
三
款
・
１
・
⑵
参
照
。

（
（
）　

証
券
訴
訟
の
文
脈
に
お
け
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
裁
判
所
の
審
級
は
、
①
オ
ン
タ
リ
オ
州
上
級
裁
判
所
（O

ntario Superior C
ourt of Justice; O

nt. Sup. C
t. J.

）、
オ
ン

タ
リ
オ
州
上
級
裁
判
所
上
訴
部
（O

ntario Superior C
ourt of Justice, D

ivisional C
ourt; O

nt. Sup. C
t. J. D

iv. C
t.

）、
②
オ
ン
タ
リ
オ
州
上
訴
裁
判
所
（C

ourt of 

A
ppeal for O

ntario; C
t. A

pp. O
nt.

）、
③
カ
ナ
ダ
連
邦
最
高
裁
判
所
（Suprem

e C
ourt of C

anada; Sup. C
t. C

a.

）
と
な
っ
て
い
る
。

（
（0
）　C

lass P
roceedings A

ct, （（（2 （S.O
. （（（2, c. 6

）［hereinafter O
C

PA

］.

　
　
　

オ
ン
タ
リ
オ
州
集
団
訴
訟
法
の
概
要
お
よ
び
同
法
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
大
村
雅
彦
﹁
集
合
的
権
利
保
護
訴
訟
研
究
会 

外
国
法
制
調
査
研
究
一 

カ
ナ
ダ
（
オ
ン
タ
リ
オ
州
）

の
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
概
要
（
上
）・（
下
）﹂
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
一
一
号
三
四
頁
・
九
一
二
号
八
二
頁
（
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
ま
た
、
同
法
制
定
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
山

本
和
彦
﹁
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
か
ら
み
た
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
検
討―

―
オ
ン
タ
リ
オ
州
法
改
正
委
員
会
﹁
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
報
告
書
﹂
の
紹
介―

―

﹂

ジ
ュ
リ
ス
ト
八
四
二
号
一
五
六
頁
（
一
九
八
五
年
）
参
照
。

（
（（
）　P

oonam
 P

uri, Securities L
itigation and E

nforcem
ent: T

he C
anadian P

erspective, 37 B
rook. J. Int’l L

. （67, （002 （20（2

）.

（
（2
）　O

C
PA

 s. （.

（
（3
）　O

C
PA

 s. （.

一
七
八
一
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六
四
巻
六
号�

一
三
四

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

（
（4
）　See P

hilip A
nism

an &
 G

arry W
atson, Som

e C
om

parisons B
etw

een C
lass A

ctions in C
anada and the U

.S.: Securities C
lass A

ctions, C
ertification, 

and C
osts, 3 C

anadian C
lass A

ction R
eview

 467, 470-8（ （2006

）.
（
（（
）　O

C
PA

 s. 33.

（
（6
）　

本
文
に
お
け
る
﹁
証
券
集
団
訴
訟
﹂
と
い
う
言
葉
は
、
不
実
開
示
を
根
拠
と
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
証
券
が
関
係
す
る
集
団
訴
訟
全
て
を
含
む
意
味
で
用
い
て
い
る
。

（
（7
）　B

radley A
. H

eys &
 M

ark L
. B

erenblut, N
E

R
A

 E
conom

ic C
onsulting, T

rends in C
anadian Securities C

lass A
ctions: 20（（ U

pdate （ （Jan. （3, 20（2

）, 

available at http://w
w

w
.nera.com

/nera-files/P
U

B
_R

ecent_T
rends_C

anada_20（（_04（2.pdf

（
（8
）　C

ourts of Justice A
ct （R

.S.O
. （（（0, c. C

.43

） s. （3（; R
ules of C

ivil P
rocedure （R

.R
.O

. （（（0, R
eg. （（4

） s. （7.0（.

（
（（
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, infra note （（, at 44.

（
20
）　O

C
PA

 s. 3（

（（

）.

（
2（
）　Jasm

inka K
alajdzic et al., T

he G
lobalization of C

lass A
ctions: C

anada, 622 T
he A

N
N

A
L

S of the A
m

erican A
cadem

y of P
olitical and Social Science 

4（, 4（ （200（

）. See also R
obert C

arson, N
arrow

ing Section 3（

（（

）: T
he E

ffects of the Suprem
e C

ourt of C
anada D

ecision in K
err v. D

anier on the 

O
ntario C

osts R
egim

e, （ C
anadian C

lass A
ction R

eview
 268 （200（

）.

（
22
）　

本
章
・
第
三
節
・
第
二
款
・
一
〇
参
照
。

（
23
）　

大
村･

前
掲
注
（
９
）
四
一
頁
。
そ
の
よ
う
な
補
償
契
約
に
つ
い
て
は
、
適
法
性
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。H

olm
es v. L

ondon L
ife Insurance C

o. （2007

）, 4（ C
.C

.L
.I. 

（4th

） 70 （O
nt. Sup. C

t. J.

）.

（
24
）　D

ugal v. M
anulife F

inancial C
orp. （20（（

）, （0（ O
.R

. （3d
） 364 （O

nt. Sup. C
t. J.

）.

　
　
　

カ
ナ
ダ
に
お
け
るT

hird-P
arty L

itigation F
unding

に
つ
い
て
は
、P

oonam
 P

uri, F
inancing of L

itigation by T
hird-P

arty Investors: A
 Share of Justice ?, 

36 O
sgoode H

all L
.J. （（（ （（（（8

）、John P. R
ossos, A

ccess to Justice: U
sing T

hird P
arty F

inancing to F
ulfill the P

rom
ise of C

lass A
ction L

itigation, （ 

C
anadian C

lass A
ction R

eview
 （00 （2008

）
参
照
。
ま
た
、
理
論
的
分
析
と
し
て
、M

arco de M
orpurgo, A

 C
om

parative L
egal and E

conom
ic A

pproach to 

T
hird-P

arty L
itigation F

unding, （（ C
ardozo J. Int’l &

 C
om

p. L
. 343 （20（（

）
参
照
。

（
2（
）　

民
事
責
任
規
定
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
立
法
史
料
と
し
て
重
要
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。See e.g., Silver v. IM

A
X

 C
orp.

（200（

）, 66 B
.L

.R
. （4th

） 222 （O
nt. 

Sup. C
t. J.

）［para.2（0

］.

（
26
）　

第
二
章
・
第
三
節
・
第
三
款
参
照
。

一
七
八
二
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六
四
巻
六
号�

一
三
五

（
27
）　M

ark R
. G

illen, Securities R
egulation in C

anada 84 （3rd ed., 2007

）.
（
28
）　R

alph L
. Sim

m
onds, D

irectors

＇ N
egligent M

is-statem
ent L

iability in a Schem
e of Securities R

egulation, （（ O
ttaw

a L
. R

ev. 633, 633 （（（7（

）.
（
2（
）　D

erry v. P
eek （（88（

）, L
.R

. （4 A
pp.C

as. 337, 374 （U
.K

. H
.L

.

）.

　
　
　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
同
旨
の
判
例
と
し
て
、B

ell v. Source D
ata C

ontrol L
td. （（（88

）, 66 O
.R

. （2d

） 78 （O
ntario Suprem

e C
ourt, C

ourt of A
ppeal

）
参
照
。

（
30
）　J. P

eter W
illiam

son, Securities R
egulation in C

anada （43 （（（60

）.

（
3（
）　G

illen, supra note 27, at 86. 

オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
一
九
二
八
年
に
初
め
て
証
券
規
制
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
証
券
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
免
許
制
お
よ
び
証
券
詐
欺
に
対
す

る
捜
査
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。Id. at 8（. 

（
32
）　Id. at （（3; 3 L

ouis L
oss, Securities R

egulation （872 （2nd ed. （（6（

）. 

（
33
）　Sim

m
onds, supra note 28, at 634. See also P

eter D
ey, Securities R

eform
 in O

ntario: T
he Securities A

ct,（（7（, （ C
an. B

us. L
.J. 20, 47 （（（7（

）.

（
34
）　D

avid L
. Johnston, C

anadian Securities R
egulation （ （（（77

）; W
illiam

 E
. M

cN
ally &

 B
arbara E

. C
otton, A

 T
hesis R

egarding the M
easurem

ent of 

D
am

ages as a R
esult of M

isrepresentation in a P
rospectus, 26 A

dvoc. Q
. （（3, （24 （2002

）.

（
3（
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, infra note （（, at 26.

　
　
　

米
国
一
九
三
三
年
証
券
法
と
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
の
発
行
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
の
比
較
に
つ
い
て
は
、A

dam
 C

. P
ritchard &

 Janis P. Sarra, Securities 

C
lass A

ctions M
ove N

orth: A
 D

octrinal and E
m

pirical A
nalysis of Securities C

lass A
ctions in C

anada, 47 A
lberta L

. R
ev. 88（, 8（（-（2, （02-03, （07-（0 

（20（0

）
参
照
。

（
36
）　P

hilip A
nism

an, T
akeover B

id L
egislation in C

anada: A
 C

om
parative A

nalysis 3（（ n.（02 （（（74

）.

（
37
）　P

hilip A
nism

an et al., P
roposals for a Securities M

arket L
aw

 for C
anada, V

ol. （/D
raft A

ct: 8（-（0 &
 V

ol.2 C
om

m
entary 264-66 

（C
onsum

er and 

C
orporate A

ffairs C
anada, （（7（

）.

（
38
）　A

L
I, F

ederal Securities C
ode 

§ （70（-（707 （P
roposed O

fficial D
raft, （（78

）.

（
3（
）　A

nism
an et al., supra note 37, at （0.

（
40
）　

取
締
役
や
役
員
な
ど
に
つ
い
て
は
明
示
的
な
規
定
は
存
在
し
な
い
が
、
法
案
一
三
・
一
七
条
⑴
項
が
証
券
法
違
反
を
教
唆
・
幇
助
し
た
者
の
責
任
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
規

定
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
者
の
責
任
が
検
討
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
4（
）　

投
資
者
の
不
実
開
示
へ
の
信
頼
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
く
、
投
資
者
は
そ
の
立
証
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。

一
七
八
三
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（
42
）　L

eonard H
. L

eigh, Securities R
egulation: P

roblem
s in R

elation to Sanctions, in
 P

hilip A
nism

an et al., P
roposals for a Securities M

arket L
aw

 for 

C
anada, V

ol. 3/B
ackground P

apers （0（, （6（-63, （78, （80 （C
onsum

er and C
orporate A

ffairs C
anada, （（7（

）.
（
43
） O

SC
, R

equest for C
om

m
ents―

―
C

ivil L
iability for C

ontinuous D
isclosure D

ocum
ents F

iled under the Securities A
ct, 7 O

.S.C
.B

. 4（（0 （N
ov. 23, 

（（84
）.

（
44
）　Id. at 4（（0-（4. 

（
4（
）　Id. at 4（2（-2（.

（
46
）　Id. at 4（（（.

（
47
）　Id.

（
48
）　Id. 4（（4.

（
4（
）　Joan

 C
. S

m
art &

 P
atricia L

. O
lasker, D

isclosu
re S

tan
d

ard
s in

 C
an

ad
a, in

 L
itigation

 Issu
es in

 th
e D

istribu
tion

 of S
ecu

rities: A
n

 In
tern

ation
al 

P
erspective 73, （36 （W

illiam
 G

. H
orton &

 G
erhard W

egen eds., （（（7

）.

（
（0
）　C

SA
 R

eport 2000, infra note 73, at 738（.

（
（（
）　C

om
m

ittee on C
orporate D

isclosure, Interim
 R

eport, Tow
ard Im

proved D
isclosure: A

 Search for B
alance in C

orporate D
isclosure （Toronto Stock 

E
xchange, D

ec. （（（（

） ［hereinafter A
llen C

om
m

ittee Interim
 R

eport

］.

（
（2
）　C

om
m

ittee on
 C

orp
orate D

isclosu
re, F

in
al R

ep
ort, R

esp
on

sible C
orp

orate D
isclosu

re: A
 S

earch
 for B

alan
ce 

（T
oron

to S
tock E

xch
an

ge, M
ar. 

（（（7

） ［hereinafter A
llen C

om
m

ittee F
inal R

eport

］.

（
（3
）　Id. at （-6.

（
（4
）　Id. at 6; A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at （8.

（
（（
）　Id. at （8; A

llen C
om

m
ittee F

inal R
eport, supra note （2, at 4（.

（
（6
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at （8.

（
（7
）　Id. at （8-（（.

（
（8
）　Id. at （8.

（
（（
）　A

llen C
om

m
ittee F

inal R
eport, supra note （2, at （2.

一
七
八
四



（　
　
　
　

）

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

同
志
社
法
学　

六
四
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号�

一
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七

（
60
）　

取
締
役
会
説
明
書
の
不
実
記
載
に
つ
い
て
カ
ナ
ダ
事
業
会
社
法
に
基
づ
い
て
発
行
会
社
の
責
任
が
認
定
さ
れ
たSparling v. R

oyal T
rust C

o. 

（（（84

）, 4（ O
.R

. 

（2d

） 

484 （O
ntario Suprem

e C
ourt, C

ourt of A
ppeal

）
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　

同
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
開
示
文
書
の
作
成
に
つ
い
て
発
行
会
社
と
取
締
役
を
結
び
つ
け
て
い
る
。

　
　
　
﹁
説
明
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
取
締
役
ら
は
、
会
社
の
情
報
を
会
社
の
記
録
や
役
員
、
さ
ら
に
は
従
業
員
か
ら
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取
締
役
ら
は
、
情
報

を
収
集
す
る
に
あ
た
っ
て
、
会
社
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
。
当
該
状
況
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
説
明
書
に
お
け
る
適
切
な
開
示
の
懈
怠
に
つ
い
て
、
会
社
を
取
締
役
と
し

て
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
正
当
か
つ
適
切
で
あ
る
。﹂［para.4（3

］.

（
6（
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at 68 n.（0.

（
62
）　Id. at 68.

（
63
）　A

llen C
om

m
ittee F

inal R
eport, supra note （2, at 67 n.（（0, 68.

（
64
）　Id. at （（.

（
6（
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at （（. 

後
者
に
関
し
て
は
、
次
の
具
体
例
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

Ｘ
社
は
、
二
〇
〇
万
株
を
発
行
し
て
お
り
、
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
現
金
を
保
有
し
、
負
債
や
他
の
資
産
は
存
在
し
な
い
。
株
式
は
、
純
資
産
価
値
に
対
応
す
る
二
〇
ド
ル
で

取
引
さ
れ
て
い
た
。
投
資
者
Ａ
は
、
火
曜
日
の
朝
に
Ｘ
社
株
式
を
一
〇
〇
〇
株
取
得
し
、
投
資
者
Ｂ
は
、
水
曜
日
の
朝
に
Ｘ
社
株
式
を
一
〇
〇
〇
株
取
得
し
た
。
火
曜
日
の
朝

に
Ｘ
社
の
Ｃ
Ｆ
Ｏ
は
Ｘ
社
の
保
有
す
る
現
金
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
と
供
に
失
踪
し
、
同
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
同
日
の
午
後
早
く
に
横
領
を
発
見
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
水
曜
日
の
午
後

ま
で
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
公
表
時
、
Ｘ
社
の
株
価
は
、
純
資
産
価
値
に
対
応
し
て
一
〇
ド
ル
に
下
落
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
投
資
者
Ａ
お
よ
び
Ｂ
は
共
に
投
資
価
値
の
半

分
を
失
っ
た
。

　
　
　

し
か
し
、
投
資
者
Ｂ
は
、
水
曜
日
の
朝
に
株
式
を
取
得
し
た
他
の
投
資
者
と
共
に
、
水
曜
日
の
朝
に
取
得
さ
れ
た
総
計
一
〇
〇
万
株
に
関
し
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る
火
曜
日
に

お
け
る
横
領
の
事
実
の
迅
速
な
開
示
の
懈
怠
を
主
張
し
て
、
集
団
訴
訟
を
提
起
し
た
。
投
資
者
Ｂ
ら
は
勝
訴
し
、
一
株
あ
た
り
一
〇
ド
ル
の
賠
償
金
を
得
た
。
一
方
で
、
Ｘ
社

の
保
有
す
る
現
金
は
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
と
な
り
、
株
価
は
純
資
産
価
値
に
対
応
し
て
五
ド
ル
に
下
落
し
た
。

　
　
　

以
上
の
場
合
、
実
質
的
に
同
様
の
投
資
判
断
を
行
い
、
ま
た
違
法
行
為
に
つ
い
て
も
同
様
に
善
意
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
投
資
者
Ａ
は
、
当
初
の
投
資
価
値
の
四
分
の

三
（
一
株
当
た
り
一
五
ド
ル
）
を
失
う
一
方
で
、
投
資
者
Ｂ
は
、
当
初
の
投
資
価
値
の
四
分
の
一
（
一
株
当
た
り
五
ド
ル
）
を
失
う
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
Ｘ
社
の

継
続
株
主
は
、
投
資
者
Ａ
の
よ
う
に
投
資
価
値
の
四
分
の
三
を
失
う
一
方
で
、
水
曜
日
の
朝
に
株
式
を
売
却
し
た
投
資
者
は
一
株
当
た
り
一
〇
ド
ル
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

以
上
の
状
況
に
つ
い
て
、A

llen

委
員
会
は
、
投
資
者
Ｂ
は
実
質
的
に
投
資
者
Ａ
か
ら
損
害
賠
償
を
受
け
、
一
株
当
た
り
五
ド
ル
し
か
損
失
を
被
ら
な
い
の
に
対
し
て
、
同

一
七
八
五
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様
に
善
意
の
投
資
者
で
あ
る
Ａ
は
一
株
当
た
り
一
五
ド
ル
も
の
損
失
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
公
正
と
は
言
え
な
い
と
し
て
い
る
。Id. at （（ n.（4.

　
　
　

こ
の
よ
う
な
適
時
開
示
の
不
履
行
の
事
案
に
お
い
て
は
、
開
示
義
務
違
反
の
発
生
時
点
の
判
断
如
何
で
投
資
者
の
地
位
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
不
公
正
性
が
特
に
顕

在
化
し
よ
う
。

（
66
）　A

llen C
om

m
ittee F

inal R
eport, supra note （2, at xi.

（
67
）　Id. at （（.

（
68
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at 7（.

（
6（
）　C

SA
 R

eport 2000, infra note 73, at 7387.

（
70
）　R

equest for C
om

m
ent―

―
C

ivil L
iability for C

ontinuous D
isclosure, 2（ O

.S.C
.B

. 3367 （M
ay 2（, （（（8

）.

（
7（
）　C

SA
 R

eport 2000, infra note 73, at 7387.

　
　
　

な
お
、
本
草
案
に
は
、A

llen

委
員
会
の
勧
告
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
、﹁
重
要
な
事
実
﹂
お
よ
び
﹁
重
要
な
変
更
﹂
の
定
義
の
改
正
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、O

SC
, R

equest for C
om

m
ents―

―
R

eport of T
he Toronto Stock E

xchange C
om

m
ittee on C

orporate D
isclosure and P

roposed C
hanges 

to the D
efinitions of “M

aterial F
act” and “M

aterial C
hange”, 20 O

.S.C
.B

. （7（（ （N
ov. 7, （（（7

）
参
照
。

（
72
）　C

SA
 R

eport 2000, infra note 73, at 7387 &
 n.（0.

（
73
）　C

SA
, N

otice （3-302, R
eport of the C

anadian Securities A
dm

inistrators: P
roposal for a Statutory C

ivil R
em

edy for Investors in the Secondary 

M
arket and R

esponse to the P
roposed C

hange to the D
efinitions of “M

aterial F
act” and “M

aterial C
hange”, 23 O

.S.C
.B

. 7383 （2000

） ［hereinafter 

C
SA

 R
eport 2000

］.

　
　
　

な
お
、
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
も
、
次
の
青
写
真
お
よ
び
証
券
法
草
案
を
公
表
し
て
い
る
。

　
　
（（

） R
equest for C

om
m

ent
―
―

C
SA

 U
niform

 Securities L
egislation P

roject, B
lueprint for U

niform
 Securities L

aw
s for C

anada, 26 O
.S.C

.B
. （43 

（Jan. 30, 2003

）; N
otice （（-304, R

esponses to C
om

m
ents R

eceived on C
oncept P

roposal―
―

B
lueprint for U

niform
 Securities L

aw
s for C

anada, 

26 O
.S

.C
.B

. （887 

（Ju
ly 3（, 2003

）. （2

） U
n

iform
 S

ecu
rities A

ct: A
 L

egislative P
rop

osal for H
arm

on
ization

 of S
ecu

rities L
aw

s: C
on

su
ltation

 D
raft 

（D
ec. （6, 2003

）; U
niform

 Securities L
egislation P

roject, C
om

m
entary on C

onsultation D
rafts （D

ec. （6, 2003

） （on file w
ith author

）.

（
74
）　C

SA
 R

eport 2000, supra note 73, at 7387-88.

（
7（
）　Id. at 7388-8（.
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（
76
）　A

llen C
om

m
ittee F

inal R
eport, supra note （2, at 30-33.

（
77
）　C

SA
 R

eport 2000, supra note 73, at 73（0-（（. 

代
替
的
な
上
限
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
検
討
さ
れ
た
。Id. at 73（（ n. 23.

（
78
）　Id. at 73（（-（2. 

カ
ナ
ダ
の
現
行
の
民
事
責
任
制
度
と
米
国
の
制
度
の
比
較
に
つ
い
て
は
、P
ritchard &

 Sarra, supra note 3（, at 8（2-（3, 8（6, （（0-（3

参
照
。

（
7（
）　C

arom
 v. B

re-X
 M

inerals L
td. （（（（8

）, 4（ O
.R

. （3d

） 780 （O
ntario C

ourt of Justice, G
eneral D

ivision

）.

（
80
）　Jeffrey S

. P
ercival, S

tatu
tory L

iability an
d

 S
ecu

rities C
lass A

ction
s: A

 B
alan

ced
 A

n
tid

ote to th
e E

xcesses of th
e E

n
ron

 E
ra ?, in

 C
orp

orate 

G
overnance and Securities R

egulation in the 2（st C
entury 2（（, 27（ （P

oonam
 P

uri &
 Jeffrey L

arsen eds., 2004

）.

（
8（
）　

正
式
名
称
は
、K

eeping the P
rom

ise for a Strong E
conom

y A
ct （B

udget M
easures

）, 2002

で
あ
る
。B

ill （（8

は
、
カ
ナ
ダ
版
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
と
言
い
得
る
大
規
模

な
改
革
法
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
が
参
考
と
な
る
。H

. G
arfield E

m
erson, Q

.C
. &

 G
eoff A

. C
larke, B

ill （（8 and O
ntario’s 

Securities A
ct: G

iving Investors and the O
SC

 A
dded M

uscle 

（2003

）, available at http://w
w

w
.fasken.com

/en/bill-（（8-and-ontarios-isecurities-acti-

giving-investors-and-the-osc-added-m
uscle-（（-（3-2003/

（
82
）　P

ercival, supra note 80, at 28（.

（
83
）　B

ill （（8

の
可
決
後
の
民
事
責
任
規
定
の
主
な
改
正
案
お
よ
び
改
正
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。B

ill 4（, T
he R

ight C
hoices A

ct 

（B
udget M

easures

）, 2003, 

S
ch

ed
u

le K
: A

m
en

d
m

en
ts to th

e S
ecu

rities A
ct 

（2003

）（
議
会
解
散
に
よ
り
廃
案
）; B

ill （4（, B
u

d
get M

easu
res A

ct 

（F
all

）, 2004, S
ch

ed
u

le 34: 

A
m

endm
ents to the Securities A

ct （2004

）（received R
oyal A

ssent on D
ecem

ber （6, 2004

）.

（
84
）　Stan

d
in

g C
om

m
ittee on

 F
in

an
ce an

d
 E

con
om

ic A
ffairs, R

ep
ort on

 th
e F

ive Year R
eview

 of th
e S

ecu
rities A

ct 23 

（O
ct, 2004

） ［h
erein

after 

Standing C
om

m
ittee R

eport

］, available at http://w
w

w
.ontla.on.ca/library/repository/m

on/（000/247247.pdf

（
8（
）　C

hristopher C
. N

icholls, C
ivil E

nforcem
ent in C

anadian Securities L
aw

, （ J. C
orp. L

. Stud. 367, 3（2 （200（

）.

（
86
）　F

ive Year R
eview

 C
om

m
ittee, F

inal R
eport―

―
R

eview
ing the Securities A

ct （O
ntario

） （3（-32 （M
ar. 2（, 2003

）, available at　

http://w
w

w
.osc.gov.

on.ca/docum
ents/fr/Securities/fyr_20030（2（_（yr-final-report.pdf

　
　
　

な
お
、
同
報
告
書
で
は
、
発
行
市
場
に
お
け
る
民
事
責
任
に
つ
い
て
も
、
分
割
責
任
や
発
行
者
の
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
し

て
い
る
。Id. at （32.

（
87
）　Standing C

om
m

ittee R
eport, supra note 84, at 24.

（
88
）　N

icholls, supra note 8（, at 3（2-（3.

一
七
八
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
六
号�

一
四
〇

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

（
8（
）　O

SA
 s. （3

（（

）.
（
（0
）　O

SA
 s. 7（.

（
（（
）　O

SA
 s. （6

（（

）. N
ational Instrum

ent 4（-（0（, G
eneral P

rospectus R
equirem

ents; F
orm

 4（-（0（F（, Inform
ation R

equired in a P
rospectus.

（
（2
）　O

SA
 s. （

（（

） “m
aterial fact”.

（
（3
）　O

SA
 s. （

（（
） “reporting issuer”. See also G

illen, supra note 27, at （83.

（
（4
）　O

SA
 s. 77

（（
）, 78

（（

）, 7（

（（

）. N
ational Instrum

ent （（-（02, C
ontinuous D

isclosure O
bligations, s. 4.（

（（

）, 4.3

（（

） ［hereinafter N
I （（-（02

］. 

（
（（
）　N

I （（-（02 s. 6.（; F
orm

 （（-（02F2, A
nnual Inform

ation F
orm

.

（
（6
）　O

SA
 s. （38.（ “m

anagem
ent’s discussion and analysis”. N

I （（-（02, s. （.（

（（

）; F
orm

 （（-（02F（, M
anagem

ent’s D
iscussion &

 A
nalysis.

（
（7
）　O

S
A

 s. 86 

（（

）. N
I （（-（02 s. （.（

（2

）（a

）; F
orm

 （（-（02F（, In
form

ation
 C

ircu
lar F

orm
; F

orm
 （（-（02F6, S

tatem
en

t of E
xecu

tive C
om

p
en

sation
. 

N
ational Instrum

ent （8-（0（, D
isclosure of C

orporate G
overnance P

ractices, s. 2.（

（（

）; F
orm

 （8-（0（F（, C
orporate G

overnance D
isclosure.

（
（8
）　O

SA
 s. 7（

（（

）,

（2

）. N
I （（-（02 s. 7.（; F

orm
 （（-（02F3, M

aterial C
hange R

eport. N
ational P

olicy （（-20（, D
isclosure Standards, P

art II.

（
（（
）　O

SA
 s. （

（（

） “m
aterial change”. 

な
お
、
ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
の
上
場
規
則
に
お
い
て
は
、
重
要
な
事
実
に
つ
い
て
も
適
時
開
示
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。T

SX
 

C
om

pany M
anual 

§ 407, 408.

（
１００
）　O

SA
 s. （4.2

（3

）・（4

）.

（
１０１
）　O

SA
 s. （（

（（

）. 

取
締
役
・
役
員
は
、
独
自
に
取
締
役
説
明
書
・
役
員
説
明
書
を
送
付
す
る
こ
と
が
出
来
る
。O

SA
 s. （6

（（

）.

（
１０２
）　O

SA
 s. （

（（

） “m
isrepresentation”.

（
１０３
）　

将
来
指
向
情
報
の
開
示
と
﹁
重
要
な
事
実
﹂
の
開
示
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
と
し
て
、Kerr v. D

anier L
eather Inc.

事
件
が
あ
る
。
事
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
係
る
目
論
見
書
に
は
第
４
四
半
期
の
収
益
予
測
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
経
営
者
ら
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
完
了
前
に
収
益
が
予
測
水
準
に
達
し
な
い
こ
と
を
認
識
し
た
。

し
か
し
、
開
示
が
行
わ
れ
た
の
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
完
了
後
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
目
論
見
書
の
届
出
時
点
で
は
当
該
記
載
は
適
正
で
あ
っ
た
が
、
収
益
に
つ
い
て
追
加
的
に
開
示
し

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
証
券
取
得
時
に
お
い
て
当
該
記
載
は
誤
導
的
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
一
三
〇
条
⑴
項
に
お
け
る
訴
権
を
有
す
る
と
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、﹁
重

要
な
事
実
﹂
は
﹁
重
要
な
変
更
﹂
よ
り
も
幅
広
く
定
義
さ
れ
て
お
り
、
本
件
の
第
４
四
半
期
の
収
益
情
報
は
、
重
要
な
事
実
に
該
当
す
る
と
主
張
し
た
。

　
　
　

カ
ナ
ダ
連
邦
最
高
裁
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
証
券
取
得
者
は
、
分
売
期
間
に
目
論
見
書
に
お
い
て
開
示
さ
れ
た
重
要
な
事
実
に
つ
い
て
重
要
な
変
更
が
生
じ
て
い
な

い
と
確
信
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
証
券
法
に
よ
る
確
信
の
範
囲
は
そ
れ
に
尽
き
る
。
重
要
な
事
実
と
重
要
な
変
更
の
う
ち
、
後
者
に
つ
い
て
の
み
適
時
開
示
が
要
求
さ
れ
て

一
七
八
八
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四
一

い
る
（
五
七
条
⑴
項
、
七
五
条
⑴
項
・
⑵
項
）
の
は
、
意
図
的
か
つ
政
策
的
な
も
の
で
あ
る
。
原
告
は
、
本
件
に
お
け
る
﹁
業
務
の
結
果
の
変
更
﹂
は
重
要
な
変
更
を
構
成
す

る
と
も
主
張
す
る
が
、
売
上
げ
の
不
足
は
﹁
業
務
の
結
果
﹂
に
過
ぎ
な
い
。K

err v. D
anier L

eather Inc. （2007

）, 286 D
.L

.R
. （4th

） 60（ （Sup. C
t. C

a.

）.
（
１０４
）　O

SA
 s. （38.（ “failure to m

ake tim
ely disclosure”.

（
１０５
）　See K

err v. D
an

ier L
eath

er In
c. 

（200（

）, 77 O
.R

. 

（3d

） 32（ 

（C
t. A

p
p

. O
n

t.

）［p
ara.（3

］. S
ee also R

e Y
B

M
 M

agn
ex In

tern
ation

al In
c. 

（2003

）, 26 

O
.S

.C
.B

. （28（ 

（O
S

C

） ［p
ara.（（-（2

］; R
e C

oven
tree In

c. 

（20（（

）, 34 O
.S

.C
.B

. （020（ 

（O
S

C

） ［p
ara.（4（, （（6

］. S
ee also B

rad
ley A

. H
eys, E

con
om

ic 

A
n

alysis of M
ateriality for C

an
ad

ian
 S

ecu
rities L

itigation
, 7 C

an
ad

ian
 C

lass A
ction

 R
eview

 3（（ 

（20（2

）; B
rad

ley A
. H

eys, In
 R

e C
oven

tree In
c.: 

Subjective D
eterm

inations of M
ateriality and the R

equirem
ent for E

xpert E
conom

ic E
vidence （20（（

）, available at http://w
w

w
.nera.com

/67_7（（（.

htm

　
　
　

市
場
へ
の
影
響
を
基
準
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投
資
判
断
に
は
影
響
し
得
る
が
、
市
場
へ
の
影
響
は
乏
し
い
要
素
（
発
行
会
社
に
よ
る
政
治
献
金
な
ど
）
に
つ
い
て
重
要

性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。B

orden L
adner G

ervais L
L

P, Securities L
aw

 and P
ractice 

§ （8.（.3 （3rd ed.

）（in W
estlaw

）.

　
　
　

二
〇
〇
四
年
改
正
前
は
、
重
要
な
事
実
は
、﹁a fact that significantly affects, or w

ould reasonably be expected to have a significant effect on, the 

m
arket price or value of securities

﹂
と
定
義
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
四
年
改
正
（
本
章
・
第
二
節
・
第
五
款
・
脚
注
（
83
）
参
照
）
に
よ
っ
て
、
事
後
的
な
判
断
が

排
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

（
１０６
）　Short F

orm
 P

rospectus

に
つ
い
て
も
目
論
見
書
と
し
て
責
任
が
課
さ
れ
る
。O

SA
 s. 63

（8

）.

（
１０７
）　

当
該
目
論
見
書
に
よ
っ
て
募
集
さ
れ
た
証
券
を
、
流
通
市
場
に
お
い
て
分
売
期
間
内
に
転
得
し
た
者
も
、
一
三
〇
条
⑴
項
に
お
け
る
取
得
者
と
し
て
訴
権
を
有
す
る
。

B
orden L

adner G
ervais L

L
P, supra note （0（, at 

§ 23.（.3. See also P
eter B

. O
h, T

racing, 80 T
ul. L

. R
ev. 84（ （2006

）.

　
　
　

投
資
者
は
、
募
集
さ
れ
た
証
券
に
関
心
を
抱
き
、
目
論
見
書
を
参
照
し
つ
つ
も
、
流
通
市
場
に
お
い
て
取
得
を
行
う
場
合
が
あ
り
、
こ
の
場
合
も
保
護
の
必
要
性
は
変
わ
ら

な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。G

illen, supra note 27, at （（8 n.38.

（
１０８
）　O

SA
 s. （30

（（

）.

　
　
　

出
訴
期
限
と
し
て
は
、
①
取
消
権
に
つ
い
て
、
訴
訟
原
因
を
生
じ
さ
せ
た
取
引
の
日
の
一
八
〇
日
後
、
②
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
、
訴
訟
原
因
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
事

実
を
認
識
し
た
日
の
一
八
〇
日
後
ま
た
は
訴
訟
原
因
を
生
じ
さ
せ
た
取
引
の
日
の
三
年
後
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
先
に
到
来
す
る
時
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。O

SA
 s. （38.

（
１０９
）　
﹁
売
出
証
券
保
有
者
﹂
に
つ
い
て
は
定
義
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、支
配
者
（O

SA
 s. （

（（
） “controlling person”

）
の
保
有
す
る
発
行
者
の
既
発
行
証
券
の
取
引
は
﹁
分

売
﹂（O

SA
 s.（ （（

） “distribution”

）
に
該
当
し
、
適
用
除
外
（O

SA
 s. 73

（（

）（c

）, N
I 4（-（02 s. 2.8

）
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
目
論
見
書
の
届
出
を
行
わ
な
け
れ

一
七
八
九
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六
四
巻
六
号�

一
四
二

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

ば
な
ら
な
い
（O

SA
 s. （3

（（

））. See G
illen, supra note 27, at （34-3（, 284.

（
１１０
）　

目
論
見
書
の
認
証
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
Ｃ
Ｆ
Ｏ
お
よ
び
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
Ｃ
Ｆ
Ｏ
で
は
な
い
取
締
役
二
名
に
よ
る
署
名
が
求
め
ら
れ
る
。O

SA
 s. （8

（（

）.
（
１１１
）　O

SA
 s. （（

（（

）. 

（
１１２
）　O

SA
 s. （30

（（

）.

（
１１３
）　O

SA
 s. （30

（（

）.

（
１１４
）　O

SA
 s. （30

（2
）.

（
１１５
）　

な
お
、
募
集
覚
書
（O

SA
 s. （

（（

） “offering m
em

orandum
”

）
に
つ
い
て
は
、
証
券
の
分
売
か
ら
発
行
者
が
利
益
を
得
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
不
実
表
示

が
発
行
者
に
よ
る
情
報
に
基
づ
い
て
い
な
い
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
発
行
者
は
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。O

SA
 s. （30.（

（（

）. 

（
１１６
）　

例
外
的
な
場
合
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
次
の
抗
弁
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
目
論
見
書
が
そ
の
者
に
無
断
で
届
出
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
を
認
識
し
た
時
に
公

示
を
行
っ
た
こ
と
が
抗
弁
と
な
る
。
ま
た
、
目
論
見
書
の
届
出
後
か
つ
投
資
者
の
証
券
取
得
前
に
不
実
表
示
を
認
識
し
た
場
合
は
、
同
意
の
撤
回
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る
公
示

を
行
っ
た
こ
と
が
抗
弁
と
な
る
。O

SA
 s. （30

（3

）（a

）・（b

）.

（
１１７
）　O

SA
 s. （30

（（

）. 

デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
に
関
す
る
先
例
と
し
て
は
、Re YB

M
 M

agnex International Inc. （2003

）, 26 O
.S.C

.B
. （28（ （O

SC

）
が
あ
る
。

（
１１８
）　O

SA
 s. （30

（3

）（c

）.

（
１１９
）　O

SA
 s. （30

（3

）（e

）.

（
１２０
）　O

SA
 s. （32.

（
１２１
）　

専
門
家
の
意
義
は
定
義
さ
れ
て
い
な
い
が
、
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
し
て
は
定
義
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。O

SA
 s. （38.（ “expert”.

（
１２２
）　O

SA
 s. （30

（4

）.

（
１２３
）　O

SA
 s. （30

（3

）（d

）.

（
１２４
）　O

SA
 s. （

（（

） “forw
ard-looking inform

ation”.

（
１２５
）　O

SA
 s. （32.（

（（

）.

（
１２６
）　O

SA
 s. （32.（

（2

）.

（
１２７
）　O

SA
 s. （30

（（

）. 

（
１２８
）　

条
文
上
は
、﹁as a result of the m

isrepresentation relied upon

﹂
と
さ
れ
て
お
り
、
不
実
表
示
に
つ
い
て
信
頼
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
二

一
七
九
〇
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同
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六
四
巻
六
号�

一
四
三

〇
〇
四
年
改
正
前
の
一
三
〇
条
⑴
項
が
﹁
投
資
者
は
不
実
表
示
を
信
頼
し
て
い
た
も
の
と
看
做
さ
れ
る
﹂
と
規
定
し
て
い
た
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
は
不
適

切
な
規
定
と
な
っ
て
い
る
。See B

orden L
adner G

ervais L
L

P, supra note （0（, at 

§ 23.（.6.
（
１２９
）　O

SA
 s. （30

（7

）.

（
１３０
）　K

err v. D
anier L

eather Inc. （2004

）, 46 B
.L

.R
. （3d

） （67 （O
nt. Sup. C

t. J.

）［para.306

］.

　
　
　

一
三
〇
条
⑺
項
に
お
い
て
は
、
価
格
（price

）
の
ほ
か
に
、
価
額
（value

）
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
相
場
操
縦
な
ど
の
証
券
の
価
額
と

無
関
係
な
要
因
が
影
響
し
た
場
合
や
、
証
券
の
価
額
に
関
係
す
る
重
要
な
要
素
に
関
し
て
市
場
が
情
報
を
得
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
市
場
に
お
け
る
価
格
は
現
時
点
の
価

額
と
乖
離
す
る
た
め
、
区
別
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
文
の
①
の
例
と
し
て
は
、
訂
正
開
示
前
に
市
場
価
格
が
全
体
的
に
下
落
し
て
い
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
［para.3（2

］。
②
に
つ
い
て
は
、
不
実
開
示
発
覚
後
の
価
格
が
、
証
券
の
価
額
以
外
の
要
素
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、
従
っ
て
価
額
を
反
映
し
て
い
な
い
場
合

を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
［para.3（3

］。

（
１３１
）　Id. at para.307, 3（3.

（
１３２
）　O

SA
 s. （30

（8

）. 

引
受
人
は
、
引
受
部
分
に
相
当
す
る
公
募
額
を
超
え
る
責
任
は
負
わ
な
い
。O

SA
 s. （30

（6

）.

（
１３３
）　O

SA
 s. （38.（ “docum

ent”.

（
１３４
）　O

SA
 s. （38.4

（（

）.

（
１３５
）　O

SA
 s. （38.（ “core docum

ent”.

（
１３６
）　B

orden L
adner G

ervais L
L

P, supra note （0（, at 

§ 23A
.2.3.

（
１３７
）　A

llen C
om

m
ittee F

inal R
eport, supra note （2, at （3.

（
１３８
）　O

SA
 s.（ （（

） “public oral statem
ent”.

（
１３９
）　B

orden L
adner G

ervais L
L

P, supra note （0（, at 

§ 23A
.2.（（.

（
１４０
）　O

SA
 s. （38.3

（6

）. 

（
１４１
）　O

SA
 s. （38.3

（（

）・（2

）・（3

）・（4

）.

（
１４２
）　O

SA
 s. （38.（ “responsible issuer”.

（
１４３
）　A

bdula v. C
anadian Solar Inc. （20（2

）, （（0 O
.R

. （3d

） 2（6 （C
t. A

pp. O
nt.

）［para.3（
］.

　
　
　

事
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
Ｃ
Ａ
社
（C

anadian Solar Inc.

）
は
、
カ
ナ
ダ
事
業
会
社
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
り
、
本
店
を
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
お
い
て

一
七
九
一
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六
四
巻
六
号�

一
四
四

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

い
た
が
、
主
た
る
事
業
活
動
は
中
国
で
行
っ
て
い
た
。
上
級
役
員
も
大
半
が
中
国
に
居
住
し
て
お
り
、
被
告
と
さ
れ
た
者
は
カ
ナ
ダ
に
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
。
Ｃ
Ａ
社
の
株

式
は
、
カ
ナ
ダ
の
取
引
所
で
は
な
く
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
に
上
場
さ
れ
て
い
た
。
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
居
住
す
る
原
告
は
、
カ
ナ
ダ
の
事
業
者
が
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
株
式
を
取
得
し
た
。

　
　
　

オ
ン
タ
リ
オ
州
上
級
裁
判
所
は
、
Ｃ
Ａ
社
が
報
告
発
行
者
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、﹁
責
任
あ
る
発
行
者
﹂
の
後
者
の
定
義
に
つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
に
所
在
す
る

証
券
取
引
所
に
お
い
て
証
券
が
取
引
さ
れ
て
い
る
発
行
者
に
限
定
す
る
意
図
を
立
法
史
料
は
示
唆
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
逆
の
意
図
が
示
唆
さ
れ
る
と
判
示
し
た
。A

bdula v. 

C
anadian Solar Inc. （20（（

）, （2 B
.L

.R
. （4th

） 324 （O
nt. Sup. C

t. J.

）［para.37

］. 

そ
し
て
、
次
の
点
を
指
摘
し
て
、
Ｃ
Ａ
社
に
つ
い
て
、﹁
オ
ン
タ
リ
オ
州
と
の
現

実
的
か
つ
実
質
的
な
関
係
﹂
を
認
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
Ｃ
Ａ
社
は
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
設
立
さ
れ
て
お
り
、
本
店
が
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
所
在
す
る
こ
と
、
②
Ｃ
Ａ
社
は
、
オ

ン
タ
リ
オ
州
に
お
い
て
事
業
を
管
理
し
て
お
り
、
株
主
総
会
も
開
催
し
て
い
る
こ
と
、
③
原
告
の
主
張
す
る
不
実
表
示
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
な
さ
れ
た
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス

な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
［para.46

］。
な
お
、
裁
判
所
は
、
不
実
表
示
が
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
判
断
に
大
き
く
影
響

し
た
と
述
べ
て
い
る
［para.47
］。

　
　
　

そ
し
て
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
上
訴
裁
判
所
も
、
域
外
適
用
に
関
す
る
先
例
や
立
法
史
料
な
ど
を
検
討
し
、
責
任
あ
る
発
行
者
の
定
義
に
お
け
る
﹁
そ
の
証
券
が
＂
公
に
取
引
さ

れ
て
い
る
＂
発
行
者
﹂
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
、＂
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
取
引
さ
れ
て
い
る
＂
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
示
し
た
［para.3（

］。
そ
し
て
、
不
実
表
示
が
オ
ン

タ
リ
オ
州
で
な
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、﹁
オ
ン
タ
リ
オ
州
と
の
現
実
的
か
つ
実
質
的
な
関
係
﹂
を
認
定
し
た
［para.（, 4（

］。

（
１４４
）　B

orden L
adner G

ervais L
L

P, supra note （0（, at 

§ 23A
.2.（3.

（
１４５
）　

ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
の
時
価
総
額
の
五
〇
％
を
構
成
し
て
い
る
大
規
模
な
上
場
会
社
は
、
米
国
に
も
重
複
上
場
し
て
い
る
。N

icholls, supra note 7, at （4（.

（
１４６
）　Silver v. IM

A
X

 C
orp.

（200（

）, 86 C
.P.C

. （6th

） 273 （O
nt. Sup. C

t. J.

）.

（
１４７
）　T

anya J. M
onestier, Is C

anada the N
ew

 ’Shangri-L
a’ of G

lobal Securities C
lass A

ctions ?, 32 N
w

 J. Int’l L
. &

 B
us. 30（ （20（2

）.

（
１４８
）　M

cC
ann v. C

P
 Ships L

td. ［200（

］ O
.J. N

o. （（82 （O
nt. Sup. C

t. J.
）.

（
１４９
）　M

cK
enna v. G

am
m

on G
old Inc.

（20（0

）, 88 C
.P.C

. （6th

） 27 （O
nt. Sup. C

t. J.

）.

（
１５０
）　Silver v. IM

A
X

 C
orp., （20（（

） （0（ O
.R

. （3d

） 2（2 （O
nt. Sup. C

t. J.

） ［para.（4
］; M

cK
enna v G

am
m

on G
old Inc. （20（0

）, （03 O
.R

. （3d

） 4（（ （O
nt. Sup. 

C
t. J. D

iv. C
t.

） ［para.（（

］.

（
１５１
）　See e.g. O

SA
 s. （38.3

（（

）.

（
１５２
）　O

SA
 s. （38.（ “issuer’s security”.

一
七
九
二
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六
四
巻
六
号�

一
四
五

（
１５３
）　B

orden L
adner G

ervais L
L

P, supra note （0（, at 

§ 23A
.2.8.

（
１５４
）　O

SA
 s. （38.2. 

（
１５５
）　G

eneral （R
.R

.O
. （（（0, R

egulation （0（（

）（L
ast am

endm
ent: O

. R
eg. 437/（0.

）［hereinafter R
eg. G

en.

］.

（
１５６
）　R

eg. G
en. s. 2（2

（（

）・（2

）. 

②
に
関
し
て
は
、
通
則
二
五
二
条
⑴
項
が
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
七
二
条
⑺
項
⒝
号
に
基
づ
い
て
目
論
見
書
の
届
出
要
件
の
適
用
を
除
外

さ
れ
る
取
引
を
例
外
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
七
二
条
⑺
項
⒝
号
は
、N

ational Instrum
ent 4（-（02, R

esale of Securities, s. 2.2

に
よ
っ
て
効
力
を
有
し
な
い
も
の

と
さ
れ
、
故
に
削
除
さ
れ
た
規
定
で
あ
り
、
当
該
通
則
の
規
定
は
意
味
を
な
さ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
通
則
二
五
二
条
⑴
項
は
、N

I 4（-（02 s. 2.8

が
定
め
る

取
引
に
言
及
し
た
規
定
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。B

orden L
adner G

ervais L
L

P, supra note （0（, at 

§ 23A
.3.

（
１５７
）　O

SA
 s. （38.3

（（
）.

（
１５８
）　O

SA
 s. （38.3

（2

）.

（
１５９
）　O

SA
 s. （38.（ “influential person”. 

﹁
影
響
力
を
有
す
る
者
﹂
と
は
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
で
は
な
い
責
任
あ
る
発
行
者
に
つ
い
て
は
、
支
配
者
、
発
起
人
、
責
任
あ
る
発
行

者
の
取
締
役
ま
た
は
役
員
で
は
な
い
内
部
者
を
言
う
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。﹁
内
部
者
﹂
に
つ
い
て
は
、
一
条
⑴
項
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

（
１６０
）　O

SA
 s. （38.3

（3

）.

（
１６１
）　O

SA
 s. （38.3

（4

）.

（
１６２
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at 63; A

llen C
om

m
ittee F

inal R
eport, supra note （2, at 48.

（
１６３
）　

出
訴
期
限
と
し
て
は
、
不
実
表
示
・
適
時
開
示
の
不
履
行
が
生
じ
た
日
の
三
年
後
、
ま
た
は
、
同
一
の
不
実
表
示
・
適
時
開
示
の
不
履
行
に
関
し
て
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
訴
訟

が
提
起
さ
れ
た
こ
と
を
開
示
す
る
新
聞
広
告
の
発
布
の
六
ヵ
月
後
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
先
に
到
来
す
る
時
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。O

SA
 s. （38.（4.

　
　
　

な
お
、
集
団
訴
訟
法
二
八
条
⑴
項
の
出
訴
期
限
の
進
行
の
停
止
に
関
し
て
は
、
一
三
八
・
三
条
に
基
づ
く
訴
訟
に
お
い
て
は
、
訴
訟
の
開
始
の
許
可
が
要
件
と
な
る
と
解
さ

れ
て
い
る
。Sharm

a v. T
im

m
inco L

td.

（20（2

）, 34（ D
.L

.R
. （4th

） （4 （C
t. A

pp. O
nt.

）［para.28

］.

（
１６４
）　A

llen C
om

m
ittee F

inal R
eport, supra note （2, at 46. See also A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at 60-6（.

（
１６５
）　O

SA
 s. （38.4

（（

）・（2

）.

（
１６６
）　O

SA
 s. （38.4

（3

）・（4

）.

（
１６７
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at 64; A

llen C
om

m
ittee F

inal R
eport, supra note （2, at 4（.

（
１６８
）　

具
体
的
に
は
、
責
任
あ
る
発
行
者
ま
た
は
責
任
あ
る
発
行
者
を
代
表
し
て
い
る
個
人
も
し
く
は
法
人
に
対
し
て
、
文
書
を
公
表
す
る
よ
う
に
意
図
的
に
影
響
力
を
行
使
し
た

一
七
九
三
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カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

者
、
お
よ
び
、
責
任
あ
る
発
行
者
の
取
締
役
ま
た
は
役
員
に
対
し
て
、
文
書
の
公
表
に
つ
い
て
授
権
、
許
可
ま
た
は
黙
諾
す
る
よ
う
に
意
図
的
に
影
響
力
を
行
使
し
た
者
が
責

任
主
体
と
な
る
。O

SA
 s. （38.3

（（

）（d

）. 

公
の
口
頭
の
陳
述
お
よ
び
適
時
開
示
の
不
履
行
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。O

SA
 s. （38.3

（2

）（d

）・（4

）（c

）.
（
１６９
）　O

SA
 s. （38.3

（（

）. 

不
実
表
示
を
含
む
文
書
が
専
門
家
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
場
合
は
、
報
告
書
等
の
利
用
に
関
す
る
書
面
に
よ
る
同
意
は
要
求
さ
れ
な
い
。O

SA
 s. 

（38.3
（（
）（e

）（iii

）. 

公
の
口
頭
の
陳
述
に
関
し
て
も
、
同
様
で
あ
る
。O

SA
 s. （38.3

（2

）（e

）（iii

）.

（
１７０
）　O

SA
 s. （38.3

（2

）.

（
１７１
）　O

SA
 s. （38.3

（3
）.

（
１７２
）　O

SA
 s. （38.3

（4
）. 
な
お
、
影
響
力
を
有
す
る
者
の
取
締
役
ま
た
は
役
員
で
あ
る
個
人
は
、
当
該
個
人
が
責
任
あ
る
発
行
者
の
取
締
役
ま
た
は
役
員
と
し
て
責
任
を
負
う
場

合
は
、
影
響
力
を
有
す
る
者
に
関
す
る
地
位
に
お
い
て
は
責
任
を
負
わ
な
い
。O

SA
 s. （38.3

（（

）.

（
１７３
）　O

SA
 s. （38.3

（7

）.

（
１７４
）　

本
章
・
第
三
節
・
第
三
款
・
六
参
照
。

（
１７５
）　O

SA
 s. （38.4

（（

）.

（
１７６
）　O

SA
 s. （38.4

（6

）.

（
１７７
）　

本
文
で
は
、person or com

pany

を
指
す
も
の
と
し
て
、﹁
全
て
の
被
告
﹂
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。person

（
個
人
）
お
よ
びcom

pany

（
法
人
）
と
い
う
文
言

に
つ
い
て
は
、
一
条
⑴
項
に
定
義
が
存
在
し
、
両
文
言
に
お
い
て
自
然
人
・
非
法
人
・
法
人
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
発
行
者
は
、
証
券
を
発
行
す
る
個
人
お
よ
び

法
人
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
一
条
⑴
項
）。
な
お
、
本
章
・
第
三
節
・
第
三
款
・
五
参
照
。

（
１７８
）　O

SA
 s. （38.4

（7

）. 

例
示
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
事
項
で
あ
る
。

　
　
　

⒜
責
任
あ
る
発
行
者
の
特
性
、
⒝
個
人
ま
た
は
法
人
の
知
識
、
経
験
お
よ
び
職
務
、
⒞
当
該
個
人
が
役
員
で
あ
る
場
合
、
役
職
、
⒟
当
該
個
人
が
取
締
役
で
あ
る
場
合
、
責

任
あ
る
発
行
者
と
の
そ
の
他
の
関
係
性
の
有
無
、
⒠
責
任
あ
る
発
行
者
の
継
続
開
示
義
務
の
充
足
を
確
保
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
存
在
お
よ
び
そ
の
内
容
、
⒡

責
任
あ
る
発
行
者
の
開
示
順
守
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
関
連
性
の
あ
る
事
実
に
つ
い
て
の
情
報
を
通
常
提
供
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
発
行
者
の
役
員
、
従
業
員
な
ら
び
に
そ
の
他

の
者
に
対
す
る
個
人
ま
た
は
法
人
の
信
頼
の
合
理
性
、
⒢
適
用
さ
れ
る
法
律
に
基
づ
い
て
期
間
内
に
開
示
を
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
当
該
期
間
、
⒣
専
門
家
の
報
告
書
、
陳

述
書
ま
た
は
意
見
書
に
関
し
て
、
当
該
専
門
家
に
適
用
さ
れ
る
職
業
上
の
基
準
、
⒤
個
人
ま
た
は
法
人
が
認
識
し
て
い
た
、
ま
た
は
合
理
的
に
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
文
書
ま

た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
の
内
容
お
よ
び
流
布
手
段
の
範
囲
、
⒥
不
実
表
示
に
つ
い
て
は
、
不
実
表
示
を
含
む
文
書
の
作
成
お
よ
び
公
表
も
し
く
は
公
の
口
頭
の
陳
述
の
実
行
ま

た
は
当
該
文
書
ま
た
は
公
の
口
頭
の
陳
述
に
含
ま
れ
る
事
実
の
確
認
に
お
け
る
個
人
ま
た
は
法
人
の
役
割
お
よ
び
責
務
、
⒦
適
時
開
示
の
不
履
行
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
変
更

一
七
九
四
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を
開
示
し
な
い
と
い
う
判
断
に
関
与
し
た
個
人
ま
た
は
法
人
の
役
割
お
よ
び
責
務
。

　
　
　

こ
の
列
挙
事
項
は
、
非
中
核
的
文
書
も
し
く
は
公
の
口
頭
の
陳
述
に
お
け
る
不
実
表
示
ま
た
は
適
時
開
示
の
不
履
行
の
場
合
の
原
告
の
追
加
的
立
証
事
項
で
あ
る
、
被
告
の

重
大
な
義
務
違
反
行
為
の
判
断
に
お
い
て
も
考
慮
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。O

SA
 s. （38.4

（7

）.

　
　
　

な
お
、
こ
の
列
挙
事
項
は
、
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
連
邦
証
券
法
典
の
一
四
〇
三
条
⒢
項
の
列
挙
事
項
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
な
ど
近

時
の
発
展
が
追
加
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。See N

ational Instrum
ent （2-（0（, C

ertification of D
isclosure in Issuers’ A

nnual and Interim
 F

ilings.

（
１７９
）　O

SA
 s. （38.4

（8

）.

（
１８０
）　O

SA
 s. （38.4

（（
）. See also O

SC
 P

olicy （（-604, D
efence for M

isrepresentations in F
orw

ard-L
ooking Inform

ation, 3（ O
.S.C

.B
. （（43 （2008

）.

（
１８１
）　

具
体
的
に
は
、
当
該
将
来
指
向
情
報
お
よ
び
将
来
指
向
情
報
に
お
け
る
結
果
、
予
測
ま
た
は
計
画
と
は
実
質
的
に
異
な
る
現
実
の
結
末
を
招
来
さ
せ
得
る
重
要
な
要
素
を
特

定
す
る
合
理
的
な
注
意
文
言
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。O

SA
 s. （38.4

（（

）（.i.

（
１８２
）　

将
来
指
向
情
報
を
含
む
公
の
口
頭
の
陳
述
に
関
し
て
は
、
本
文
に
掲
げ
た
要
件
を
充
足
し
た
と
看
做
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
一
三
八
・
四
条
（
九
・
一
）
項
に
定
め
が
あ
る
。

（
１８３
）　O

SA
 s. （38.4

（（0

）.

（
１８４
）　O

SA
 s. （38.4

（（（

）.

（
１８５
）　O

SA
 s. （38.4

（（2

）.

（
１８６
）　O

SA
 s. （38.4

（（3

）.

（
１８７
）　O

SA
 s. （38.4

（（4

）.

（
１８８
）　O

SA
 s. （38.4

（（（

）.

（
１８９
）　G

reen v. C
anadian Im

perial B
ank of C

om
m

erce, 20（2 O
N

SC
 3637 （O

nt. Sup. C
t. J.

）［para.446

］.

（
１９０
）　Silver v. IM

A
X

 C
orp.

（200（

）, 66 B
.L

.R
. （4th

） 222 （O
nt. Sup. C

t. J.
）［para.3（7

］.

（
１９１
）　

な
お
、
以
上
の
認
定
は
、
訴
訟
の
開
始
の
申
立
て
に
対
す
る
判
断
に
お
け
る
暫
定
的
な
認
定
で
あ
り
、
ト
ラ
イ
ア
ル
に
お
い
て
覆
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

（
１９２
）　G

reen, supra note （8（, at para.4（（-463. 

ま
た
、
文
書
に
不
実
表
示
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
合
理
的
な
根
拠
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
立
証
で
き
る
合
理
的
な
可

能
性
の
存
否
の
判
断
に
お
い
て
も
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
Ｃ
Ｆ
Ｏ
・
副
社
長
に
対
す
る
判
断
を
発
行
会
社
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
ら
れ
て
い
る
［para.466-47（

］。

（
１９３
）　

不
実
表
示
ま
た
は
適
時
開
示
の
不
履
行
が
継
続
し
て
い
る
間
に
証
券
を
売
却
し
た
投
資
者
に
つ
い
て
は
、
一
三
八
・
五
条
⑵
項
が
同
趣
旨
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。
な
お
、

同
条
が
問
題
と
な
る
の
は
、
不
実
表
示
ま
た
は
適
時
開
示
の
不
履
行
に
よ
っ
て
、
発
行
会
社
の
証
券
の
市
場
価
格
が
本
来
よ
り
も
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
た
場
合
（
例
え
ば
、
逆

一
七
九
五
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カ
ナ
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に
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け
る
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開
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責
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制
度

粉
飾
）
で
あ
る
。

（
１９４
）　O

SA
 s. （38.（ （（

）.
（
１９５
）　

一
三
八
・
五
条
⑴
項2.ii.B

は
、
証
券
を
処
分
す
る
主
体
と
し
て
、﹁the person

﹂
と
規
定
し
て
お
り
、
一
見
す
る
と
、com

pany

が
除
外
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
一
三
八
・
五
条
⑴
項
二
柱
書
に
お
け
る
﹁the person or com

pany

﹂
を
﹁the person

﹂
が
受
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
一
条
⑴
項
の
支
配
者

（controlling person

）
の
定
義
に
は
法
人
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
お
け
るperson

と
い
う
文
言
は
一
条
⑴
項
の
定
義
と
は
異
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
証
券
を
処
分
し
た
者
が
、
個
人
で
あ
る
か
法
人
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
額
が
異
な
り
得
る
の
は
合
理
性
を
欠
く
。

（
１９６
）　
﹁
公
表
市
場
﹂
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
は
、
八
九
・
一
条
が
、
公
開
買
付
け
に
つ
い
て
規
定
す
る
二
〇
章
の
た
め
の
定
義
を
設
け
て
は
い
る
が
、
一
三
八
・
五
条
⑴
項
に
お

け
る
同
文
言
に
関
し
て
は
定
義
が
存
在
し
な
い
。

　
　
　

な
お
、
公
表
市
場
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
裁
判
所
が
公
正
な
価
額
を
決
定
す
る
。O

SA
 s. （38.（ （（

） 2.ii.B
.

（
１９７
）　R

eg. G
en. s. 2（0.

（
１９８
）　R

eg. G
en. s. 2（（.

（
１９９
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at 6（; A

llen C
om

m
ittee F

inal R
eport, supra note （2, at （8.

（
２００
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at 6（. 

（
２０１
）　Id; C

SA
 R

eport 2000, supra note 73, at 7420. 
な
お
、A

llen

委
員
会
報
告
書
に
お
い
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
〇
取
引
日
は
不
適
切
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

た
め
、
裁
判
所
に
裁
量
を
与
え
る
べ
き
こ
と
が
勧
告
さ
れ
て
い
た
。A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at 6（.

（
２０２
）　O

SA
 s. （38.（ （3

）. See B
radley A

. H
eys, E

stim
ating D

am
ages in C

anadian Shareholder C
lass A

ctions, 6 C
lass A

ction D
efence Q

uarterly 3（ （20（2

）.

（
２０３
）　O

SA
 s. （38.7 （（

）; （38.（ “liability lim
it”.

（
２０４
）　R

eg. G
en. s. 24（.

（
２０５
）　A

llen C
om

m
ittee F

inal R
eport, supra note （2, at （（.

（
２０６
）　O

SA
 s. （38.7 （2

）.

（
２０７
）　O

SA
 s. （38.6 （（

）.

（
２０８
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at 6（.

（
２０９
）　O

SA
 s. （38.6 （2

）.

一
七
九
六
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（
２１０
）　O

SA
 s. （38.6 （3

）.
（
２１１
）　O

SA
 s. （38.6 （4

）.
（
２１２
）　O

SA
 s. （38.8 （（

）.

（
２１３
）　O

SA
 s. （38.8 

（2

）. 

供
述
書
の
提
出
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
原
告
が
同
手
続
き
を
自
ら
に
有
利
に
用
い
よ
う
と
し
て
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、A

inslie v. C
.V. 

Technologies Inc. 

事
件
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

　
　
　

被
告
の
う
ち
、
監
査
人
は
、
原
告
の
供
述
書
に
関
す
る
反
対
尋
問
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
る
事
実
に
依
拠
す
る
こ
と
を
意
図
し
、
供
述
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
原
告
は
、
一
三
八
・
二
条
⑵
項
は
、
供
述
書
の
提
出
を
強
制
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
反
対
尋
問
が
許
可
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
け
れ

ば
許
可
の
申
立
て
に
お
い
て
適
切
に
応
答
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
監
査
人
は
、
被
告
の
依
拠
し
よ
う
と
す
る
証
拠
を
不
適
切
に
提
出
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

と
反
論
し
た
。

　
　
　

裁
判
所
は
、
ま
ず
、
一
三
八
・
八
条
は
、
脅
迫
的
訴
訟
お
よ
び
多
額
の
訴
訟
費
用
の
負
担
か
ら
被
告
を
保
護
す
る
門
番
的
規
定
で
あ
り
、
原
告
の
利
益
の
た
め
の
規
定
で
は

な
い
と
指
摘
し
た
。A

inslie v. C
.V. Technologies Inc.

（2008

）, （3 O
.R

. （3d

） 200 （O
nt. Sup. C

t. J.

）［para.（（

］. 

そ
し
て
、答
弁
書
の
不
提
出
は
リ
ス
ク
を
伴
う
が
、

被
告
は
、
一
三
八
・
八
条
に
お
い
て
、
な
ん
ら
の
負
担
も
強
い
ら
れ
ず
、
許
可
の
申
立
て
に
対
し
て
重
要
な
事
実
の
証
拠
を
提
示
し
よ
う
と
意
図
し
た
場
合
に
の
み
、
供
述
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
［para.24-2（

］。

（
２１４
）　O

SA
 s. （38.8 

（3

）. 

作
成
者
に
対
し
て
反
対
尋
問
を
行
え
る
範
囲
に
関
し
て
は
、
引
き
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
情
報
と
申
立
て
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
争
点
と
の
﹁
外
見

上
の
関
連
性
﹂（sem

blance of relevance

）
の
基
準
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
同
基
準
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。Silver v. IM

A
X

 C
orp. 

（2008

）, （6（ 

A
.C

.W
.S. （3d

） 64 （O
nt. Sup. C

t. J.

） ［para.（2

］.

（
２１５
）　See e.g., E

pstein v. F
irst M

arathon Inc.

（2000

）, 2 B
.L

.R
. （3d

） 30 ［para.（（-（2

］.

（
２１６
）　C

SA
 R

eport 2000, supra note 73, at 742（.

（
２１７
）　

同
事
件
は
、
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
に
基
づ
く
訴
訟
と
し
て
初
め
て
審
理
さ
れ
た
事
件
で
も
あ
る
。Silver v. IM

A
X

 C
orp. 

（2008

）, 

（67 A
.C

.W
.S. （3d

） 88（ （O
nt. S.C

.J.

）［para.2

］.

（
２１８
）　Silver v. IM

A
X

 C
orp. （200（

）, 66 B
.L

.R
. （4th

） 222 （O
nt. Sup. C

t. J.

）［para.（8, 283

］.

（
２１９
）　D

obbie v. A
rctic G

lacier Incom
e F

und （20（（

）, 3 C
.P.C

. （7th

） 26（ （O
nt. Sup. C

t. J.
）; G

reen v. C
anadian Im

perial B
ank of C

om
m

erce, 20（2 O
N

SC
 

3637 （O
nt. Sup. C

t. J.

）; G
ould v. W

estern C
oal C

orporation, 20（2 O
N

SC
 （（84 （O

nt. Sup. C
t. J.

）.

一
七
九
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六
四
巻
六
号�

一
五
〇

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

（
２２０
）　IM

A
X

, supra note 2（8, at para.2（（.
（
２２１
）　Id. at para.303.

（
２２２
）　Id. at para.308.

（
２２３
）　Id. at para.30（.

（
２２４
）　Id. at para.2（.

（
２２５
）　Id. at para.32（-327. 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
証
券
集
団
訴
訟
の
ど
の
段
階
で
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
に
関
す
る
議
論
と
し
て
、A

ndrea L
aing &

 B
rian D

onnelly, Silver v. 

Im
ax and A

inslie v. C
V

 Technologies: W
hat H

as B
een L

eft O
ut of the L

eave R
equirem

ent, （ C
anadian C

lass A
ction R

eview
 （80, （（7-204 （200（

）
参

照
。

（
２２６
）　IM

A
X

, supra note 2（8, at para.324.

（
２２７
）　Id. at para.334.

（
２２８
）　Id. at para.328-32（.

（
２２９
）　

事
実
認
定
に
関
し
て
は
、
許
可
の
申
立
て
の
手
続
き
に
お
い
て
特
定
の
認
定
を
行
う
こ
と
は
適
切
で
は
な
く
、
必
要
な
限
り
で
暫
定
的
な
も
の
と
し
て
行
う
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。Id. at para.386.

（
２３０
）　Id. at para.3（（.

（
２３１
）　Id. at para.3（2-3（7.

（
２３２
）　Id. at para.42（-423.

（
２３３
）　Id. at para.424-426.

（
２３４
）　O

SA
 s. （38.（0.

（
２３５
）　O

SA
 s. （38.（（.

（
２３６
）　

コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
詐
欺
に
基
づ
く
責
任
追
及
の
要
件
に
つ
い
て
は
、D

erry v. P
eek

事
件
判
決
（（（88（

）, L
.R

. （4 A
pp.C

as. 337, 374 （U
.K

. H
.L

.

））（
本
章
・
第
二
節
・

第
一
款
）
参
照
。

（
２３７
）　

特
別
の
関
係
に
基
づ
く
注
意
義
務
の
存
否
は
、
第
一
に
、
近
接
し
た
関
係
性
（relationship of proxim

ity

）
が
存
在
す
る
か
、
第
二
に
、
責
任
の
範
囲
が
不
明
確
に
な
る

と
い
っ
た
当
該
状
況
に
お
い
て
責
任
を
制
限
す
べ
き
政
策
的
理
由
が
存
在
す
る
か
、
と
い
う
二
段
階
の
検
討
を
経
て
決
定
さ
れ
る
。H

ercules M
anagem

ent L
td. v. E

rnst 

一
七
九
八
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六
四
巻
六
号�

一
五
一

&
 Young （（（（7

）, （46 D
.L

.R
. （4th

） （77 （Sup. C
t. C

a.

）.
（
２３８
）　Q

ueen v. C
ognos Inc.

（（（（3

）, （（ D
.L

.R
. （4th

） 626 （Sup. C
t. C

a.

）.
（
２３９
）　O

SA
 s. （30 （（0

）, （38.（3.

（
２４０
）　A

. D
im

itri L
ascaris &

 A
nthony O

’B
rien, C

ertification of R
eliance-B

ased C
laim

s in C
lass A

ctions （ （20（0

）, available at http://w
w

w
.siskinds.com

/

L
aw

yer-P
rofiles/D

im
itri_L

ascaris.aspx

（
２４１
）　C

arom
 v. B

re-X
 M

inerals L
td. （（（（8

）, 4（ O
.R

. （3d

） 780 （O
ntario C

ourt of Justice, G
eneral D

ivision

）, affirm
ed （（（（（

）, 46 O
.R

. （3d

） 3（（ （O
ntario 

C
ourt of Justice, G

eneral D
ivision

）, rev’d on other ground （2000

）, （（ O
.R

. （3d

） 236 （C
t. A

pp. O
nt.

）.

（
２４２
）　

市
場
に
お
け
る
詐
欺
理
論
を
否
認
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
①
カ
ナ
ダ
に
は
証
券
取
引
所
法
規
則（0b-（

に
相
当
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
②
カ
ナ
ダ

に
お
い
て
は
、
同
理
論
の
承
認
に
伴
っ
て
必
要
と
な
る
合
理
的
な
制
限
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
同
理
論
の
承
認
は
、
不
法
行
為
概
念
の
再
定
義
を
導
く
こ
と
で
あ
る
。

（
２４３
）　C

SA
 R

eport 2000, supra note 73, at 73（2; See also V
ioletta K

okolus, M
ining for L

egislative G
old after B

re-X
: A

 G
eneral C

om
m

entary on the U
se 

of C
lass A

ctions for F
raud in the Secondary M

arket, （ A
ppeal: R

ev. C
urrent L

. &
 L

. R
eform

 （（, 67 （2003

）.

（
２４４
）　See e.g., M

etzler Investm
ent G

M
B

H
 v. G

ildan A
ctivew

ear Inc., ［200（

］ O
.J. N

o. （6（（ （O
nt. Sup. C

t. J.

）［para.（3

］.

（
２４５
）　

コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
責
任
単
独
で
は
な
く
、
証
券
法
上
の
責
任
と
同
時
に
集
団
訴
訟
の
根
拠
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。

（
２４６
）　See e.g., M

cC
ann v. C

P
 Ships L

td. ［200（

］ O
.J. N

o. （（82 （O
nt. Sup. C

t. J.

）; M
etzler Investm

ent G
M

G
B

 v. G
ildan A

ctivew
ear Inc. ［200（

］ O
.J. N

o. 

（6（（ （O
nt. Sup. C

t. J.

）; Silver v IM
A

X
 C

orp.

（200（
）, 86 C

.P.C
. （6th

） 273 （O
nt. Sup. C

t. J.

）; D
obbie v. A

rctic G
lacier Incom

e F
und （20（（

）, 3 C
.P.C

. 

（7th

） 26（ （O
nt. Sup. C

t. J.

）. 

集
団
訴
訟
と
し
て
訴
訟
を
追
行
す
る
こ
と
が
認
可
さ
れ
た
事
件
は
、
通
常
、
和
解
に
よ
っ
て
終
結
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。See M

ichael 

P.A
. C

arabash, Shareholder C
lass A

ctions in O
ntario: P

utting John C
. C

offee, Jr.’s F
indings to the Test, 4 C

anadian C
lass A

ction R
eview

 328, 364-6（ 

T
able 4E

 （2008

）.

（
２４７
）　See e.g., C

P
 Ships, supra note 246, at para.60; G

ildan A
ctivew

ear, supra note 246, at para.（（-60; IM
A

X
 , supra note 246, at para.7（; A

rctic G
lacier, 

supra note 246, at para.227.

（
２４８
）　A

llen C
om

m
ittee Interim

 R
eport, supra note （（, at 46; C

SA
 R

eport 2000, supra note 73, at 73（（.

（
２４９
）　M

cK
enna v. G

am
m

on G
old Inc. （20（0

）, 88 C
.P.C

. （6th

） 27 （O
nt. Sup. C

t. J.

）［para.（（4

］.

（
２５０
）　Id. at para.（（（.

一
七
九
九
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ナ
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責
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（
２５１
）　Id. at para.（60.

（
２５２
）　Id. at para.（6（. See also A

ndrea L
aing &

 R
obert C

arson, A
n A

nalysis of C
ertification D

ecisions In M
cC

ann v. C
P

 Ships, Silver v. IM
A

X
, M

cK
enna 

v. G
am

m
on G

old and D
obbie v. A

rctic G
lacier, 7 C

anadian C
lass A

ction R
eview

 （0（, （47-48 （20（（

）.

（
２５３
）　Silver v IM

A
X

 C
orp.

（20（（

）, （0（ O
.R

. 

（3d

） 2（2 

（O
nt. Sup. C

t. J.

）［para.（4

］; M
cK

enna v. G
am

m
on G

old Inc. 

（20（0

）, （03 O
.R

. 

（3d

） 4（（ 

（O
nt. 

Sup. C
t. J. D

iv. C
t.

）［para.38

］.

（
２５４
）　G

reen v. C
anadian Im

perial B
ank of C

om
m

erce, 20（2 O
N

SC
 3637 （O

nt. Sup. C
t. J.

）［para.（（（

］.

（
２５５
）　Id. at para.（（6-（（7.

（
２５６
）　Id. at para.600.

第
三
章　

結
び
に
代
え
て

　

本
稿
で
は
、
主
と
し
て
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
上
の
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
沿
革

お
よ
び
具
体
的
内
容
を
見
て
き
た
。
本
章
で
は
、
民
事
責
任
制
度
の
沿
革
と
内
容
の
整
理
お
よ
び
証
券
集
団
訴
訟
の
現
状
の
確
認
を
行
い
、

最
後
に
、
上
場
会
社
の
規
模
と
証
券
訴
訟
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
、
結
び
に
代
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

１　

民
事
責
任
規
定
の
沿
革
と
内
容

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
法
上
の
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度
は
、
損
害
賠
償
額
の
上
限
の
設
定
等
に
よ
っ
て
制

度
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
継
承
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
米
国
法
律
協
会
の
連
邦
証
券
法
典
を
独
自
に
発
展
さ
せ
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

一
八
〇
〇
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六
四
巻
六
号�

一
五
三

　

ま
ず
、
一
九
七
九
年
の
カ
ナ
ダ
連
邦
証
券
市
場
法
案
に
お
い
て
は
同
法
典
の
民
事
責
任
規
定
が
そ
の
ま
ま
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
し
て
は
投
資
者
の
損
害
賠
償
請
求
額
が
巨
額
と
な
る
た
め
、
上
限
の
設
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
四
年
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
証
券
委
員
会
の
草
案
は
、
損
害
賠
償
額
の
上
限
を
同
様
に
設
定
し
た
う
え

で
、
不
実
開
示
が
意
図
的
に
な
さ
れ
た
場
合
に
も
上
限
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
連
邦
証
券
法
典
よ
り
も
発
行
会
社

側
の
保
護
を
重
視
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
責
任
の
基
準
と
し
て
は
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
基
準
が
抗
弁
と
し
て
採

用
さ
れ
て
お
り
、
不
実
開
示
の
抑
止
の
観
点
か
ら
も
合
理
的
な
制
度
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
発
行
開
示
に
関
す
る
責
任
が
厳
格
責
任
で
あ

る
こ
と
と
の
相
違
の
根
拠
は
、
同
責
任
が
原
状
回
復
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

一
九
九
五
年
お
よ
び
一
九
九
七
年
のA

llen

委
員
会
報
告
書
で
は
、
不
実
開
示
の
抑
止
を
主
た
る
目
的
と
し
て
制
度
設
計
を
行
う
べ
き
こ

と
が
明
確
に
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
根
拠
は
、
不
実
開
示
を
効
果
的
に
抑
止
で
き
れ
ば
損
害
填
補
の
必
要
性
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
抑
止
を
主
た
る
目
的
と
し
た
制
度
に
お
い
て
、
投
資
者
の
損
害
填
補
を
ど
の
範
囲
で
認
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
発
行
会
社

に
よ
る
民
事
責
任
の
負
担
は
、
株
主
や
債
権
者
に
帰
す
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
資
本
市
場
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
悪
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
取
締
役
等
に
対
す
る
責
任
の
賦
課
は
有
能
な
人
材
の
登
用
を
阻
害
し
か
ね
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
も
の
と
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
同
報
告
書
の
提
案
し
た
制
度
は
、
損
害
賠
償
額
の
上
限
の
設
定
等
に
よ
っ
て
損
害
填
補
を
制
限
す
る
こ
と
で
前
述
の
問
題

に
対
処
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
で
、
民
事
責
任
の
基
準
と
し
て
は
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
基
準
が
抗
弁
と
し
て
採
用
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
分
割
責
任
制
度
や
故
意
の
認
定
に
よ
る
上
限
の
不
適
用
な
ど
に
よ
っ
て
、
不
実
開
示
を
主
導
し
た
者
に
責
任
を
割
り
当

て
る
こ
と
で
抑
止
を
実
現
す
る
と
い
う
合
理
的
な
仕
組
み
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。

　

A
llen

委
員
会
の
報
告
書
に
お
い
て
興
味
深
い
点
は
、
発
行
会
社
の
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
の
成
否
の
判
断
方
法
と
し
て
、

取
締
役
や
役
員
に
つ
い
て
の
判
断
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
方
法
を
採
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
通
常
の
事
案
で

一
八
〇
一
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カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

は
経
営
者
主
導
で
不
実
開
示
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
発
行
会
社
の
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
抗
弁
は
概
ね
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
発
行
会
社
に
は
常
に
損
害
賠
償
額
の
上
限
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て

い
る）

（
（

。

　

二
〇
〇
〇
年
の
カ
ナ
ダ
証
券
管
理
局
の
民
事
責
任
草
案
は
、A

llen

委
員
会
の
提
案
と
概
ね
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
が
、
訴
訟
の
開
始
に
関

す
る
裁
判
所
の
許
可
制
度
の
導
入
が
大
き
な
変
更
点
と
な
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
主
導
的
な
先
例
で
あ
るSilver v IM

A
X

 C
orp. 

事
件

判
決
で
は
、
許
可
の
基
準
は
低
い
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
現
在
、
三
件
の
訴
訟
に
つ
い
て
開
始
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り）

2
（

、

損
害
賠
償
額
の
制
限
や
訴
訟
費
用
の
負
担
な
ど
の
ハ
ー
ド
ル
も
あ
る
が
、
集
団
訴
訟
制
度
も
存
在
す
る
と
こ
ろ
、
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事

責
任
制
度
は
、
次
に
見
る
よ
う
に
投
資
者
に
と
っ
て
一
応
利
用
可
能
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　

２　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
証
券
集
団
訴
訟
の
現
状

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
一
九
九
二
年
に
集
団
訴
訟
制
度
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
は
、
大
規
模
な
訴
訟
の
提
起
は
実
質
的
に
は
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
さ
れ
る）

3
（

。
す
な
わ
ち
、
市
場
に
お
け
る
詐
欺
理
論
が
否
認
さ
れ
た
一
九
九
八
年
のC

arom
 v. B

re-X
 M

inerals L
td. 

事
件
が
、

初
め
て
の
証
券
集
団
訴
訟
で
あ
っ
た）

4
（

。

　

二
〇
〇
五
年
一
二
月
の
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
規
定
（B

ill （（8

）
の
施
行
以
降
は
、
状
況
が
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
以
外
の
州
の
同
様
の
民
事
責
任
規
定
に
基
づ
く
集
団
訴
訟
を
含
め
る
と
、
二
〇
一
二
年
一
月
時
点
で
、

通
算
三
五
件
の
集
団
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
提
起
さ
れ
た
証
券
集
団
訴
訟）

（
（

の
合
計
四
六
件
の
三
分
の
二
をB

ill （（8

訴
訟
が
占
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る）

6
（

。
具
体
的
に
は
、二
〇
〇
六
年
・
一
件
、二
〇
〇
七
年
・

三
件
、
二
〇
〇
八
年
・
八
件
、
二
〇
〇
九
年
・
六
件
、
二
〇
一
〇
年
・
八
件
、
二
〇
一
一
年
・
九
件
と
な
っ
て
お
り
、
持
続
的
に
訴
訟
が
提

一
八
〇
二



（　
　
　
　

）

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
の
不
実
開
示
に
関
す
る
民
事
責
任
制
度

同
志
社
法
学　

六
四
巻
六
号�

一
五
五

起
さ
れ
て
い
る）

7
（

。
な
お
、
こ
れ
ら
の
う
ち
三
三
件
が
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
提
起
さ
れ
て
い
る）

8
（

。

　

そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
一
月
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
一
〇
件
に
つ
い
て
は
和
解
が
成
立
し
、
一
件
に
つ
い
て
訴
訟
が
却
下
さ
れ
、
二

四
件
は
係
争
中
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
現
時
点
で
は
、
目
論
見
書
に
お
け
る
不
実
表
示
が
問
題
と
な
っ
たK

err v. D
anier L

eather 

Inc. 

事
件
の
み
が
、
ト
ラ
イ
ア
ル
に
至
り
、
最
終
的
な
判
断
が
下
さ
れ
た
事
件
と
な
っ
て
い
る）

（
（

。

　

和
解
が
成
立
し
た
事
件
に
お
け
る
和
解
金
額
の
中
央
値
は
、
六
二
〇
万
ド
ル
と
な
っ
て
い
る）
₁₀
（

。
ま
た
、
訴
状
に
お
け
る
請
求
額
と
の
対
比

で
は
、
平
均
和
解
金
額
は
請
求
額
の
一
〇
・
七
％
と
な
っ
て
い
る）
₁₁
（

。

　
３　

上
場
会
社
の
規
模
と
証
券
訴
訟

　

カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
、
訴
訟
に
関
す
る
費
用
や
敗
訴
者
負
担
の
リ
ス
ク
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
一
〇
〇
万
ド
ル
を
超
え
る
損
害
賠
償
額
が

期
待
で
き
る
よ
う
な
場
合
で
な
い
と
訴
訟
提
起
の
積
極
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
生
じ
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
る）
₁₂
（

。
ま
た
、
米
国
に
お
け
る
Ｉ

Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
集
団
訴
訟
で
は
、
損
害
額
が
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
上
回
ら
な
い
と
原
告
側
弁
護
士
は
訴
訟
を
提
起
し
よ
う
と
し
な
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
る）
₁₃
（

。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
カ
ナ
ダ
の
証
券
市
場
を
見
た
場
合
、
同
国
に
は
約
四
〇
〇
〇
社
の
上
場
会
社
が
存
在
す
る
が
、
二
〇
〇
五
年
一
二

月
末
日
時
点
で
は
、
時
価
総
額
が
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
超
え
る
会
社
（
損
害
賠
償
額
の
上
限
で
あ
る
﹁
時
価
総
額
の
五
％
﹂
が
一
〇
〇
万
ド

ル
と
な
る
会
社
）
は
、
ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
で
一
三
六
二
社
、
Ｔ
Ｓ
Ｘ
ベ
ン
チ
ャ
ー
取
引
所
で
三
七
一
社
と
な
っ
て
い
る）
₁₄
（

。
そ
し
て
、
同

様
に
、
米
国
に
お
い
て
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
関
し
て
集
団
訴
訟
提
起
の
閾
値
と
さ
れ
る
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
が
損
害
賠
償
額
の
上
限
と
な
る
時
価
総
額
が

四
億
ド
ル
を
超
え
る
会
社
は
、
ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
で
四
一
〇
社
、
Ｔ
Ｓ
Ｘ
ベ
ン
チ
ャ
ー
取
引
所
で
三
社
で
あ
り
、
ま
た
損
害
賠
償
額
の

上
限
が
一
億
ド
ル
と
な
る
時
価
総
額
が
二
〇
億
ド
ル
を
超
え
る
会
社
は
、
ト
ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
で
一
二
九
社
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ト

一
八
〇
三
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ロ
ン
ト
証
券
取
引
所
と
Ｔ
Ｓ
Ｘ
ベ
ン
チ
ャ
ー
取
引
所
の
時
価
総
額
の
合
計
の
八
八
％
は
上
位
二
〇
〇
社
の
大
規
模
な
会
社
で
占
め
ら
れ
て
お

り
、
上
場
会
社
の
四
〇
％
は
時
価
総
額
が
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
未
満
と
な
っ
て
い
る）
₁₅
（

。

　

こ
の
よ
う
に
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
上
場
会
社
は
、
規
模
が
小
さ
い
も
の
が
多
く
、
民
事
責
任
追
及
の
対
象
と
な
り
得
る
会
社
の
割
合
が
少
な

い
状
況
に
あ
る
。
一
方
で
、
和
解
金
額
の
中
央
値
は
米
国
に
お
け
る
そ
れ
と
同
程
度
の
額
と
な
っ
て
お
り
、
責
任
追
及
は
、
や
は
り
大
規
模

な
会
社
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₁₆
（

。
し
た
が
っ
て
、
小
規
模
な
会
社
に
つ
い
て
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
行
う
た
め
に
、

公
的
機
関
が
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₁₇
（

。

（
（
）　

金
融
商
品
取
引
法
上
の
発
行
会
社
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
無
過
失
責
任
か
ら
過
失
責
任
へ
の
転
換
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
発
行
会
社
が
民
事
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
株
主
や
債
権
者
が
害
さ
れ
る
と
い
う
問
題
へ
の
対
処
と
し
て
の
責
任
要
件
の
変
更
は
、
発
行
会
社
の
過
失
が
カ
ナ
ダ
の
よ
う
に
取
締
役
ら
と
リ
ン
ク
し
て
判
断
さ
れ
る
場
合
、

殆
ど
意
味
を
成
さ
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
過
失
責
任
の
導
入
は
損
害
賠
償
額
の
上
限
の
導
入
と
セ
ッ
ト
で
行
う
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る

い
は
、
無
過
失
責
任
を
維
持
し
た
う
え
で
、
損
害
賠
償
額
の
上
限
を
導
入
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
、
対
処
す
べ
き
問
題
を

ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
に
依
存
す
る
の
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
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